




 

 

はじめに 

 

障害者の自立を支援する「障害者自立支援機器（以下｢支援機器｣）」は、ノーマライゼー

ションの理念に基づき、障害者の活動や参加を促す極めて重要な役割を果たすものであり、

障害者のニーズを捉えた製品開発と普及の促進が求められている。 

一方、障害者福祉の現場において、真に必要とされる支援機器を開発するためには、機器

開発の着想段階からユーザーや支援者の「ニーズ」と開発や研究者等の「シーズ」をマッチ

ングすることが大切であり、決してシーズ志向型の開発とならないよう、障害者の置かれて

いる状態は勿論のこと、現場の課題やニーズを的確に捉えた支援機器の開発に繋げる取り組

みが重要である。 

本事業では、ニーズとシーズのマッチングを目的とした支援機器に関する「マッチング交

流会」を企画・開催し、実用的な支援機器が開発されるよう、試作機等を用いて想定するユ

ーザーと開発側が膝を交えて意見交換できる場を設けるとともに、効果的なモニター評価を

行う機会等を創出すことを目的とした交流会を開催した。 

今年度は、山口県及び東京都に於いて会場開催を予定していた。しかしながら、新型コロ

ナウイルスの急速な感染拡大により、山口会場での開催は中止することとし、Ｗｅｂ開催に

切り替えた。一方、東京会場では新型コロナウイルス影響もあり、一般来場者は例年より落

ち込んだものの約２６０名の来場あり、出展者と来場者が活発に意見交換されている姿が見

られた。Ｗｅｂ開催では「Ｗｅｂ交流プラットフォーム」を４か月間設け実施した。試作中

の出展機器を検索して紹介動画を視聴したり、問合せフォームや掲示板を使って出展者へ問

い合わせできる仕組みを構築し、交流プラットフォームのアクセス数は、１月末までに９５

００件を超え、多くの方々に来場いただいた。 

また、新しい試みとして「個別の意見交換会、アドバイス支援事業」を実施した。協会が

シーズとニーズの間に入りコーディネートすることにより、これまでの受動的なスタンスか

ら能動的なスタンスが生まれ、多くの企業と関係機関等の間で交流を図ることができた。今

後も、こうした取り組みを継続的に実施し、支援機器開発の一助になれば幸いである。 

本報告書は、事業結果を取り纏めたものであり、本事業の実施にあたり、ご協力いただい

た障害当事者の団体、職能団体、出展企業等、多くの方々に心から御礼を申し上げる。 

 

令和４年３月 

 

公益財団法人テクノエイド協会     
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第１部（本編） 





１．目的

障害者の自立を支援する「障害者自立支援機器（以下㺀支援機器㺁）」は、ノーマライࢮ

ーシࣙンの⌮ᛕに基࡙ࡁ、障害者の活動や参加を促す極めて㔜要なᙺを果たすものであ

り、障害者のニーズをᤊえた製品開発とᬑ及の促進がồめられている。

一方、障害者福祉の現場において、真に必要とされる支援機器を開発するためには、機

器開発の着想ẁ㝵からユーザーや支援者の「ニーズ」と開発や研究者等の「シーズ」をマ

ッチングすることが切であり、決してシーズᚿྥ型の開発とならないよう、障害者の⨨

かれている状ែはㄽのこと、現場の課題やニーズを的確にᤊえた支援機器の開発に繋げ

るྲྀり⤌みが㔜要である。

本事業では、ニーズとシーズのマッチングを目的とした支援機器に関する「マッチング

交流会」を企画・開催し、実用的な支援機器が開発されるよう、試作機等を用いて想定す

るユーザーと開発ഃが⭸を交えて意見交換でࡁる場を設けるとともに、ຠ果的なࣔニࢱー

ホ౯を行う機会等を出すことを目的とした。

２．事業概要

（１）企画委員会の設⨨

支援機器に関する障害関係団体及び་⒪・福祉ᑓ㛛⫋等からᵓ成する、「シーズ・ニー

ズマッチング交流会 企画員会」を当協会に設⨨し、シーズ・ニーズマッチングのコーࢹ

 。ート機能及び体制をᵓ⠏したࢿ

本委員会ではシーズ・ニーズマッチング交流会の企画及び㐠営に係わるᑂ議を行うとと

もに、より良い交流会等の実現にྥけた᳨ウを行った。本委員会をᵓ成する障害関係団体

のⓙ様には、①支援機器に関する課題やニーズをご提౪いただくこと。②本交流会では、

ニーズഃとシーズഃの交流が活性化するよう積極的にご参加いただくこと。また、③交流

会の成果を着実に支援機器開発に繋げるため、開発企業の希望に応じて相談やアドバイス

支援を行うこととともに、関係する障害者等をご紹介いただくこととした。 

（委員） （五༑㡢順・ᩗ称␎）

氏ࠉ名 所ࠉ属

㐂ᆏࠉࠉᛅ 社会福祉法人 日本視覚障害者団体連合ࠉ

Ᏻ⸨ࠉಙဢ 公益社団法人 全国脊髄損傷者連合会ࠉ

ᑠ川ࠉගᙪ 一般社団法人 全日本難聴者・中途失聴者団体連合会ࠉ

ᓊ川ࠉᛅᙪ 一般社団法人 日本ＡＬＳ協会ࠉ

ᑠ☾さおり う川ᓮࡰࢇれいࠉ川ᓮᕷ社会福祉事業団ࠉ

ᑠ山㔛子 ポリオの会ࠉ

బ⸨  加ዉ 社会福祉法人 日本身体障害者団体連合会ࠉ

ᅬ田ࠉᑦ⨾ 㹌Ｐ㹍法人 日本失語症協議会ࠉ

ᶫ間ࠉಙᕷ 社会福祉法人 全国盲ろう者協会ࠉ

増⃝ࠉ㧘ᚿ ＡＳＤ（自閉スペクトラム症）生活環境研究会ࠉ

企画委員会ࠉ委員名⡙
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（２）シーズ・ニーズマッチング交流会の企画

障害当事者のニーズを的確にᤊえた支援機器開発の機会を出すく、シーズとニーズ

のマッチング交流会を開催した。 

本交流会では、開発企業が試作中の支援機器等を会場へᣢࡕ㎸み、障害者及び介護者を

はじめ、企業、研究者、開発を支援する機関等が⭸を交えて意見交換等を行う場を設け。 

本年度は、㹕㹣㹠開催（４ࣨ月間）、山口会場及び東京会場（ྛ２日間）の開催を予定

した。㹕㹣㹠開催では、出展企業及び機器の紹介動画をᥖ載するとඹに、「問合せ࢛ࣇー

ム」、「ᥖ♧ᯈ」を使用してオンラインୖでの意見交換や、ྛ種セ࣑ナー、ㅮ₇のᖖ時㓄ಙ

や定期㓄ಙが視聴でࡁるよう㹕㹣㹠交流プラット࢛ࣇームをᵓ⠏した。 

東京会場では、ឤᰁ症予防等のᚭᗏをᅗり、開発中の試作機等の展♧及びࣔࢹンストレ

ーシࣙン、意見交換等を行った。また、ే催イ࣋ントとして、基ㄪㅮ₇、福祉機器の利用

事とニーズの発ಙ、福祉機器開発の現状、令和３年度障害者自立支援機器等開発促進事

業᥇択企業による成果報告会等を行った。 

※）全国的な新型コロナウイルスឤᰁ症がᛴ㏿に増加したことを受け、令和３年８月下

᪪に山口会場については、ឤᰁ症予防等のᚭᗏをᅗるため、会場開会を中Ṇすることとし、

㹕㹣㹠開催にኚ᭦することとした。 

本交流会の対象者は以下とした。 

※ニーズഃ：障害者、ᐙ᪘、在宅・施設等の介護⫋員、་⒪・福祉の業ົにᚑ事し障害者

の福祉やカ⦎に係わる者 等 

※シーズഃ：開発メー࢝ー、地域の⏘業⯆団体、新つ参入を᳨ウする企業・研究者、

Ꮫ・研究機関 等 

シーズ・ニーズマッチング強化事業は、次㡫のとおり、「障害者自立支援機器等開発促

進事業」の一環として実施されるものであり、ニーズに基࡙いた実用的な支援機器開発が

促進されるよう、意見交換を行える場を提౪するとともに、ࣔニࢱーホ౯を行う機会を得

ることを≺いとするものでもある。

（オࣈザーバー） （ᩗ称␎）

氏ࠉ名 所ࠉ属

ྈ㔝ࠉࠉ⫕
ー・⏘業ᢏ⾡⥲合開発機ᵓࢠルࢿ新エࠉ国立研究開発法人ࠉ
シࣙン推進部－࣋イノࠉ

㰻田ಙ㑻
プロイメント推進部㛛ࢹࠉ報通ಙ研究機ᵓࠉ国立研究開発法人ࠉ
リー推進ᐊࣇ報バリアࠉ

下田ࠉࠉಟ
国立研究開発法人⛉Ꮫᢏ⾡⯆機ᵓࠉ
起業支援ᐊࠉ

田ୖࠉᮍ来 企画課自立支援⯆ᐊࠉ障害ಖ福祉部ࠉ社会・援護ᒁࠉ┬ཌ生ປാࠉ

ᆏ本ࠉ和㤶 企画課自立支援⯆ᐊࠉ障害ಖ福祉部ࠉ社会・援護ᒁࠉ┬ཌ生ປാࠉ

༡㇂ࠉࠉẎ 企画課自立支援⯆ᐊࠉ障害ಖ福祉部ࠉ社会・援護ᒁࠉ┬ཌ生ປാࠉ
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① 開催日程及び内容  

 㹕㹣㹠開催  令和３年１０月１日（金）～令和４年１月３１日（月） 

        ࠙時間１０：００̿１ ࠚ㸵：００ 

        ࠙㓄ಙ会場ࠚ テクノエイド協会 㹕㹣㹠交流プラット࢛ࣇーム内 

࠙企画内容ࠚ 

・㹕㹣㹠による開発機器業等及び支援機器の紹介動画の発ಙ 

・問合せ࢛ࣇーム、ᥖ♧ᯈを使用しての意見交換の実施 

・ㅮ₇動画のᖖ時㓄ಙおよび定期㓄ಙの実施 

 山口会場   令和３年１０月９日（ᅵ）～１０日（日）２日間 

       ※オンライン開催へ切り᭰えを決定

        ࠙時間１０：３０－１ ࠚ㸵：００㸭９：００－１㸵：００ 

        ࠙会場ࠚ ᾏᓙメッセ下関（展♧見本ᕷ会場） 

           ※第１０回日本ロ࣎ットリࣅࣁリテーシࣙン・ケア研究会 ྠ時開催 

࠙ే催イ࣋ントࠚ 

          ・㹕㹣㹠による開発機器業等及び支援機器の紹介動画の発ಙ 

・問合せ࢛ࣇーム、ᥖ♧ᯈを使用しての意見交換の実施 

           ・㹘㹭㹭㹫ウࣅ࢙ナーを使用したㅮ₇のリアルࢱイム㓄ಙ 

 東京会場    令和３年１２月㸵日（ⅆ）～８日（Ỉ）２日間 

        ࠙時間９：００－１ ࠚ㸵：００（୧日ともに） 

        ࠙会場ࠚ 東京㒔立⏘業㈠᫆センࢱーᯇ⏫㤋（２㝵展♧ᐊ） 

・㹕㹣㹠による開発機器業等及び支援機器の紹介動画の発ಙ 

・問合せ࢛ࣇーム、ᥖ♧ᯈを使用しての意見交換の実施 

           ・開発中の試作機等の展♧及体㦂、意見交換等 

・会場ㅮ₇及びウࣅ࢙ナーを使用したリアルࢱイム㓄ಙの実施 

－ 3－



山口会場 

   ࠙ᾏᓙメッセ下関 እほ１࠙          ࠚＦ 展♧見本ᕷ会場ࠚ 

※オンライン開催へ切り᭰えたことにより、実㝿には使用していない 

東京会場 

࠙東京㒔立⏘業㈠᫆センࢱーᯇ⏫㤋 展♧ᐊࠚ 

② 出展企業等の募集  

出展要項を作成のうえ、㸳０か所程度、一般募集することとした。 

㹕㹣㹠開催の参加は必㡲とする。※㹕㹣㹠開催のみの参加は認めないこととした。 

・㹕㹣㹠開催 㸳０企業   

・山口開催  㸳０企業㸩１０企業（地域推⸀ᯟ）   

・東京開催  㸳０企業  

③ 会場開催にకう␃意 

会場での開催にあたっては、開催時の状況に応じて、基本的には国及び開催自体の

方㔪にᚑうこととし、以下の事項についてཎ๎㑂Ᏺすることとした。 

 ୕ᐦを㑊ける。 

 ・会場内の換Ẽを定期的に行う。 

 ・出展者の間㝸を༑ศにあける。 

 ・参加者のᗙᖍの間㝸を༑ศにあける。 

 ・入場はᐊ内定員の㸳０㸣以内とする。 

 ᡭᣦのᾘẘやマスクの着用を要ㄳすることとした。 

 開催２㐌間๓から体ㄪ⟶⌮⾲を作成し、事ົᒁへ提出いただくこととした。 
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会場開催では、ឤᰁ症予防等のᚭᗏをᅗるとともに、㹕㹣㹠開催については、出展機器

等の動画を作成し、期間中の交流を推進することとした。 

（３）㹕㹣㹠開催の内容

本交流会ᑓ用ࢧイト内に、「㹕㹣㹠交流プラット࢛ࣇーム」を設け、出展事業・機器を

紹介する動画コンテンࢶの視聴、問い合わせ࢛ࣇーム及びᥖ♧ᯈを利用した出展者の意見

交換、ྛ種セ࣑ナー、ㅮ₇のᖖ時㓄ಙ、定期㓄ಙの視聴がでࡁる⤌みをᵓ⠏した。 

また、㹕㹣㹠交流プラット࢛ࣇームは、ログインの必要は不要であり、ከくの方ࠎがア

クセスしやすい⤌みとした。 

（交流会での動画㓄ಙ） 

 㹕㹣㹠交流プラット࢛ࣇーム（交流会のᑓ用ページ）を㹕㹣㹠ୖに設け、作成した動

画を出展企業等の個別ページでᖖ時㓄ಙすることとし、シーズとニーズの交流を推進

することとした。 

 出展企業等一ぴは、㹕㹣㹠交流プラット࢛ࣇームୖでྛ障害ศ㔝別やࣇリー࣡ードで

の᳨⣴を可能とした。なお、動画はࢧーバー容㔞の㒔合ୖ、<oX7XEe のࢧイトへ⛣動

して動画の㜀ぴがでࡁるようにした。 

 期間中に企画する基ㄪㅮ₇及び特別ㅮ₇、開発の成果報告等については、リアルࢱイ

ムで㓄ಙすることとした。 

 セ࣑ナー等の㈨ᩱについては、ㅮ₇者より㈨ᩱ提౪が可となったものについてダウン

ロード可とした。

（基本的な⪃え方） 

動画は、本交流会の目的を㋃まえた内容とᵓ成にୖげることとし、出展企業及びᣍ

ᚅ団体・機関の動画コンテンࢶを㹕㹣㹠ୖにᥖ載した。 

出展企業の動画は、ཎ๎、ྛ自で作成すること。但し、事ົᒁでは様ࠎな状ែの障害

者に㓄៖した動画コンテンࢶとなるよう、出展企業からの要ㄳに応じ必要な支援を行

った。（作成に必要な㈝用はྛ社㈇担。） 

協会では、㈍目的を中ᚰとする༢なる製品Ｐ㹐とならないよう、動画の内容やᵓ成、

㛗さ等、ཝ᱁にᣦ定し確認することとした。 

障害当事者団体・開発支援機関の動画については、年作成した動画を使用すること

を基本とし、必要に応じてྛ自で作成することも可とした。 

（動画の目途） 

 出展企業 㸳０～６０本 

 障害当事者団体・開発支援機関 １３本 

－ 5－



（４）交流会開催後の࢛ࣇローアップ

担当⫋員による相談❆口を設⨨し、交流会開催後の成果を支援機器の開発に繋げるため、

企画委員や関係団体等と協力しながら、開発企業等に対して⥅⥆的に必要な支援を行った。 

具体的には、以下のྲྀり⤌みを実施した。 

（相談❆口の設⨨） 

開発ഃやユーザーഃからの相談に応じるᑓ用❆口を設け、ᖖ時対応した。 

（ࣔニࢱーホ౯実施にあたっての支援・協力） 

開発企業の要望に応じ、関係団体等と連ᦠをᅗりࣔニࢱーホ౯の実施施設や想定する

ユーザー等を紹介した。 

具体的には、「福祉用具ニーズ報集・提౪システム」を活用して、開発中の機器

や実用化して間㏆な機器に対して、ࣔニࢱーやアドバイスにご協力いただける機関（施

設や事業所など）を募り、開発企業へ繋いだ。 

（意見交換会やアドバイス支援の実施） 

交流会の成果を着実に支援機器の開発に繋げるため、開発企業の希望に応じて、相談や

アドバス等の開発支援を行った。 

具体的には、企業等から要望を個別にうかがい、関係する障害者等との意見交換会やア

ドバイス支援等の機会を設けた。 

また、その成果については、協会ＨＰからྛ方面へ発ಙし、シーズとニーズのマッチン

グを推進するとともに、来年度以降の開発促進事業の応募を喚起した。 

訪問及び状況に応じてオンライン会議を行うこととし、意見交換会等への参加について

は、地域を限定しないこととした。 

（その他） 

必要な支援を関係団体等と連ᦠして行った。 

（㸳）ユーザーഃのニーズやシーズの報集・発ಙ 

「福祉用具ニーズ報集・提౪システム」を活用することにより、支援機器に係るニ

ーズとシーズの集・提౪を行った。 

（６）実施スケジࣗール

  次ページを参↷のこと。 
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３．事業⤖果

（１）企画委員会の開催⤖果

「シーズ・ニーズマッチング交流会」の企画及び㐠営に係わるᑂ議を行い、より良い交

流会等の実現にྥけた᳨ウを行った。ニーズഃとシーズഃの交流が活性化するよう積極的

に交流に関するとともに、ከくの当事者の方ࠎが本交流会に参加いただけるようびか

けをお㢪いした。 

①第１回シーズ・ニーズマッチング交流会 企画委員会 

࠙日時  令和３年８月４日（Ỉ）１４：００～１㸳：３０：ࠚ

࠙場所  オンライン開催（テクノエイド協会・会議ᐊ）：ࠚ

࠙実施内容  ：ࠚ

  ・本事業の概要について 

・出展者の募集及び選定状況について

   ・日程⾲及びే催イ࣋ント（案） 

・山口会場を┒りୖげる提案内容（案） 

・参加Ⓩ㘓⚊の提出について 

・㹕㹣㹠交流プラット࢛ࣇームイメージ 

・㹕㹣㹠交流の実施方法 

・動画等の作成依頼について  

・意見交換会、アドバイス支援の実施について 

・今後のスケジࣗール 

②第２回シーズ・ニーズマッチング交流会 企画委員会 

࠙日時  令和４年３月１０日（ᮌ）１０：００～１１：３０：ࠚ

࠙場所  オンライン開催（テクノエイド協会・会議ᐊ）：ࠚ

࠙実施内容  ：ࠚ

 報告事項ࠐ 

  ・本事業の実施について 

・実施⤖果の報告について 

・出展者の選定及び開催の周知 

・交流会の企画及びే催イ࣋ント 

・交流会の企画及びే催イ࣋ントの開催⤖果 

・意見交換会、アドバイス支援の実施⤖果 

・開催⤖果及びアンケート⤖果 

 ウ事項᳨ࠐ

・今後の交流会等の在り方について（意見交換） 

（２）出展者の募集から決定までのプロセス

①企業等の募集について 

募集は「シーズ㺃ニーズマッチング交流会㺀出展企業等㺁募集要項」を作成のうえ、㒑㏦

又はホームページへのᥖ載を行い、周知を行った。 

また、山口会場については⥾め切り後も、出展予定数に達していなかったため、ᑓ用ホ

ームページやメール等で⥅⥆募集を実施した。 
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②⏦㎸方法

出展の⏦㎸方法に関しては、ᚑ来の書面での⏦し㎸みから、㹅㹭㹭㹥㹪㹣 Ｆ㹭㹰㹫を

使用した㹕㹣㹠ୖでの⏦し㎸み方法にኚ᭦した。 

③募集の期間

  １、通ᖖ募集 令和３年６月１日（ⅆ）～６月２９日（ⅆ）１㸵時必着 

２、㏣加募集 通ᖖ募集⤊後～８月２０日（金）１２時必着 

մ周知の方法、周知先 

１、㒑㏦ 

・発㏦数  ：１�６９㸳ࣧ所 

・主な㏦付先： 

㐣ཤの開発促進事業応募企業 

㐣ཤのシーズ・ニーズマッチング交流会出展及び来場企業 

福祉用具報システム（㹒Ａ㹇Ｓ）Ⓩ㘓企業（ᢳ出） 

介護ロ࣎ット関連企業 㒔㐨ᗓ┴・ᨻ令ᕷ 報㐨機関、地方⏘業⤌⧊ 等 

２、ᑓ用ホームページの開設 

出展の⏦㎸方法に関しては、ᚑ来の書面での⏦し㎸みから、㹅㹭㹭㹥㹪㹣 Ｆ㹭㹰㹫

を使用した㹕㹣㹠ୖでの⏦し㎸み方法にኚ᭦した。 

３、メール、その他 

$� 㐣ཤの交流会参加企業及び開発促進事業᥇択企業への周知 

㐣ཤに交流会に出展した企業及び来場した開発企業に対し、参加の周知を行った。

（令和３年６月３日実施） 

%� ⏘業⯆課から開発企業へのご紹介 
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山口┴⏘業⯆課にご協力をいただࡁ、⏘業⯆課で設⨨している「やまぐࡕ་⒪

関連成㛗ᡓ␎推進協議会」の会員ᐄてにご紹介いただいた。（令和３年６月㸳日実

施） 

&� 福祉用具報システム（㹒Ａ㹇Ｓ）Ⓩ㘓企業に対する周知 

㹒Ａ㹇ＳにⓏ㘓されている国内の福祉用具製㐀事業者・㍺入事業者、⣙８００社の

担当社に対して、電子メールにて周知した。（令和３年６月１８日、㸵月８日実施） 

'� 日本ロ࣎ットリࣅࣁリテーシࣙン・ケア研究会からのご紹介 

会㛗及びୡ話人より、関連企業等へ周知のご協力をいただいた。（令和３年６月

２６日、㸵月８日実施） 

(� ཌ生ປാ┬による事ົ連絡の発出等 

ྛ㒔㐨ᗓ┴、ᣦ定㒔ᕷ、中᰾ᕷの障害ಖ福祉主⟶課に対し、周知を行っていただ

いた。（令和３年㸵月１㸳日実施） 

ཌ生ປാ┬の࢙ࣇイスࣈックにもᥖ載いただいた。 

)� 障害関係団体等へ周知のご協力 

企画委員が所属する障害関係団体を通じて、交流会の開催の周知及び開発企業のご

紹介をいただいた。（令和３年㸵月１３日実施） 

*� 福祉་⒪機ᵓの࣡ムࢿットへᥖ載周知 

福祉་⒪機ᵓの࣡ムࢿットにバナーを設けてᥖ載いただࡁ、開催及び㏣加募集を周

知いただいた。（令和３年８月㸳日実施） 
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յ出展企業の選定及び選定⤖果について 

事ົᒁでは、応募のあった企業の中から、以下のほⅬ及び障害の種別等を຺案して、全

㸵０企業等の選定を行った。 

 （選⪃にあたってのほⅬ） 

  ・交流会の目的及び要件に合致しているか 

  ・新つあるいは交流を㋃まえて改良する意ᛮがあるか 

  ・᥇択又は推⸀があるか 

  ・動画等を作成することがでࡁ、希望する交流の内容が明確となっているか 

 会場の出展募集及び決定ྛۑ

 出展者の決定ۑ

会場К 選定ኽௐ 

ிʮ会場とޛӝ会場、9eD 開催 18 

ӝ会場とޛ 9eD 開催 20 

ிʮ会場と 9eD 開催 �2 

ɧ可 18 

ᠴᡚ 5 

ӳᚘ �� 

   

参加の希望は、会場での出展をཎ๎とし、「山口会場と㹕㹣㹠開催」、「東京会場と㹕

㹣㹠開催」、「山口会場及び東京会場と㹕㹣㹠開催」の３つから選択することとした。

東京会場の出展を希望する企業等がከかった。

山口会場について、新型コロナウイルスのឤᰁᣑにకい、出展希望していた企業等

のうࡕ、㸳件ほど㎡㏥の⏦し出があった。

 出展機器の障害種別（山口会場、東京会場）ۑ

障害ᆔК 応募 ൿ定 

身体障害（Ꮓ体ɧ自由） 4� �2 

ᙻᙾ障害 10 � 

Ꭾᙾ障害 8 8 

᭗ഏᏯ機能障害（ڂᛖၐ等） 2 2 

知的障害（身体介ᜱが必要ないケースを含む） � � 

ችᅕ障害（発ᢋ障害を含む） 5 � 

障害δ（身体・知的・ችᅕ） 8 � 

その他 10 8 

ӳᚘ �� �0 

  

会場 定Ճ ൿ定 

 ӝ会場 �0 �8ޛ

ிʮ会場 50 50 
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（３）交流会の周知

①交流会ᑓ用ホームページの開設 

 ࠙期間ࠚ令和３年㸳月２０日（ᮌ）～ 

 ࠙周知方法ࠚ協会ホームページより、順次᭱新報になるよう᭦新を行った。 

  テクノエイド協会にアクセスすると、ୖ部に交流会のバナーを⾲♧させ、バナーをクリ

ックすると交流会ᑓ用ࢧイトに⛣る⤌みとした。 

㸺ᑓ用ࢧイトの画面㸼 

http://www.techno-aids.or.jp/needsmatch/index.shtml
以下、２０２２年１月末時Ⅼの交流会ᑓ用ホームページ 
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②チラシ及び公式ࣃンࣇレットの作成、㓄ᕸ 

࠙期間  ～令和３年１０月ୖ᪪：ࠚ

࠙周知方法  㒑㏦、メール等：ࠚ

࠙㏦付≀  レット、交流会チラシࣇンࣃ公式：ࠚ

࠙主な㏦付先ࠚ 

 障害団体（日本障害者協議会会員、全国の障害当事者団体 等）ࠐ

 開発企業（㐣ཤの᥇択企業、㹒Ａ㹇ＳⓏ㘓企業、㐣ཤの交流会出展企業 等）ࠐ

 行ᨻ（㒔㐨ᗓ┴、ᕷ⏫ᮧの障害主⟶課）ࠐ

 㐣ཤの交流会一般来場者ࠐ

 能団体（㒔㐨ᗓ┴の⌮Ꮫ⒪法ኈ協会、作業⒪法ኈ協会事ົᒁ）⫋ࠐ

 ーࢱ介護実⩦・ᬑ及センࠐ

 ーࢱリテーシࣙンセンࣅࣁ全国のリࠐ

 全国の᭦生相談所ࠐ

 ット関連企業または施設࣎介護ロࠐ

 肢製作所⩏ࠐ

 特別支援Ꮫᰯ等ࠐ

 報㐨機関ࠐ

 その他（㈶ຓ会員、個人あて）ࠐ

  

    ィ ６�㸳３１ࣧ所・部 

③関係団体への周知 

ཌ生ປാ┬及び関係機関・団体の協力のもと、ከくの団体等へ交流会開催を周知した。 

主な周知先は以下のとおりである。 

 日本作業⒪法ኈ協会：会員ྥけＨＰにᥖ載ࠐ

 ᇸ⋢┴作業⒪法ኈ協会：ＨＰへのᥖ載ࠐ

 神ዉ川┴作業⒪法ኈ協会：ＨＰへのᥖ載ࠐ

 日本ゝ語聴覚ኈ協会：機関⣬、ＨＰへのᥖ載ࠐ

ット㠉・⏘業࣎ロࠐ ,o7 イニシアチࣈ協議会：ＨＰにᥖ載 

 ナーＨＰにᥖ載࣑ントセ࣋立行ᨻ法人福祉་⒪機ᵓ（㹕Ａ㹋）：イ⊃ࠐ

 リテーシࣙン協会：会員へ周知のお㢪いを実施ࣅࣁ日本障害者リࠐ

 㹈ＡＳＰＡ：会員へ周知のお㢪いを実施ࠐ

 の㏦ಙ、ＨＰにᥖ載࢞リー展：会員へメルマࣇバリアࠐ

 日หᕤ業新⪺：関係者ྛへメーリングリストにて周知のお㢪いを実施ࠐ

 福祉新⪺：開催報をᥖ載ࠐ

 ཌ生ປാ┬：Ｆ㹟㹡㹣㹠㹭㹭㹩、㹒㹵㹧㹲㹲㹣㹰、ཌ生ປാ（㞧ㄅ）より周知ࠐ

մその他（出展企業等を対象にした説明会） 

出展企業等を対象として、本事業の目的、内容や紹介動画の製作依頼、今後のスケジࣗ

ール等についてオンラインによる説明会を２回実施した。なお、ཎ๎、出展企業等は参加

を必㡲とした。 

 第１回 出展企業等を対象にした説明会ࠐ

࠙実施日ࠚ令和３年㸵月１㸳日（ᮌ）１３時３０ศ～１４時３０ศ 

࠙内容  交流会の目的及び内容について・ࠚ
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    ・㹕㹣㹠交流プラット࢛ࣇームのᵓ⠏、㹕㹣㹠での交流方法 

    ・動画コンテンࢶの作成依頼 

    ・交流事の提౪依頼 

    ・㉁応⟅ 

 第２回 出展企業等を対象にした説明会ࠐ

࠙実施日ࠚ令和３年９月２４日（金）１３時３０ศ～１４時３０ศ 

࠙内容  交流会の開催と周知のお㢪い・ࠚ

    ・㹕㹣㹠交流プラット࢛ࣇームの設⨨状況と活用方法について 

    ・意見交換、アドバイス支援の実施について 

    ・ే催イ࣋ントの視聴と周知のお㢪い 

    ・東京会場の開催にྥけた‽備 

    ・㉁応⟅ 

  

（４）交流会の開催⤖果

令和３年１０月９日～１０日の山口会場においては、新型コロナウイルスのᛴ⃭なឤᰁ

ᣑにより、会場での開催は中Ṇすることとしたが、予定していたセ࣑ナーについては、

㹘㹍㹍㹋ウࣅ࢙ナーを活用してオンライン㓄ಙすることとした。また、シーズとニーズの

交流については、交流プラット࢛ࣇームを活用して交流することとした。
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開催概要は以下のとおりである。

㹕㹣㹠開催ࠐ

࠙開催期間 令和３年１０月１日（金）～令和４年１月３１日（月） ４ࣧ月間：ࠚ

࠙時間 １㸵：００～９：００：ࠚ

࠙会場 ーム内࢛ࣇテクノエイド協会 㹕㹣㹠交流プラット：ࠚ

࠙開催イ࣋ント内容 ：ࠚ

㹕㹣㹠による開発企業及び支援機器等の紹介動画の発ಙ 　　　

問合せ࢛ࣇーム、ᥖ♧ᯈを使用しての意見交換の実施 　

ㅮ₇動画のᖖ時㓄ಙおよび定期㓄ಙの実施

¾ ᖖ時㓄ಙ

・シーズ・ニーズマッチング交流会２０２１開催にあたってのごᣵᣜ

・㹕㹣㹠を活用した交流の進め方

・自立支援機器における現状と課題

・支援機器のຠ果に関するすኴᖹὒ地域会議への参加報告

¾ 定期㓄ಙ ※ẖ月イ࣋ントの内容を᭦新した

１０月㓄ಙ

・࠙ 特別ㅮ₇ࠚ視覚・聴覚障害者用支援機器への期ᚅ

・ཌ生ປാ┬ 支援機器の開発・ᬑ及に㈨するㄪᰝ研究事業報告①

・障害者自立支援機器等開発促進事業

１１月㓄ಙ

・࠙ 特別ㅮ₇３ࠚＤプリン̿ࢱで㐀る自ຓ具とリࣅࣁリ器具の可能性

・ཌ生ປാ┬ 支援機器の開発・ᬑ及に㈨するㄪᰝ研究事業報告②

・㹌㹃Ｄ㹍福祉事業のご紹介～福祉用具実用化開発の支援～

１２月㓄ಙ

・࠙ 特別ㅮ₇ࠚ意ᛮఏ達⨨の利用にあたり

・ཌ生ປാ┬ 支援機器の開発・ᬑ及に㈨するㄪᰝ研究事業報告③

 ・㹌㹇㹁㹒 報バリアࣇリー通ಙ・ᨺ㏦ᙺົ提౪・開発推進ຓ成金制度の案内

１月㓄ಙ

・࠙ 特別ㅮ₇ࠚ活動行動範囲を広げよう

・ཌ生ປാ┬ 支援機器の開発・ᬑ及に㈨するㄪᰝ研究事業報告մ

・㹈Ｓ㹒の⏘Ꮫ連ᦠ支援事業と福祉機器開発事
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山口会場（オンライン開催へኚ᭦）ࠐ

࠙開催期間 令和３年１０月９日（ᅵ）～１０月１０日（日） ２日間：ࠚ

࠙時間 １６：２０㸭１０：００～１６：００～１１：００：ࠚ

࠙会場 ーム内࢛ࣇテクノエイド協会 㹕㹣㹠交流プラット：ࠚ

࠙開催イ࣋ント内容 ：ࠚ

㹕㹣㹠による開発企業及び支援機器等の紹介動画の発ಙ

問合せ࢛ࣇーム、ᥖ♧ᯈを使用しての意見交換の実施 

㹘㹭㹭㹫ウࣅ࢙ナーを使用したリアルࢱイム㓄ಙ

࠙ే催セ࣑ナーࢱイトル ：ࠚ

・࠙ 基ㄪㅮ₇ࠗࠚ Ṍ行ロ࣎ットᢏ⾡を応用した福祉機器の開発࠘

・日本ロ࣎ットリࣅࣁリテーシࣙン・ケア研究会の開催にあたり

 ・（セ࣑ナー）バイオࢹザインᡭ法の紹介

・つながる、たのしむ、相談でࡁるスマホでつむぐ㔜症ඣ支援のᮍ来

 ・࠙ 特別シンポジウムࠗࠚ ዲ事⾲ᙲの受㈹とその後࠘

・福祉機器の利用と開発の報告

・障害ศ㔝におけるロ࣎ットᢏ⾡の活用に関する研究報告

 ・（࣡ークシࣙップ）バイオࢹザインᡭ法を応用した支援機器開発ᡭ法をᏛࡪ

山口会場の会場開催中Ṇの連絡は、協会ホームページのお知らせ欄に報をᥖ載したこ

とや出展者、関係者へ一ᩧメールを実施して周知をᅗった。

東京会場ࠐ

࠙開催期間 令和３年１２月㸵日（ⅆ）～１２月８日（Ỉ） ２日間：ࠚ

࠙時間 １㸵：００～９：００：ࠚ

࠙会場 ーᯇ⏫㤋２㝵展♧ᐊࢱ東京㒔立⏘業㈠᫆セン：ࠚ

࠙開催イ࣋ント内容 ：ࠚ

㹕㹣㹠による開発企業及び支援機器等の紹介動画の発ಙ

問合せ࢛ࣇーム、ᥖ♧ᯈを使用しての意見交換の実施

会場及び㹘㹭㹭㹫ウࣅ࢙ナーを使用したリアルࢱイム㓄ಙ

࠙ే催セ࣑ナーࢱイトル ：ࠚ

・࠙ 基ㄪㅮ₇ࠗࠚ 障害者の自ᕫ決定࠘

・福祉機器の利用事とニーズの発ಙ

・ཌ生ປാ┬「令和３年度 障害者自立支援機器等開発促進事業」成果報告①

・出展企業による福祉機器開発の現状報告

・失語症のリࣅࣁリテーシࣙンにᙺ立つ支援機器

・ཌ生ປാ┬「令和３年度 障害者自立支援機器等開発促進事業」成果報告②

 ・（࣡ークシࣙップ）バイオࢹザインᡭ法を応用した支援機器開発ᡭ法をᏛࡪ
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①東京会場の開催⤖果 

東京会場（令和３年１２月㸵日～８日）の２日間の出展者の内ヂは以下のとおりである。

新型コロナウイルスឤᰁᣑにకい、機器出展は行わࡎに㈨ᩱのみ㓄ᕸにኚ᭦となった３

社も含める。 

༊ศ 出展数

身体障害（肢体不自由） ２１

視覚障害 ４

聴覚障害 ８

高次脳機能障害（失語症等） ２

知的障害（身体介護が必要ないケースを含む） ２

精神障害（発達障害を含む） ３

障害ඣ（身体・知的・精神） 㸳

その他 ４

障害当事者団体・開発支援団体 １３

合ィ ６２企業・団体
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②交流会の⏦㎸について

本年度は入ᐊしやすいよう、ୖ記の報Ⓩ㘓は不要とし、交流会ホームページ内に交流

プラット࢛ࣇームを設け、自由に出展者動画や出展者と意見交換がでࡁるようにした。

コロナに関係もあり、東京会場においては、事๓⏦し㎸みを基本的に必㡲とし、ࢧイト

内に事๓⏦し㎸みの࢛ࣇームを設⨨した。

⏦㎸はᦠᖏからも容᫆に行えるようにした。

また、出展者や事ົᒁも含め、来場者にはᗣ状ែの確認をすることを目的として体ㄪ

⟶⌮⾲チ࢙ックシート（体 、တ、ႃの③み等）の提出をồめることとした。

③㹕㹣㹠交流プラット࢛ࣇームについて

出展企業等や出展機器報のᥖ載、ᥖ♧ᯈ・問い合わせ࢛ࣇームからの意見交換、ే催

セ࣑ナーの視聴、セ࣑ナー㈨ᩱのダウンロードを可能にしたプラット࢛ࣇームをᵓ⠏した。

出展企業等や出展機器報は、「࢝テࢦリー」、「ࣇリー࣡ード」より᳨⣴を可能とした。

また、出展企業ごとに出展者のページを作成し、「ᥖ♧ᯈ」もしくは「問合せ࢛ࣇーム」

を使って意見交換がでࡁるよう⤌みをᵓ⠏した。なお、本プラット࢛ࣇームは、㹕㹣㹠

開催開ጞ日の令和３年１０月１日から令和４年１月３１日まで公開期間とした。

  以下、㹕㹣㹠交流プラット࢛ࣇーム画面
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ࠒ出展企業ページࠑ
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出展者報には、出展者の連絡先、紹介動画、機器の概要、交流したい内容を記載し、

交流の目的を明確化することとした。交流方法として、「問合せ࢛ࣇーム」又は「ᥖ♧ᯈ」

の機能を設け、出展者への連絡を２４時間いつでも可能とした。
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  問合せ࢛ࣇームは、来場者と出展者が１対１でやりྲྀりすることが可能となっており、

来場者が下記࢛ࣇームに必要事項を入力すると、出展者のメールアドレスへ通知がᒆくシ

ステムとした。また、ᥖ♧ᯈは、来場者全体とやりྲྀりすることが可能であり、ᢞ✏内容

はᥖ♧ᯈに公開される。出展者は出展機器に関係する報発ಙ、告知等にも使用でࡁるこ

ととした。

  

）実㝿にᥖ♧ᯈにᢞ✏された内容
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մ交流会の⏦㎸について 

  㹕㹣㹠開催においては、㹕㹣㹠交流プラット࢛ࣇーム内にて、「ᖖ時㓄ಙ」と「定期㓄

ಙ」にศけ、視聴でࡁる環境をᵓ⠏した。ᖖ時㓄ಙは㹕㹣㹠開催開ጞから⤊までの４ࣧ

月間はいつでも視聴可能とし、定期㓄ಙは１ࣨ月ẖに㓄ಙ内容をኚ᭦して㓄ಙを行った。

山口会場は㹘㹍㹍㹋ウࣅ࢙ナー、東京会場においては、会場㓄ಙ及び㹘㹍㹍㹋ウࣅ࢙ナ

ーを活用してオンライン㓄ಙを実施した。参加者はྛセ࣑ナーにおいて㸳０～２０名程度

の視聴者数であった。

なお、ྛセ࣑ナーのㅮ₇㈨ᩱは、ㅮ₇๓にからプラット࢛ࣇームୖにᥖ載しており、₇

⤊後もダウンロードでࡁるようにした。
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<ే催セ࣑ナープログラム一ぴ> 
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27



－ －

ࠒナー及び意見交換の様子࣑東京会場のセࠑ
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（㸳）意見交換会、アドバイス支援の実施⤖果について

①開催のねらい、目的

交流会の成果を着実に支援機器の開発に繋げるため、開発企業の希望に応じて、相談や

アドバイス等の開発支援を行うこととした。

具体的には、企業等から要望を個別にうかがい、関係する障害者等との意見交換会やア

ドバイス支援等の機会を設けた。

また、その成果については、協会のＨＰ等を通じて広く周知し、シーズとニーズのマッ

チングを活性化するとともに、来年度以降の開発促進事業の応募を喚起することとした。

意見交換等の具体的な内容は、開発改良中の支援機器について、コンセプトや利活用の

場面、想定利用者の適用範囲、機能・性能等の在り方について、シーズ・ニーズ対等の立

場にたって自由な意見交換等を行い、もって障害者現場のニーズに即した開発改良を推進

することとした。

②期間

令和３年１０月１日～令和４年１月末

③実施方法

交流会の出展企業等に対して、開発改良中の機器について、意見交換会やアドバイスし

てほしい内容等を個別にうかがい、想定するユーザーの団体等へ繋ぐこととした。

実施は、訪問又は状況に応じてオンライン会議にて行うこととし、意見交換会等への参加

については、地域を限定しないことした。なお、東京会場の場面についても積極的に活用

することとした。

１、実施予定数

１０件程度

令和３年９月２４日に開催する「第２回・交流会出展企業等を対象にした説明会」にお

いて、希望者を募集した。

令和３年１０月１日（金）以降、先着順とし、応募内容が本事業の趣旨に合致するも

のか、当協会にて確認のうえ実施の可ྰを決定した。

不明瞭な記載や内容に不備がある場合、また本事業の趣旨に反する案件等については、

受付しないこととした。

２、シーズとニーズのマッチング

企業からの個別の要望に対し、ご協力いただく障害者等の団体については、企画委員

会のメンバーが所属する団体又は当該団体が紹介する先を基本とすることとし、適切な

団体等が見当たらない場合には、当協会において関係機関・有識者等と協議のうえ、マ

ッチング先を探すこととした。但し、どうしてもマッチング先が見つからない場合もあ

り得ることとした。

３、応募のᡭ⥆ࡁ及び流れについて

$� シーズഃ（応募開発企業）は「様式１ シーズ・ニーズの意見交換会、アドバイス支

援 依頼書」を作成する。 

%� テクノエイド協会では、応募開発企業より提出された依頼書を確認し、ニーズഃ（意

見交換・協力機関）へ依頼案件の紹介をする。 
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&� ニーズഃは、依頼書を確認のୖ、「様式Ａ 障害者自立支援機器に係る意見交換会、

アドバイス支援 実施希望書」をシーズഃへ提出する。 

'� 実施希望書を確認したシーズഃは、ニーズഃへ「シーズとニーズの意見交換会、アド

バイス支援 選定書」をテクノエイド協会へ提出する。 

(� テクノエイド協会は、シーズഃ及びニーズഃへ「実施機関決定通知書」を㏦付した。 

)� シーズとニーズഃの方が日程をㄪᩚのୖ、対面もしくはオンラインにて実施する。 

基本、テクノエイド協会はྠᖍすることとした。

*� シーズഃは、意見交換会、アドバイス支援実施の成果を「様式２ シーズとニーズの 

意見交換会、アドバイス支援 実施報告書」へまとめ、テクノエイド協会へ提出する

こととした。

մ募集⤖果

全９社の依頼があり、そのうࡕ㸵社・１２件が希望するニーズഃとマッチングをするこ

とがでࡁた。

マッチング⤖果は以下のとおり。マスコ࣑にࡁくྲྀりୖげられる事もあった。

案件番号 機器名称 応募開発企業等

03-09 異動洗髪器・足洗浄器 有限会社ビューティフルライフ

03-05 自分の声ソフトボイスター 株式会社ヒューマンテクノシステム 一般社団法人 日本言語聴覚士協会

03-08
ライジングエイド クリップ「ラ・クリッ

プ」Sキャリー
株式会社東海技研工業

03-01
指伝話コミュニケーションパック（各

種オプション）
有限会社オフィス結アジア

NPO法人 日本失語症協議会

ＡＳＤ（自閉スペクトラム症）生活環境研究会

ポリオの会

社会福祉法人 川崎市社会福祉事業団　れんぼう川崎

03-02 sööt（ソット） 株式会社岩多屋
ポリオの会

社会福祉法人 川崎市社会福祉事業団　れんぼう川崎

03-07 室内用立上り機能付き歩行車 フジホーム株式会社
ポリオの会

社会福祉法人 川崎市社会福祉事業団　れんぼう川崎

03-04 FILLTUNE CLEAR FILLTUNE株式会社 一般社団法人 全日本難聴者・中途失聴者団体連合会

03-03 自動排泄処理装置キュラコ 株式会社ウィズ 社会福祉法人 川崎市社会福祉事業団　れんぼう川崎

意見交換・協力機関

03-06 パンダナビ しんしゅうアソシエイツ 一般社団法人 山梨県視覚障害者福祉協会
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協会では、提出された実施報告書をもとに、マッチング成果の実施報告を作成することと

した。報告のイメージは、以下のとおりである。

  
<事集イメージ > 
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<意見交換会、アドバイス支援の様子> 

東京中日新⪺ 令和４年１月１９日 ᮅห一面ࠐ

https://www.chunichi.co.jp/article/402661 
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（６）参加人数及びアンケート⤖果

 ①東京会場

１、東京会場 事๓Ⓩ㘓者数  ※Ⓩ㘓㔜複者は㝖く

合ィ

東京会場事๓Ⓩ㘓（出展者も含める） ４１９名

２、来場者数

会場 使う人 作る人 一般来場者・出展者

東京会場（１２月㸵日～８日） １３４名 １２㸳名 ２㸳９名

②㹕㹣㹠交流プラット࢛ࣇーム

１、㹕㹣㹠交流プラット࢛ࣇーム アクセス数

合ィ

㹕㹣㹠交流プラット࢛ࣇームトップ画面 ⥲アクセス数

（令和３年１０月１日～令和４年１月３１日の期間）
９,㸵８１回

２、出展者ページ㜀ぴ数 ୖ㸳者

出展者 回数

ジホームᰴ式会社ࣇ、１ ２９０回

ッドᰴ式会社࣋ラマウントࣃ、２ ２３４回

３、しࢇしࡹうアࢯシエイࢶ ２３２回

４、ᰴ式会社コーポレーシࣙンࣃールスࢱー ２１２回

㸳、シスࢿットᰴ式会社 １㸳４回

３、出展機器紹介動画生回数 ୖ㸳者

出展者 回数

１、ᰴ式会社㹏Ｄレーザ ８㸳０回

２、東ὒ電ᰴ式会社 １０２回

３、社会福祉法人 全国盲ろう者協会 ８８回

ジホームᰴ式会社ࣇ、４ ８３回

㸳、有限会社オࣇス⤖アジア 㸵㸵回
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③一般来場者アンケート⤖果（東京会場）

 本交流会来場者に行ったアンケート⤖果は以下のとおりである。

会場 回⟅数

東京会場 ９㸳件

１、基本報

来場者属性について 㹌㸻９㸳ࠐ

「一般企業」、「行ᨻ」、「研究機関・団体」の順にアンケート回⟅者がከかった。

参加日数について 㹌㸻９３ࠐ

９以ୖが１日のみの参加者であった。

交流会開催の報集※について 㹌㸻９㸳ࠐ

「テクノエイド協会からの案内」の合がከく、次いで「テクノエイド協会ＨＰ」、「

人・知人からの紹介」を見て来場されていた。「その他」には、出展者や所属する  

協会、の会などであった。

I.あなた自身についてうかがいます 件数 割合
1 8 8.4%
2 7 7.4%
3 8 8.4%
4 5 5.3%
5 8 8.4%
6 12 12.6%
7 10 10.5%
8 3 3.2%

9 27 28.4%

10 7 7.4%
95 100.0%

当てはまる項目に○を付けてください

施設関係者

障害者　　
障害者家族

No.

医療関係者
支援機器開発企業　
⾏政
研究機関・団体
学校・教育関係者　
一般企業（今後、支援機器の開
発を目指す企業を含む）
その他

合計

I.あなた自身についてうかがいます No. 件数 割合
1 87 93.5%
2 6 6.5%

93 100.0%合計

選択肢
1日のみ（1日目・2日目いずれかのみ）
2日間ご参加いただいた日数について教え

てください

Ⅱ.交流会についてうかがいます No. 件数 割合
1 44 46.3%
2 12 12.6%
3 4 4.2%
4 0 0.0%
5 3 3.2%
6 9 9.5%
7 11 11.6%
8 0 0.0%
9 12 12.6%

選択肢
テクノエイド協会からの案内
テクノエイド協会のホームページ
所属する障害団体からの案内
経済振興団体からの案内
所属する職能団体からの案内
自治体などからの案内・広報誌など
友人・知人からの紹介
新聞・テレビ・ラジオなど
その他

この交流会をどのように知りましたか
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来場の目的について・複数回⟅ 㹌㸻９㸳ࠐ

「機器の㜀ぴや体㦂をしながら意見交換を行いたかった」がከく、「その他」と記入さ

れた方の中には、「どのようなイ࣋ントか⯆があった」、「実㝿に᭱新機器を見てᏛび

たかった」、「報集」、「参加企業全体のお話をうかがいたかった」等であった。

会場の立地、利౽性について 㹌㸻９㸳ࠐ

 今年度より、ᚑ来の有明の会場からᯇ⏫の会場へኚ᭦したが、༙数が「ኚ‶㊊して

いる」であり、８以ୖが‶㊊している⤖果となった。

会場内の㓄⨨や展♧について 㹌㸻９㸳ࠐ

  ８以ୖが‶㊊している⤖果となった。

次回の開催について 㹌㸻９㸳ࠐ

８以ୖが来年も参加したい⤖果であった。

Ⅱ.交流会についてうかがいます No. 件数 割合
1 10 10.5%
2 65 68.4%
3 6 6.3%
4 6 6.3%
5 14 14.7%

どのような目的で交流会へご来場い
ただきましたか

選択肢
具体的に作って欲しい要望やアイデアがあり、企業に伝えたかった
機器の閲覧や体験をしながら意⾒交換を⾏いたかった
特定の企業または団体に対して直接伝えたいことがあった
普段困っていることについて相談したかった
その他

Ⅱ.交流会についてうかがいます No. 選択肢 件数 割合
1 48 50.5%
2 35 36.8%
3 11 11.6%
4 1 1.1%
5 0 0.0%

95 100.0%

会場の⽴地や利便性はいかがでした
か

大変満足している
ある程度満足している
どちらとも言えない
あまり満足していない
全く満足していない

合計

Ⅱ.交流会についてうかがいます No. 選択肢 件数 割合
1 34 35.8%
2 50 52.6%
3 8 8.4%
4 2 2.1%
5 0 0.0%
9 1 1.1%

95 100.0%

会場内の配置や展示はいかがでした
か 全く満足していない

大変満足している
ある程度満足している
どちらとも言えない
あまり満足していない

無回答
合計

Ⅱ.交流会についてうかがいます No. 選択肢 件数 割合
1 39 41.1%
2 43 45.3%
3 10 10.5%
4 0 0.0%
5 0 0.0%
9 3 3.2%

95 100.0%

来年も参加したいと思いますか
全く参加したくない
無回答

合計

ぜひ参加したい
参加したい
どちらともいえない
参加したくない
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２、具体的な交流内容（自由記㏙） ※一部のみᢤ⢋

 試作ẁ㝵の製品に対して、意見がఏえられた。

 利用者ഃの施設の意見をメー࢝ーにఏえることがでࡁるとඹに、メー࢝ーഃからも有

益な使い方をᩍえていただくことがでࡁた。

 知っている機器について、メー࢝ーの方と῝い議ㄽがでࡁた。知らない機器もከく、

障害者の自立支援にከくの方がດ力されていることがศかった。

 製作されている方のᛮいがఏわり、今後の福祉のୡ⏺がより広く周知され、ⓙが生活

しやすいୡの中になるのではないかとឤじた。

 ⣽かくᑀに説明をしていただけた。１㸳年ほどⰍࠎな福祉機器をみてࡁたが、当事

者ᐙ᪘としてここまで話しがでࡁたのはึめてだった。

 開発中の機器を全てみて回り、話もでࡁてうれしくᛮっている。

 現≀を見ながら相談がでࡁてよかった。

 Ⰽࠎな障害に対する福祉機器メー࢝ーの意Ẽ㎸みがศかった。

 企業ྠኈで交流がでࡁた。

 ⯆のあるᢏ⾡をᣢつ企業と面識をᣢてた。እ部団体とごᣵᣜの場をᣢつことがでࡁ

た。

３、本交流会全般に関するご意見・ឤ想・今後来てほしい企業等（自由記㏙）

※一部のみᢤ⢋

 今後も⥅⥆してḧしい。

 オンラインではなく、展♧はリアルがよい。

 オンラインでは、展♧≀を体ឤすることが難しいので、このような実開催を今後も⥆

けてḧしい。

 。ースのศけ方がศかりやすかった。ㅮ₇会がኚためになったࣈ

 新しい機器の開発ẁ㝵がよくศかり、ኚ参⪃になりました。Ⰽࠎとアドバイスする

ことがでࡁた。

 会場を間㐪えてしまった。

 ച立てはあってもよかった、Ⲵ≀を⨨く場所やᑠఇṆする場所があると良い。

 つᶍをࡁくしてほしい。
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մ出展者アンケート⤖果（東京会場）

 出展者へ行ったアンケート⤖果は以下のとおりである。

会場 回⟅数

東京会場 ６０件

１、基本報について

回⟅者の属性について 㹌㸻６０ࠐ

㐣ཤの本交流会への参加状況について 㹌㸻６０ࠐ 

たかࡁ㐣ཤの交流会において、その後の機器開発や団体活動において有意⩏な交流がでࠐ

㹌㸻４２

No. 選択肢 件数 割合
1 開発企業 43 71.7%
2 障害団体 10 16.7%
3 開発支援団体 3 5.0%
4 職能団体 1 1.7%
5 その他 3 5.0%

合計 60 100.0%

No. 選択肢 件数 割合
1 過去全て参加している 9 15.0%
2 過去６度参加している 3 5.0%
3 過去５度参加している 4 6.7%
4 過去４度参加している 3 5.0%
5 過去３度参加している 9 15.0%
6 過去２度参加している 6 10.0%
7 過去１度のみ参加している 8 13.3%
8 今回初めて参加した 18 30.0%

合計 60 100.0%

No. 選択肢 件数 割合
1 大変有意義であった 19 45.2%
2 ある程度有意義であった 18 42.9%
3 どちらともいえない 4 9.5%
4 あまり有意義でなかった 0 0.0%
5 有意義でなかった 0 0.0%
無回答 1 2.4%

合計 42 100.0%
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交流会を通して「障害者自立支援機器等開発促進事業」などの国の開発⿵ຓ事業に応募ࠐ

したいとᛮったか。 㹌㸻６０

  ⣙༙数が開発⿵ຓ事業の応募に⯆をᣢっている⤖果であった。

２、来場者との交流について

交流を行った概ねの人数 㹌㸻６０ࠐ

   出展者のከくが２０人から㸳０人の交流数であった。

交流の具体的な内容について ※複数回⟅ 㹌㸻６０ࠐ

   交流内容はከᒱにわたる内容にあるഴྥであった。

 ３、㐠営・交流会全般について

交流会の‶㊊度 㹌㸻６０ࠐ 

８以ୖが‶㊊している⤖果であった。

No. 選択肢 件数 割合
1 12 20.0%
2 22 36.7%
3 26 43.3%
4 0 0.0%

60 100.0%
補助事業に関心はない

合計

是非、応募したい（応募を検討したい）
応募してみたい（応募を検討してみたい）
どちらともいえない

No. 件数 割合
1 23 38.3%
2 30 50.0%
3 7 11.7%
4 0 0.0%

60 100.0%

２０人〜５０人未満
５０人〜１００人未満
１００人以上

合計

選択肢
２０人未満

No. 件数 割合
1 30 50.0%
2 31 51.7%
3 22 36.7%
4 33 55.0%
5 7 11.7%その他

選択肢
機器に対する要望や改善点が聞けた
日常の困りごとやニーズに関する話が聞けた
今後の具体的な開発協⼒や連携に関して話ができた
自社や自団体の活動や取り組みについて理解が深められた
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会場の立地や利౽性について 㹌㸻６０ࠐ

   ８以ୖが‶㊊している⤖果であった。

ースの㓄⨨について 㹌㸻６０ࣈ♧展ࠐ

８以ୖが‶㊊している⤖果であった。

ースの㓄⨨について 㹌㸻６０ࣈ♧展ࠐ

  㸵以ୖが‶㊊している⤖果であった。

  
来年も出展を希望する場合、どのような参加方法を希望するか 㹌㸻６０ࠐ 

  ከくが「会場開催に参加」、「会場開催と㹕㹣㹠の୧方に参加」のいࡎれかを希望する⤖

果となった。

No. 件数 割合
1 20 33.3%
2 29 48.3%
3 9 15.0%
4 2 3.3%
5 0 0.0%

60 100.0%

どちらとも言えない
あまり満足していない
全く満足していない

合計

選択肢
大変満足している
ある程度満足している

No. 件数 割合
1 28 46.7%
2 19 31.7%
3 12 20.0%
4 1 1.7%
5 0 0.0%

60 100.0%
全く出展したくない

合計

選択肢
ぜひ出展したい
出展したい
どちらとも言えない
出展したくない

No. 件数 割合
1 32 53.3%
2 2 3.3%
3 25 41.7%
4 1 1.7%

60 100.0%

会場開催とWebの両方に参加
その他別の参加方法

合計

選択肢
会場開催に参加
Webのみ参加
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４、具体的な交流内容（自由記㏙） ※一部のみᢤ⢋

 ᝈ者のᅔりごとと、ྠ業者の意見の方を広く⪺くことでࡁたことで、立場の㐪いを

あらためて認識でࡁた。

 ᪤にᘢ社製品を所有している方や、ごᏑ知の方からの㉁問対応がከかった。

 。に関して、かなりの方にホ౯いただけたࣔࢹ

 当社出展試作機のຠ用について概ね高いホ౯を受けた。製品化について⤒㦂のある

方ࠎから、᭱後まで実施してくれるメー࢝ーをៅ㔜に見極めるようアドバイスを受け

た。

 コロナ という事もありこの 2 年間お会いする機会がなかった方ࠎとこの交流会でお

話しする事で、よりコ࣑ࣗニケーシࣙンがᅗれたとឤじた。

 ᘢ社開発ၟ品についての要望や提案（新案）などを使用者や་⒪ᚑ事者から┤᥋⪺く

ことが出来ࡁて試作ẁ㝵での改良やၟ品化した後のࣔࢹルチ࢙ンジなどᮍ来的ᵓ想が

広がった。

 実㝿に㈍をスࢱートし利用者が㉎入いただいた製品もあり、利用してみた生のឤ想

をࣄアリング出来て良かった。

 福祉用具㈍企業からコンࢱクトがありᘢ社製品に⯆をᣢって頂ࡁ、開発協力を得

ることや、障害者団体様主催の展♧会へ出展のおㄏいを受ける事がでࡁた。

 ┤᥋、会場にてྛ団体のྲྀ⤌みに関する報集やၟ品へのニーズ・改良Ⅼを⪺くこ

とがでࡁました。この機会により、今後、当事者の方など実㝿に使用᳨ドを行ってい

くことに繋がった。

㸳、ే催イ࣋ントの内容に対するご意見、ご要望（自由記㏙）※一部のみᢤ⢋

 今回は中Ṇになってしまったが、山口開催のように他のᏛ会と୪行しての開催などだ

と集ᐈが見㎸めるのではないか。

 セ࣑ナーの内容が、展♧ࣈースでも⪺くことがでࡁてよい。

 時間的に難しいのかもしれないが、基ㄪㅮ₇がもっと数ከくあると良いとឤじた。

 㹕㹣㹠開催により、当事者団体様の報が事๓にᢕᥱでࡁて良かった。㹕㹣㹠ㅮ₇も

面ⓑい内容のものがあった。

 東京会場についてはᯇ⏫とゝう立地面でも交通機関面でも今までよりは౽利になっ

た。もうᑡし来場者数を増やすような試みをお㢪いしたい。

 たらありがたࡁット㓄ಙがでࢿースでの実況中⥅、開発製品のゎ説などを、全国にࣈ

い。

６、その他、㐠営や交流会全般に関するご意見、ごឤ想（自由記㏙）※一部のみᢤ⢋

 ྠ時開催のㅮ₇会がとても良い。ࡦࡐ、⥅⥆お㢪いしたい。༙面、࣡ークシࣙップに

はなかなか参加し࡙らく、࣡ークシࣙップ自体の目的を明確にして、関連症状ごとに

（身体障害、コ࣑ࣗニケーシࣙン障害、知的認知障害など）ศけて行われると参加し

やすいのではないか。

 ከくの方に体㦂していただくことがでࡁ、ឤㅰいたします。ただ、ࣈースが⊃く㌴い

すでの体㦂者がスムーズにでࡁなかったのがṧᛕであった。

 コロナ⚝のᙳ㡪がࡁかったが、展♧会場で人が集まって展♧会やㅮ₇会があったこ
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とは、とても良かった。次回は、コロナ⚝のᙳ㡪が改ၿして、障害者や、障害者ྥけ

。ス事業者の参加が増えるとより良いࣅーࢧ

 出展企業様との交流も実しており、コラ࣎レーシࣙンなどの意見やඹྠ開発などの

要望もከࠎあった。

 オンラインより、リアル会場での開催のほうがニーズをᢕᥱしやすく交流しやすい。

 㹕㹣㹠開催について、どのような方がほていただいたのか㸽また⯆があるのかない

のかの報がศかるとよい。

 㐣ཤの会にẚて、ከくの人がࣈースを訪問していただけた。

 自立支援機器が障害者の生活になくてはならないものである事が良くศかった。今後

もこのྲྀ⤌がࡁく発展して障害者の自立支援につながれࡤとᛮった。

（㸵）今後の交流会の在り方について

①今年度のり㏉り

今年度は、当ึ、山口と東京で会場開催をィ画していた。しかしながら、１０月の山口

については、新型コロナウイルスのᛴ㏿なᣑにకい、会場開催をᛴ㑉㹕㹣㹠開催にኚ᭦

する 事ែとなった。今回、山口では、日本リࣅࣁリテーシࣙン・ケア研究会に合わせ

るᙧで、ᅵ・日の開催を予定したが、ే催イ࣋ントの視聴者数は、ᖹ日開催とྠ等もしく

はⱝᖸᑡない⤖果であった。

  㹕㹣㹠開催は、１０月から４ࣧ月間、当協会のホームページୖに「交流会㹕㹣㹠交流プ

ラット࢛ࣇーム」を設けて実施した。本年度は、プラット࢛ࣇームにアクセスすれࡤ、出

展機器を᳨⣴して動画の㜀ぴ、希望する企業等に問い合わせでࡁる⤌みをᵓ⠏した。交

流プラット࢛ࣇームのアクセス数は９㸳００件を㉸えたが、個ࠎの出展者のページの㜀ぴ

数は、想定よりもఙびない⤖果であった。また、交流ᡭẁとして設けた「ᥖ♧ᯈ」や「問

い合わせ」の࢛ࣇームについても、積極的に利用されるまでには⮳らなかった。

一方、今回、オンラインシステムの活用に関しては、全国どこからでも、ዲࡁな時間に

交流でࡁ、ኚ౽利であるとするኌも⪺かれた。今後も㹕㹣㹠による交流ᡭẁの確ಖは必

㡲なものとし、当協会には活性化するよう、より積極的な周知・広報が望まれる。

  東京会場では、新型コロナウイルスのᙳ㡪もあり、年の༙数程度までⴠࡕ㎸ࢇだもの

の⣙２６０名の来場者があり、出展者と来場者が活発に意見交換されているጼが見られた。

来場者アンケートの⤖果では、「時間をかけて出展者と意見交換することがでࡁた」、「試

作機を๓に相談することがでࡁた」等、会場開催ならではの意見がከくᐤせられ、出展者、

来場者ともに、来年も会場での開催を強く望まれる⤖果となった。

また、本年度から実施した「個別の意見交換会、アドバイス支援事業」については、協

会がシーズとニーズの間に入りコーࢿࢹートすることにより、これまでの受動的なスࢱ

ンスから能動的なスࢱンスが生まれ、ከくの企業と関係機関等の間で交流をᅗることがで

た。一として、⏥ᗓᕷ内で行った個別の意見交換会、アドバイス支援には、ከくの地ࡁ

ඖの視覚障害者が集まり、試作機の体㦂を通じて、有意⩏な意見交換を行うことがでࡁた。

今回の支援事業については、⥅⥆した実施を希望するኌがከ方面から出され、年間通じて

行える⤌みの必要性をឤじた。

また、動画を通じて㓄ಙした利用者ニーズの㓄ಙについては、ᑡ数ながら視聴者からឤ

動するኌがᐤせられ、この企画については、一時的ではなく、年間通じて見られる環境の

確ಖが必要であるとឤじた。
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②今後の方⟇について

 ከくの関係者に対して᪩いẁ㝵から「シーズ・ニーズマッチング交流会」の周知を行う

とともに、会場及び㹵㹣㹠の୧面から交流でࡁる機会を設けることが必要である。

 とりわけ利用者ニーズの発ಙについては、オンࢹマンド㓄ಙを行うなど、年間を通じて

報発ಙするとともに、企業等からの希望に応じて、いつでもẼ㍍に意見交換でࡁる環

境のᩚ備が必要である。

 本年度から実施した「個別の意見交換会、アドバイス支援事業」について、本年度は企

画委員が所属いる障害当事者団体等に限定して行ったところであるが、全国ྛ地の障害

者や支援者が参加でࡁるよう、つᶍをᣑしてィ画することが望まれる。

 シーズとニーズのマッチングを活性化させる方⟇として、交流の成果を目に見えるᙧで

社会へ発ಙすることが㔜要である。本年度作成した交流事集をከくの関係機関へ周知

するとともに、来年以降も⥅⥆して実施することが望まれる。

 交流会の開催方法については、新型コロナウイルスの対⟇が㛗期化するなか、ᑡしでも

ከくの障害当事者と支援者、ᐙ᪘が参加しやすいよう、ニーズഃの視Ⅼに立った企画の

立案がồめられる。
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う
障
害
者
に

行
政
が
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
ー
ー
（措
置
と
い
う
）

障
害
者
自
立
支
援
法
（２
０
０
６
年
）

障
害
者
総
合
支
援
法
（２
０
１
３
年
）
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サ
ー
ビ
ス
の
量
と
内
容
を
決
め
る
の
は

供
給
者
が
決
め
る
ー
福
祉
の
措
置

財
源
の
範
囲
内
で
量
が
決
ま
る

サ
ー
ビ
ス
提
供
す
る
人
員
不
足
で
供
給
な
し
に
な
る

施
し
と
し
て
の
サ
ー
ビ
ス

当
事
者
の
決
意

当
事
者
主
権
と
は
、
私
が
私
の
主
権
者
で
あ
る

。
私
以
外
の
誰
も
ー
国
家
も
、
家
族
も
、
専
門
家
も
ー

私
が
誰
で
あ
る
か
、
私
の
ニ
ー
ズ
が
な
ん
で
あ
る
か
を

代
わ
っ
て
決
め
る
こ
と
を
許
さ
な
い
、
と
い
う
立
場
の
表

明
で
あ
る
。

中
西
正
司
「当
事
者
主
権
」（
岩
波
新
書
）

サ
ー
ビ
ス
の
量
と
内
容
を
決
め
る
の
は

需
要
者
が
決
め
る

障
害
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応

原
則
、
必
要
な
だ
け
全
部

施
し
、
哀
れ
み
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
で
な
く
な
る

当
事
者
と
家
族

「母
よ
！
殺
す
な
」

脳
性
ま
ひ
の
子
殺
し
１
９
７
０
年
横
浜
市
金
沢
区

母
親
へ
の
減
刑
嘆
願
運
動
に
対
し
て
。

横
塚
晃
一

青
い
芝
の
会
代
表
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当
事
者
と
家
族

や
ま
ゆ
り
園
事
件
の
被
害
者
の
家
族

葬
儀
・
裁
判
に
お
い
て
被
害
者
の
実
名
な
し

「親
な
き
あ
と
」に
こ
の
子
は
ど
う
な
る

施
設
に
子
ど
も
を
入
れ
た
い
親
は
い
て
も
、

施
設
で
暮
ら
し
つ
づ
け
た
い
障
害
者
は
い
な
い

全
て
の
障
害
者
は
、
他
の
者
と
の
平
等

を
基
礎
と
し
て
、
そ
の
心
身
が
そ
の
ま

ま
の
状
態
で
尊
重
さ
れ
る
権
利
を
有
す

る
。

障
害
者
権
利
条
約
第
１
７
条

２
０
０
６
年
１
２
月

第
６
１
回
国
連
総
会
で
採
択

当
事
者
と
家
族

介
護
は
プ
ロ
に
家
族
は
愛
を

重
度
障
害
者
の
母
親
だ
っ
て

妻
だ
っ
て
普
通
に
生
活
し
た

い
！
！

ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

No
rm

al
iza

tio
n
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ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

デ
ン
マ
ー
ク
の
バ
ン
ク

-ミ
ケ
ル
セ
ン

隔
離
的
保
護
的
で
劣
悪
な
環
境
の
巨
大
施
設
に
収
容

さ
れ
て
い
る
知
的
障
害
児
者
の
処
遇
の
実
態
に
怒
り

19
59
年
法

「
知
的
障
害
者
が
で
き
る
だ
け
ノ
ー
マ
ル
な
生
活

を
送
れ
る
よ
う
に
す
る
」
（法
律
前
文
）

障
害
は
乗
り
越
え
る
も
の

で
は
な
い

共
に
あ
る
も
の
だ

SM
A（
脊
髄
性
筋
萎
縮
症
）の
海
老
原
宏
美

In
de

pe
nd

en
t  

 Li
vi

ng

自
立
生
活

家
族
、
施
設
、
病
院
の
支
援
な
し
で

介
助
者
と
障
害
当
事
者
と
の
関
係

◯
介
助
者
は
単
な
る
日
常
生
活
の
支
援
者
で
は
な
い

◯
介
助
者
は
障
害
当
事
者
が
社
会
参
加
し
、

夢
を
追
い
な
が
ら
生
き
て
い
く
た
め
の
支
援
者
で
あ
る

◯
当
事
者
と
同
じ
目
標
を
持
っ
た
同
志
で
あ
る

◯
当
事
者
の
人
生
を
一
緒
に
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
く

◯
当
事
者
と
互
い
に
尊
重
し
合
い
切
磋
琢
磨
し
て
い
く
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当
事
者
の
決
意

私
の
よ
う
な
障
害
者
が
地
域
で
生
き
て
い
こ
う
と
す
る

と
、
社
会
の
側
か
ら
は
「社
会
的
コ
ス
ト
」
だ
と
み
な
さ

れ
ま
す
。
し
か
し
、
障
害
者
が
暮
ら
し
や
す
い
社
会
に

な
る
と
、
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
た
他
の
人
も
暮
ら
し
や
す

く
な
り
ま
す
。
だ
か
ら
私
は
「生
き
き
る
」
こ
と
が
社
会
を

変
え
る
こ
と
に
な
る
と
信
じ
て
い
る
の
で
す
。
そ
れ
が
私

の
第
二
の
人
生
で
す
。

AL
S（
筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症
）の
岡
部
宏
生
（ひ
ろ
き
）

旧
優
生
保
護
法

１
９
４
８
年

—
１
９
９
６
年

第
一
条
こ
の
法
律
は
、
優
生
上
の
見
地
か
ら
不
良
な
子

孫
の
出
生
を
防
止
す
る
と
と
も
に
、

母
性
の
生
命
健
康
を
保
護
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
二
条
こ
の
法
律
で
優
生
手
術
と
は
、
生
殖
腺
を
除
去

す
る
こ
と
な
し
に
、
生
殖
を
不
能
に
す
る
手
術
を
い
う
。

優
生
思
想

身
体
的
、
精
神
的
に
秀
で
た
能
力

を
有
す
る
者
の
遺
伝
子
を
保
護
し
、

逆
に
こ
れ
ら
の
能
力
が
劣
っ
て
い
る

者
の
遺
伝
子
を
排
除
し
て
、
優
秀
な

人
類
を
後
世
に
遺
そ
う
と
い
う
思
想

当
事
者
の
自
負

障
害
は
自
分
の
属
性
の
一
つ

で
あ
る
が
自
分
の
人
格
ま
で

規
定
す
る
も
の
で
は
な
い

自
立
生
活
運
動
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
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1

シ
ー

ズ
・

ニ
ー

ズ
マ

ッ
チ

ン
グ

交
流

会
2

0
2

1

聴
障

者
の

利
用

事
例

と
ニ

ー
ズ

（
一

社
）

全
日

本
難

聴
者

・
中

途
失

聴
者

団
体

連
合

会

理
 事

  小
 川

　
光

 彦

耳
マ

ー
ク

市
川

駅
南

口
図

書
館

カ
ウ

ン
タ

ー
の

好
事

例
3

２
　
聞
こ
え
に
く
い
人
の
多
様
性

聞
こ

え
に

く
い

方
は

、
聞

こ
え

な
く

な
っ

た
時

期
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

状
況

等
に

よ
り

大
き

く
分

け
る

と
、

次
の

３
パ

タ
ー

ン
に

分
か

れ
る

（
推

計
）。

①
 主

に
手

話
言

語
を

活
用

（
ろ

う
者

）　
  約

10
万

人
②

 補
聴

器
・

人
工

内
耳

等
を

活
用

　
　

　
約

20
0

万
人

③
 補

聴
器

な
し

の
加

齢
難

聴
者

等
　

　
　

約
12

00
万

人
　

→
そ

れ
ぞ

れ
に

適
し

た
対

応
が

必
要

。

（
参

考
）

日
本

補
聴

器
工

業
会

推
計

（
Ja

pa
nT

ra
k2

01
8）

の
全

国
調

査
で

は
聞

こ
え

に
く

い
と

自
覚

し
て

い
る

人
は

11
.3

％
、

そ
の

う
ち

補
聴

器
所

有
率

14
.4

％
）

※
国

際
的

に
は

4
億

30
00

万
人

が
リ

ハ
ビ

リ
を

要
す

（
W

H
O

、
20

21
年

）

2

1　
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
で
困
っ
て
い
ま
す
！

画
像

提
供

：（
公

財
）

共
用

品
　

　
　

　
　

　
推

進
機

構

警
笛

が
聞

こ
え

な
い

放
送

が
聞

こ
え

な
い

話
し

て
い

る
の

に
気

が
つ

か
な

い

講
演

会
で

人
の

話
が

聞
こ

え
な

い
呼

ば
れ

て
も

わ
か

ら
な

い
家

の
中

の
音

が
聞

こ
え

な
い

4

語
音

弁
別

能
と

補
聴

器
装

用
時

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

　
弁

別
能

（
％

）
　

　
　

　
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

 
 
1
0
0
〜

8
0
％

8
0
〜

6
0
％

6
0
〜

4
0
％

4
0
〜

2
0
％

2
0
％

未
満

聴
覚

の
み

で
会

話
を

容
易

に
理

解
で

き
る

。

家
庭

の
日

常
会

話
、

普
通

の
会

話
で

は
ほ

と
ん

ど
理

解
が

可
能

で

あ
る

が
、

不
慣

れ
な

話
題

は
注

意
の

集
中

が
必

要
。

日
常

会
話

で
内

容
を

正
確

に
理

解
で

き
な

い
こ

と
が

し
ば

し
ば

あ
る

。

重
要

な
内

容
は

確
認

や
メ

モ
併

用
が

必
要

。

日
常

会
話

に
お

い
て

も
読

話
や

筆
談

が
必

要
。

聴
覚

の
み

の
会

話
理

解
は

不
可

能
。

聴
覚

は
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
補

助
と

し
て

活
用

さ
れ

る
。

3-
1　
困
っ
て
い
る
こ
と
…
2
種
類
の
音
声
情
報

２
つ

の
き

こ
え

な
さ

…
聴

力
の

低
下

と
聴

能
の

低
下

①
「

小
さ

な
音

が
聞

こ
え

な
い

」
聴

力
の

低
下

②
「

音
の

弁
別

が
で

き
な

い
」

聴
能

の
低

下
　

が
あ

る
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5

3-
2　
困
っ
て
い
る
こ
と
…
2
種
類
の
音
声
情
報 ｝

音
声

情
報

（
言

語
情

報
・

非
言

語
情

報
）

　
洗

濯
終

了
の

ブ
ザ

ー
　

 　
　

音
が

弱
く

気
づ

か
な

い
　

家
電

製
品

の
案

内
音

　
　

　
こ

と
が

あ
る

　
玄

関
の

チ
ャ

イ
ム

　
非

常
ベ

ル
　

ク
ラ

ク
シ

ョ
ン

テ
レ

ビ
・

ラ
ジ

オ
等

の
音

声
電

話
の

聞
き

取
り

、
職

場
の

会
議

　
飛

行
機

の
搭

乗
口

変
更

案
内

　
電

車
の

事
故

な
ど

の
ア

ナ
ウ

ン
ス

　
　

　
ス

ー
パ

ー
の

タ
イ

ム
セ

ー
ル

案
内

、　
　

　
　

学
校

教
育

の
場

、
映

画
や

舞
台

の
音

声
　

｝音
が

強
く

な
る

ほ
ど

気
づ

く
こ

と
も

増
え

る
補

聴
器

等
が

効
果

的 補
聴

器
等

で
音

を
大

き
く

し
て

も
、

重
度

難
聴

に
な

る
ほ

ど
何

を
言

っ
て

い
る

か
正

確
に

聞
き

取
れ

な
い

こ
と

が
多

い

｝
非 言 語 情 報 言 語 情 報

7

4-
1　
好
事
例
①
　
ヒ
ア
リ
ン
グ
ル
ー
プ

音
声

情
報

（
言

語
情

報
）

が
聞

こ
え

に
く

い
と

き
…

よ
り

よ
く

聴
く

画
像

は
（

株
)ソ

ナ
ー

ル
様

提
供

集
団

補
聴

シ
ス

テ
ム

・
ヒ

ア
リ

ン
グ

ル
ー

プ
（

磁
気

ル
ー

プ
）

6

3-
3　
困
っ
て
い
る
こ
と
…
2
種
類
の
音
声
情
報

言
語

情
報

が
聞

こ
え

に
く

い
と

き

明
る

く
静

か
な

環
境

で
相

手
が

見
て

い
る

の
を

確
認

し
な

が
ら

、
１

メ
ー

ト
ル

程
度

の
距

離
で

ゆ
っ

く
り

は
っ

き
り

話
し

か
け

る
と

聞
き

と
り

や
す

く
な

り
ま

す
。

※
聞

き
取

り
に

く
い

と
き

は
　

サ
イ

ン
や

字
幕

表
示

な
ど

の

視
覚

的
な

方
法

　
で

補
い

ま
し

ょ
う

。
8

＜
特

長
＞

マ
イ

ク
で

話
し

た
音

声
や

外
部

音
源

等
を

、
磁

気
コ

イ
ル

内
蔵

の
補

聴
器

に
明

瞭
に

伝
え

る
シ

ス
テ

ム
。

磁
気

の
到

達
す

る
範

囲
内

で
使

え
る

。
音

源
と

の
距

離
に

よ
る

減
衰

や
騒

音
の

影
響

を
受

け
に

く
い

。
学

校
教

育
の

場
や

、
人

の
集

ま
る

ホ
ー

ル
等

に
効

果
。

比
較

的
長

期
間

使
え

る
。

＜
課

題
＞

固
定

型
・

可
搬

型
の

シ
ス

テ
ム

が
あ

る
が

、
移

動
の

制
約

が
あ

る
。

音
量

調
整

が
必

要
。

4-
2　
好
事
例
①
　
ヒ
ア
リ
ン
グ
ル
ー
プ

集
団

補
聴

シ
ス

テ
ム

・
ヒ

ア
リ

ン
グ

ル
ー

プ
（

磁
気

ル
ー

プ
）
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9

＜
課

題
＞

ど
こ

に
あ

る
か

わ
か

り
に

く
い

。
聞

こ
え

に
く

い
人

に
設

置
情

報
が

届
か

な
い

。
ヒ

ア
リ

ン
グ

ル
ー

プ
マ

ー
ク

な
ど

で
、

視
覚

的
に

案
内

す
る

必
要

が
あ

る
。

補
聴

器
ユ

ー
ザ

ー
に

ま
だ

ま
だ

知
ら

れ
て

い
な

い
。

4-
3　
好
事
例
①
　
ヒ
ア
リ
ン
グ
ル
ー
プ

集
団

補
聴

シ
ス

テ
ム

・
ヒ

ア
リ

ン
グ

ル
ー

プ
（

磁
気

ル
ー

プ
）

11

5-
1　
好
事
例
②
　
テ
レ
ビ
ス
ピ
ー
カ
ー

テ
レ

ビ
・

ラ
ジ

オ
が

聞
こ

え
に

く
い

と
き

…
よ

り
よ

く
聴

く

テ
レ

ビ
用

ワ
イ

ヤ
レ

ス
ス

ピ
ー

カ
ー

シ
ス

テ
ム

SP
-A

-9
00

-W
（

JV
C）

実
売

価
格

約
18

,0
00

円
テ

レ
ビ

か
ら

30
m

離
れ

て
も

使
用

可
能

。

テ
レ

ビ
本

体
の

ボ
リ

ュ
ー

ム
と

関
係

な

く
、

自
分

の
聞

き
や

す
い

音
量

に
調

整
可

能
。

比
較

的
シ

ン
プ

ル
な

機
能

。

イ
ヤ

ホ
ン

を
使

う
こ

と
も

で
き

ま
す

。

10

4-
4　
好
事
例
①
　
ヒ
ア
リ
ン
グ
ル
ー
プ

集
団

補
聴

シ
ス

テ
ム

・
ヒ

ア
リ

ン
グ

ル
ー

プ
（

磁
気

ル
ー

プ
）

（
参

考
）

厚
労

省
で

は
令

和
元

年
度

よ
り

地
域

生
活

支
援

促
進

事
業

に
新

設
し

た
「

障
害

者
 IC

T 
サ

ポ
ー

ト
総

合
推

進
事

業
」

に
お

い
て

、
貸

出
用

の
ヒ

ア
リ

ン
グ

ル
ー

プ
を

整
備

す
る

取
組

等
を

補
助

対
象

と
す

る
等

、
聴

覚
に

障
害

の
あ

る
方

へ
の

情
報

保
障

を
促

進
す

る
こ

と
と

し
て

い
る

。

12

電
話

が
聞

こ
え

に
く

い
と

き
…

よ
り

よ
く

聴
く

テ
レ

ア
ン

プ
III

　
U

A-
45

（
自

立
コ

ム
）

8,
00

0
円

（
税

別
）

ご
家

庭
の

電
話

器
と

受
話

器
の

間
に

接
続

し
て

使
用

。
受

話
音

量
を

約
30

dB
、

ブ
ー

ス
ト

時
に

は
最

大
約

45
dB

ま
で

音
量

増
幅

。
ビ

ジ
ネ

ス
ホ

ン
や

FA
X

兼
用

機
で

使
用

可
能

。
試

聴
可

能
。

5-
2　
好
事
例
③
　
固
定
電
話
用
ア
ン
プ

55－ －
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近
年

無
線

シ
ス

テ
ム

を
使

用
し

て
い

る
補

聴
器

等
が

増
え

て
い

る
。

音
声

信
号

を
極

力
減

衰
さ

せ
ず

に
聴

か
せ

る
た

め
に

有
効

な
方

法
で

あ
る

。
ex

.ロ
ジ

ャ
ー

シ
ス

テ
ム

右
の

マ
イ

ク
の

音
声

を
約

８
m

離
れ

た
受

信
機

付
き

補
聴

器
に

、
ダ

イ
レ

ク
ト

に
伝

え
る

こ
と

が
で

き
る

。
そ

の
他

、
テ

レ
ビ

や
ス

マ
ホ

の
音

を
補

聴
器

に
伝

え
る

も
の

も
あ

る
。

会
話

等
が

聞
こ

え
に

く
い

と
き

…
よ

り
よ

く
聴

く

6　
好
事
例
④
　
無
線
補
聴
シ
ス
テ
ム

15

＜
特

長
＞

待
機

時
間

な
し

に
す

ぐ
筆

談
が

で
き

る
。

ホ
ワ

イ
ト

ボ
ー

ド
、

紙
と

ペ
ン

で
も

効
果

が
あ

る
が

、
磁

気
ボ

ー
ド

は
消

耗
品

が
な

く
比

較
的

長
期

間
の

使
用

に
耐

え
、

コ
ス

パ
が

良
い

。文
字

が
比

較
的

太
く

読
み

や
す

い
。安

定
度

が
高

い
。

＜
課

題
＞

ペ
ン

(磁
石

付
き

)を
無

く
さ

な
い

よ
う

注
意

が
必

要
。

文
字

と
バ

ッ
ク

の
コ

ン
ト

ラ
ス

ト
が

や
や

低
い

。
小

さ
な

字
は

書
け

な
い

。
後

に
残

し
た

い
と

き
に

は
不

適
。

７
-2
　
好
事
例
⑤
　
簡
易
筆
談
器

簡
易

筆
談

器
（

磁
気

ボ
ー

ド
）

各
種

14

7-
1　
好
事
例
⑤
　
簡
易
筆
談
器

相
手

の
音

声
言

語
が

聞
き

と
り

に
く

い
と

き
…

書
い

て
伝

え
る

簡
易

筆
談

器
（

磁
気

ボ
ー

ド
）

各
種

16

8-
1　
好
事
例
⑥
　
音
声
認
識

相
手

の
音

声
言

語
が

聞
き

と
り

に
く

い
と

き
…

文
字

表
示

す
る

音
声

認
識

各
種

ス
マ

ホ
で

音
声

認
識

ア
プ

リ
を

使
用

（
Ｕ

Ｄ
ト

ー
ク

）
音

声
認

識
専

用
端

末
を

使
用

（
ポ

ケ
ト

ー
ク

m
im

i）

56－ －



17

＜
特

長
＞

話
し

た
内

容
を

自
動

的
に

文
字

表
示

す
る

。
筆

談
の

手
間

が
な

い
。

移
動

中
も

使
い

や
す

い
。

比
較

的
伝

え
る

側
の

負
担

が
少

な
い

。
近

年
活

用
の

広
が

り
が

著
し

い
。

＜
課

題
＞

音
声

認
識

の
精

度
は

話
者

の
声

、
騒

音
、

通
信

状
況

な
ど

の
環

境
に

左
右

さ
れ

や
す

い
。

難
聴

者
の

発
音

は
比

較
的

認
識

し
に

く
い

傾
向

が
あ

る
。

誤
認

識
に

節
操

が
な

い
。

ex
.福

井
駅

→
吹

く
胃

液
　

　
推

薦
者

→
彗

星
シ

ャ
ア

8-
2　
好
事
例
⑥
　
音
声
認
識

音
声

認
識

各
種

19

　
身

体
障

害
者

手
帳

を
持

つ
聴

覚
障

害
者

（
聴

力
70

dB
以

上
が

中
心

）
に

は
、

国
の

制
度

で
福

祉
給

付
さ

れ
る

こ
と

が
あ

る
。

約
30

万
人

が
対

象
。

　
軽

度
〜

中
等

度
も

含
め

る
と

14
00

万
人

以
上

い
る

が
、

聞
こ

え
に

困
難

が
あ

っ
て

も
、

制
度

の
手

当
は

ほ
と

ん
ど

な
い

。
　

近
年

技
術

開
発

が
進

展
し

、
こ

れ
ま

で
に

な
か

っ
た

製
品

で
、

聴
覚

障
害

者
に

役
立

つ
も

の
が

た
く

さ
ん

出
て

き
て

い
る

。
JI

S
規

格
（

日
本

産
業

規
格

）
等

で
、

聴
覚

障
害

者
を

は
じ

め
と

す
る

全
て

の
障

害
者

に
使

い
や

す
い

製
品

を
作

る
取

り
組

み
も

次
第

に
広

が
っ

て
き

て
い

る
。

20
01

年
発

行
の

国
際

規
格

「
IS

O
/IE

C
ガ

イ
ド

71
」

な
ど

。

９
　
ど
な
た
に
も
ア
ク
セ
シ
ブ
ル
な
製
品
を

18

8-
3　
好
事
例
⑥
　
音
声
認
識

タ
ブ

レ
ッ

ト
m

im
i（

ソ
ー

ス
ネ

ク
ス

ト
）

本
体

19
,8

00
円

（
税

込
）

＋
月

額
利

用
料

1,
43

0
円

音
声

認
識

専
用

端
末

。

ボ
タ

ン
を

押
し

て
話

し
手

の
近

く
に

置
く

だ
け

で
、

音
声

を
文

字
に

変
換

、
表

示
し

て
く

れ
ま

す
。

iP
ad

の
よ

う
な

多
機

能
機

器
で

は
な

く
、

音
声

認
識

の
機

能
に

絞
ら

れ
て

い
ま

す
。

写
真

は
病

院
の

窓
口

で
使

用
し

た
と

き
の

も
の

で
す

。

20

1
0

　
こ

ん
な

機
器

・
シ

ス
テ

ム
が

ほ
し

い
！

・
電

話
等

の
音

声
を

認
識

し
、

ス
マ

ホ
で

表
示

で
き

る
ア

プ
リ

（
常

時
）

・
駅

の
ホ

ー
ム

の
放

送
な

ど
、

音
声

認
識

シ
ス

テ
ム

を
用

い
て

電
光

掲
示

板
な

ど
に

表
示

で
き

る
環

境
（

施
設

）
・

寝
て

い
て

も
危

険
を

察
知

し
て

、
聞

こ
え

な
く

て
も

わ
か

る
よ

う
に

振
動

で
教

え
て

く
れ

る
端

末
・

家
電

製
品

の
状

況
（

来
客

、
家

の
電

話
、

室
温

・
温

度
、

お
風

呂
、

ペ
ッ

ト
等

）
を

ス
マ

ホ
で

管
理

し
、

必
要

な
タ

イ
ミ

ン
グ

で
補

聴
器

や
人

工
内

耳
に

音
声

・
合

図
音

を
伝

え
る

シ
ス

テ
ム

　
…

な
ど

！
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あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た

一
緒

に
開

発
し

て
く

れ
ま

せ
ん

か
!?

58－ －



「福祉機器の利用事例とニーズの発信」

社会福祉法人日本視覚障害者団体連合

事 業 部 部長    逢 坂  忠

１．利用者からの声

日常生活用具の自立生活支援用具である

歩行時間延長信号機用小型送信機（シグナ

ルエイド）は、視覚障害者の外出時、特に

道路を横断する際の安全な歩行に重要な役

割を果たしている。シグナルエイドは、信

号機の稼働時間を延長することに加え、信

号機に近づくことなく安全に音響式信号機

を稼働させることができる。

しかしながら、全ての信号機が音響式では

なく、また、音響式信号機の稼働時間には

制限がある。

音響式信号機が稼働していない時間帯に、

視覚障害者が道路を横断し事故にあう不

幸な事例がいまだに起きている。

このような事故を無くすための対策が急が

れる。

シグナルエイドの利用者からは、本機の

機能を拡大し、信号機の状況を音や音声で

確認できる機能を求める声が寄せられている。

59－ －



２．生産停止になったことによるニーズ

「テレビが聞ける」ラジオは、視覚障害

者が情報を入手するツールの一つとして高い評価を得ている。

本機の主な特徴は次のとおりである。

・テレビはワンセグ方式で地上波デジタル放送（地デジ）が受信できる。

・AM・FM ラジオ対応、ワイド FM対応。

・主音声・副音声切り替え機能。

・点字表記がある。

・ボタン操作の音声案内がある。

・緊急地震速報受信機能がある。

本機は２０１９年に生産を停止した。

大手家電メーカーからテレビの音声が聞け

るラジオが取り扱われているが、

点字表

記がない、操作時の音声案内がない、

緊

急地震速報の受信機能がないなど、一長一

短である。

視覚障害者が使いやすくてテレビの音声

が聞けるラジオの開発に期待する。
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３．視覚障害当事者から問い合わせが多い事例

日視連の用具購買所には、毎日様々な要

望や問い合わせがある。

新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、

「音声対応のパルスオキシメーターの取扱

いはないか」という問い合わせが寄せられる。

独自に調べたところ、「チェスト」とい

うメーカーで生産していたが、すでに生産

停止となっており在庫も無いとのことであった。

１日も早い、音声対応のパルスオキシメ

ーターの開発を要望する。
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人
工

肛
門

患
者

に
対

す
る

高
機

能
排

便
制

御
デ

バ
イ

ス
の

開
発

ー
福

祉
機

器
開

発
を

医
師

主
導

で
行

う
意

義
ー

国
立

大
学

法
人

大
阪

大
学

横
田

純
己

シ
ー

ズ
・

ニ
ー

ズ
マ

ッ
チ

ン
グ

交
流

会
出

展
企

業
に

よ
る

福
祉

機
器

開
発

の
現

状
報

告

•
人

工
肛

門
患

者
に

対
す

る
ニ

ー
ズ

の
発

掘

•
新

規
デ

バ
イ

ス
開

発
の

現
状

•
福

祉
機

器
開

発
の

課
題

と
医

師
が

携
わ

る
意

義

本
日

の
内

容

自
己

紹
介

氏
名

:
横

田
純

己
(よ

こ
た

じ
ゅ

ん
き

)

所
属

:
大

阪
大

学
大

学
院

医
学

系
研

究
科

心
臓

血
管

外
科

学

専
門

分
野

:
心

臓
血

管
外

科
(特

に
大

血
管

領
域

)

資
格

:
外

科
専

門
医

、
腹

部
ス

テ
ン

ト
グ

ラ
フ

ト
実

施
医

経
歴

:
ジ

ャ
パ

ン
バ

イ
オ

デ
ザ

イ
ン

フ
ェ

ロ
ー

シ
ッ

プ
プ

ロ
グ

ラ
ム

第
6
期

大
阪

フ
ェ

ロ
ー

•
人

工
肛

門
患

者
に

対
す

る
ニ

ー
ズ

の
発

掘

•
新

規
デ

バ
イ

ス
開

発
の

現
状

•
福

祉
機

器
開

発
の

課
題

と
医

師
が

携
わ

る
意

義

本
日

の
内

容

62－ －



5

な
ぜ

、
心

臓
血

管
外

科
医

が
人

工
肛

門
患

者
に

対
す

る
機

器
開

発
に

取
り

組
む

こ
と

に
な

っ
た

の
か

？

ジ
ャ

パ
ン

バ
イ

オ
デ

ザ
イ

ン
へ

の
参

加

バ
イ

オ
デ

ザ
イ

ン
の

思
考

・
プ

ロ
セ

ス

右
脳

的

左
脳

的

最
終

的
な

製
品

発
想

的
、

感
覚

的

論
理

的
、

言
語

的

✓
ブ

レ
ス

ト
✓

プ
ロ

ト
タ

イ
ピ

ン
グ

✓
ニ

ー
ズ

ス
テ

ー
ト

メ
ン

ト
✓

分
析

✓
事

業
性

を
踏

ま
え

た
ク

ラ
イ

テ
リ

ア
の

設
計

（
絞

り
込

み
）

洗
練

さ
れ

た
ニ

ー
ズ

医
療

版
デ

ザ
イ

ン
思

考
➡︎

バ
イ

オ
デ

ザ
イ

ン
と

は
？

ニ
ー
ズ
探
索

ニ
ー
ズ
選
択

コ
ン
セ
プ
ト

創
造

コ
ン
セ
プ
ト

選
択

B
u
si

n
e
ss

P
la

n
n
in

g

S
tr

a
te

g
y

D
e
ve

lo
p
m

e
n
t

医
療

機
器

の
開

発
初

期
段

階
か

ら
、

事
業

化
の

視
点

を
持

っ
て

検
証

・
開

発
を

進
め

て
い

く
成

功
確

率
が

高
い

医
療

機
器

開
発

方
法

✓
病

態
生

理
学

✓
ギ

ャ
ッ

プ
分

析
（

競
合

）
✓

市
場

分
析

✓
ス

テ
ー

ク
ホ

ル
ダ

ー
分

析
✓

ニ
ー

ズ
ク

ラ
イ

テ
リ

ア

8

の
言

っ
て

い
る

こ
と

≠
 欲

し
い

も
の

デ
ザ

イ
ン

思
考

：
顧

客
の

潜
在

的
ニ

ー
ズ

を
掴

み
に

い
く

63－ －



発
散

収
束

di
ve

rg
e

co
n
ve

rg
e

良
い

ア
イ

デ
ア

に
た

ど
り

着
く

た
め

に
必

要
な

こ
と

谷
亮

太
朗

京
都

大
学

消
化

器
外

科
医

バ
イ

オ
デ

ザ
イ

ン
学

会

横
田

純
己

大
阪

大
学

心
臓

血
管

外
科

医
バ

イ
オ

デ
ザ

イ
ン

学
会

川
本

明
代

シ
ス

メ
ッ

ク
ス

(株
)

止
血

線
溶

領
域

、
研

究
者

M
B

A

杉
原

達
哉

大
阪

大
学

大
学

院
工

学
研

究
科

機
械

工
学

専
攻

講
師

ジ
ャ

パ
ン

バ
イ

オ
デ

ザ
イ

ン
第

期
大

阪
フ

ェ
ロ

ー
チ

ー
ム

メ
ン

バ
ー

バ
イ

オ
デ

ザ
イ

ン
プ

ロ
セ

ス

ニ
ー
ズ
探
索

ニ
ー
ズ
選
択

コ
ン
セ
プ
ト

創
造

コ
ン
セ
プ
ト

選
択

✓
現

場
に

入
っ

て
以

上
の

ニ
ー

ズ
ス

テ
ー

ト
メ

ン
ト

作
成

✓
事

業
性

を
含

め
た

調
査

ニ
ー

ズ
の

選
択

✓
ア

イ
デ

ア
出

し
✓

コ
ン

セ
プ

ト
の

選
出

✓
、

✓
法

規
制

、
✓

保
険

償
還

✓
ビ

ジ
ネ

ス
モ

デ
ル

✓
プ

ロ
ト

タ
イ

プ
製

作
✓

最
終

コ
ン

セ
プ

ト
選

択

✓
知

的
財

産
戦

略
✓

研
究

開
発

戦
略

✓
臨

床
戦

略
✓

許
認

可
規

制
戦

略
✓

品
質

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

✓
保

険
償

還
戦

略
✓

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
戦

略
✓

販
売

戦
略

✓
病

態
生

理
学

✓
ギ

ャ
ッ

プ
分

析
（

競
合

）
✓

市
場

分
析

✓
ス

テ
ー

ク
ホ

ル
ダ

ー
分

析
✓

ニ
ー

ズ
ク

ラ
イ

テ
リ

ア

ニ
ー

ズ
探

索

手
術
領
域
に
フ
ォ
ー
カ
ス

診
療
領
域

◼
心

臓
血

管
外

科
◼

消
化

器
外

科
◼

乳
腺

外
科

◼
呼

吸
器

外
科

◼
麻

酔
科

◼
病

理
診

断
科 な

ど
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ニ
ー

ズ
の

数
4
1
6

ニ
ー

ズ
の

種
類

好
み

ニ
ー

ズ
の

選
択

基
準

医
師

へ
の

影
響

患
者

へ
の

影
響

1
1
7

市
場

規
模

患
者

数

5
5

メ
カ

ニ
ズ

ム
の

解
明

コ
ス

ト
削

減
競

合

1
0

１

ニ
ー

ズ
選

択

時
間

袋
（

パ
ウ

チ
）

を
つ

け
て

生
活

人
工

肛
門

と
は

肛
門

の
代

替
と

な
る

便
の

出
口

腹
壁

体
外

体
内

人
工

肛
門

の
腸

常
時

便
が

流
出

パ
ウ

チ

人
工

肛
門

患
者

の
ニ

ー
ズ

ニ
ー

ズ
–
人

工
肛

門
の

弊
害

–

便
を

持
ち

歩
く

…
匂

い
が

…
音

が
…

実
際

の
患

者
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
よ

り

6
0
代

男
性
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便
の

破
棄

が
大

変
…

時
間

が
か

か
る

…
匂

い
が

充
満

す
る

…
日

回
も

…

ニ
ー

ズ
–
人

工
肛

門
の

弊
害

–
実

際
の

患
者

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

よ
り

4
0
代

女
性

臭
い

が
し

な
い

パ
ウ

チ

外
れ

に
く

い
パ

ウ
チ

便
の

漏
れ

な
い

パ
ウ

チ

？

し
か

し
、

真
の

ニ
ー

ズ
は

何
か

・
・

・

臭
い

が
し

な
い

パ
ウ

チ

外
れ

に
く

い
パ

ウ
チ

便
の

漏
れ

な
い

パ
ウ

チ

便
を

出
し

た
い

時
だ

け
出

し
た

い
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仕
事

を
し

て
い

る
人

工
肛

門
患

者
に

と
っ

て

生
活

の
質

を
向

上
さ

せ
る

た
め

に

排
便

を
制

御
す

る
方

法

？

を
し

て
い

る
人

工
肛

門
患

者
に

と
っ

て

<
ニ

ー
ズ

ス
テ

ー
ト

メ
ン

ト
>

2
0
2
1
年

3
月

プ
ロ

グ
ラ

ム
修

了

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

継
続

試
作
品
作
成

年
月

JS
T
-S

C
O

R
E

G
A

P
フ

ァ
ン

ド
獲

得

(1
0
0
0
万
円

)

2
0
2
1
年

1
2
月

動
物
実
験

を
予

定

フ
ェ

ロ
ー

シ
ッ

プ
プ

ロ
グ

ラ
ム

修
了

か
ら

ス
ピ
ー
ド
感

を
持

っ
た

開
発

を
継

続

•
人

工
肛

門
患

者
に

対
す

る
ニ

ー
ズ

の
発

掘

•
新

規
デ

バ
イ

ス
開

発
の

現
状

•
福

祉
機

器
開

発
の

課
題

と
医

師
が

携
わ

る
意

義

本
日

の
内

容
開

発
デ

バ
イ

ス
の

構
造

①

•
腸

管
を

閉
塞

さ
せ

る
パ

ー
ツ

①
➢

医
療

機
器

と
し

て
開

発

•
排

泄
を

簡
略

化
す

る
パ

ー
ツ

②
➢

福
祉

機
器

と
し

て
開

発
②

腹
壁

（
お
な
か
の
壁
）

腸
管

体
内

体
外
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1
0
0
0
万
円
の
助
成
金

獲
得

（
2
0
2
1
年

度
）

•
医

療
機

器
製

造
業

者
に

委
託

•
3
D

プ
リ

ン
タ

ー
で

各
パ

ー
ツ

を
作

成

•
コ

ア
と

な
る

部
分

は
既

存
の

医
療

機
器

＋
オ

ー
ダ

ー
メ

イ
ド

プ
ロ

ト
タ

イ
プ

作
成

イ
メ

ー
ジ

画
像

年
度

2
0
2
3
年

度
2
0
2
4
年

度

非
臨

床
試

験

・
ふ

く
し

ま
医

療
機

器

開
発

支
援

セ
ン

タ
ー

臨
床

試
験

・
京

都
大

学
消

化
管

外
科

と
の

連
携

医
療

機
器

承
認

・
バ

イ
オ

デ
ザ

イ
ン

大
阪

発

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
を

目
指

す

今
後

の
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル

プ
ロ

ト
タ

イ
プ

に
よ

る
実

験
ー

基
礎

的
な

P
o
C

(P
ro

o
f 

o
f 

c
o
n

c
e
p

t)
検

証
ー

コ
ン

セ
プ

ト
V

e
r1

の
P

o
C

検
証

安
全
性

（
腸

管
壁

に
か

か
る

圧
力

値
な

ど
）

有
効
性
検
証

（
便

の
漏

出
の

有
無

）
→

新
た

な
課

題
が

発
見

さ
れ

V
e
r2

を
作

成

コ
ン
セ
プ
ト
V
e
r2
作
成

有
効
性
検
証
中

万
円

獲
得

•
人

工
肛

門
患

者
に

対
す

る
ニ

ー
ズ

の
発

掘

•
新

規
デ

バ
イ

ス
開

発
の

現
状

•
福

祉
機

器
開

発
の

課
題

と
医

師
が

携
わ

る
意

義

本
日

の
内

容
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市
場

規
模

（
矢

野
経

済
研

究
所

よ
り

）

人
工

肛
門

パ
ウ

チ
市

場

今
後
も
増
加

5
0

億
円

/年

8
万
人
(6
0
代
以
下
)

億
円

年

万
人
（
人
工
肛
門
患
者
全
体
）

人
工

肛
門

パ
ウ

チ
市

場

人
工

肛
門

パ
ウ

チ
の

現
状

ス
ト

マ
用

具
：

日
常

生
活

用
具

と
し

て
、

身
体

障
害

者
給

付
金

の
対

象

自
治
体
ご
と
に
給
付
額

や
給
付
対
象
が
異
な
る

身
体

障
害

者
：

永
久

ス
ト

マ
を

持
つ

患
者

で
、

ス
ト

マ
の

種
類

に
応

じ
て

級
が

該
当

一
時
的
ス
ト
マ
患
者
は

対
象
外

•
国

内
市

場
は

年
間

約
億

円
と

、
他

の
医

療
機

器
分

野
に

比
べ

て
大

き
い

と
は

言
え

な
い

市
場

規
模

に
お

け
る

課
題

億
円

年
億

円
年

＜
億

円

人
工
肛
門

パ
ウ
チ

経
カ
テ
ー
テ
ル
的

大
動
脈
弁
植
込
術

他
分
野
に
比
べ
、
V
C
な
ど
の
投
資
を
受
け
に
く
い

⇒
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と
し
て
成
り
立
た
せ
る
の
が
困
難
な
可
能
性

新
規

デ
バ

イ
ス

開
発

に
お

け
る

課
題

人
工
肛
門
に
関
す
る

新
規
デ
バ
イ
ス

医
療
機
器

福
祉
機
器

薬
事

承
認

さ
れ

保
険

償
還

も
獲

得
で

き
れ

ば
、

ビ
ジ

ネ
ス

モ
デ

ル
と

し
て

成
り

立
た

せ
や

す
い

薬
事

承
認

や
保

険
償

還
は

不
要

で
上

市
ま

で
の

ハ
ー

ド
ル

は
低

い
が

、
患

者
負

担
が

大
き

く
ビ

ジ
ネ

ス
モ

デ
ル

と
し

て
成

り
立

た
せ

に
く

い

福
祉
機
器
に
お
け
る
新
規
デ
バ
イ
ス
開
発
の
枠
組
み
整
理
が
必
要
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＜
①
ニ
ー
ズ
の
明
確
な
理
解
＞

人
工

肛
門

患
者

の
、

造
設

前
と

造
設

後
両

方
の

状
態

を
知

っ
て

い
る

患
者

の
ニ

ー
ズ

を
よ

り
深

く
知

る
こ

と
が

で
き

る

医
師

が
携

わ
る

意
義

＜
③
医
師
が
普
段
関
わ
ら
な
い
が
患
者
の
ペ
イ
ン
が
強
い
分
野
へ
の
知
識
の
活
用
＞

人
工

肛
門

の
ケ

ア
は

ナ
ー

ス
な

ど
の

コ
メ

デ
ィ

カ
ル

が
主

体

医
師

の
持

つ
医

学
的

な
専

門
知

識
を

活
用

し
た

支
援

医
師

が
携

わ
る

意
義

＜
②
医
学
的
な
背
景
知
識
＞

人
工

肛
門

の
構

造
、

特
性

を
理

解

現
行

の
ソ

リ
ュ

ー
シ

ョ
ン

以
上

の
価

値
を

産
み

出
せ

る

医
師

が
携

わ
る

意
義

＜
④
K
O
L
の
存
在
＞

医
師

が
携

わ
る

意
義

人
工

肛
門

の
世

界
が

一
変

す
る

早
急

に
上

市
で

き
る

よ
う

支
援

し
た

い

京
都
大
学

消
化
管
外
科

教
授

小
濱

和
貴

と
な

る
学
会

消
化

器
外

科
学

会
、

ス
ト

ー
マ

・
排

泄
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

学
会

な
ど

へ
の
働
き
か
け

を
検

討
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①
ニ

ー
ズ

の
明

確
な

理
解

②
医

学
的

な
背

景
知

識

③
患

者
の

ペ
イ

ン
が

強
い

分
野

へ
の

知
識

の
活

用

④
K

O
L

の
存

在

福
祉

機
器

開
発

に
お

け
る

医
師

の
役

割

福
祉

機
器

に
お

い
て

も
、
ニ
ー
ズ
視
点
を
重
視
し
た

開
発

を
行

う
こ

と
で

、
デ

バ
イ

ス
の

価
値

を
上

げ
る

こ
と

が
で

き
る

他
と

の
差

別
化

を
図

る
時

に
、

本
デ

バ
イ

ス
の

よ
う

に
、
医
療
機
器
と
組
み
合
わ
せ
る

こ
と

が
一

つ
の

大
き

な
差

別
化

と
な

り
得

る
医
療
機
器

福
祉
機
器

‘M
O

R
E

’ 
L

e
a
k
a
g
e

も
う

漏
れ

さ
せ

な
い

肛
門

の
「

当
た

り
前

」
を

人
工

肛
門

に
も

d
a
im

o
n
.f
o
r.
o
s
to
m
y@

g
m
a
il.
c
o
m

•
人

工
肛

門
患

者
に

関
す

る
ニ

ー
ズ

を
発

掘
し

、
デ

バ
イ

ス
開

発
に

つ
な

げ
、

上
市

ま
で

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

進
行

中
で

あ
る

•
福

祉
機

器
開

発
に

医
師

が
携

わ
る

こ
と

は
、

今
後

の
新

た
な

デ
バ

イ
ス

開
発

の
流

れ
を

加
速

す
る

た
め

に
も

非
常

に
重

要
で

あ
る

•
福

祉
機

器
に

お
い

て
も

、
課

題
解

決
の

視
点

を
重

視
し

た
開

発
手

法
を

用
い

る
こ

と
が

肝
要

で
あ

る

ま
と

め

71－ －



福
祉
機
器
開
発
の
現
状
報
告

株
式
会
社
オ
レ
ン
ジ
ア
ー
チ

1

シ
ー
ズ
・
ニ
ー
ズ
マ
ッ
チ
ン
グ
交
流
会
２
０
２
１

株
式
会
社
オ
レ
ン
ジ
ア
ー
チ
の
ご
紹
介

3

私
た
ち
オ
レ
ン
ジ
ア
ー
チ
は
、
東
京
の
足
立
区
生
ま
れ
の
Ｉ
Ｔ
企
業

で
す
。
快
適
で
楽
し
く
、
安
全
安
心
な
社
会
の
た
め
に
、
様
々
な
分
野

へ
向
け
、
情
報
シ
ス
テ
ム
や
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

自
己
紹
介

宇
田

竹
信

（
う
だ

た
け
の
ぶ
）

株
式
会
社
オ
レ
ン
ジ
ア
ー
チ

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
グ
ル
ー
プ

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

・
１
９
７
０
年
の
夏
に
千
葉
県
の
柏
市
で
生
ま
れ
る

・
仕
事
は
ず
っ
と

IT
系

・
し
か
し
、
最
近

IT
系
な
の
か
？
と
思
う
仕
事
も
多
々

・
趣
味
は
ド
ラ
イ
ブ
と
温
泉
観
光

・
ゴ
ー
ル
ド
ジ
ム
に
通
う
…
が
、
効
果
は
出
な
い

2

今
回
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
く
福
祉
機
器

4

意
思
伝
達
装
置
「
ee

ye
s」

（
イ
イ
ア
イ
ズ
）
は
、
目
の
動
き
な
ど

限
り
な
く
小
さ
い
身
体
動
作
で
、
自
分
の
意
思
を
伝
達
す
る
た
め
の
福

祉
機
器
で
す
。
伝
え
た
い
言
葉
の
生
成
や
発
声
等
が
出
来
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
生
活
品
質
の
向
上

赤
外
線
リ
モ
コ
ン
に
よ
る
家
電
の
制
御

プ
リ
ン
タ
で
の
文
書
の
印
刷
と
保
存

伝
達

ス
マ
ー
ト
ス
ピ
ー
カ

テ
レ
ビ

エ
ア
コ
ン

照
明

入
力

4
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イ
イ
ア
イ
ズ
の

こ
れ
ま
で

5

「
ee

ye
s」
シ
リ
ー
ズ
１
の
提
供

7

セ
ン
サ
ー

Ａ
３
の
紙
で
作
っ
た
文
字
盤
と
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
利
用
し
た
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
が
「

ee
ye

s」
の
出
発
点
と
な
り
ま
す
。

ゆ

２
０
１
５

OM
RO

N
HU

M
AN

 S
EN

SI
NG

FR
ON

TI
ER

 A
W

AR
D 

#0
1

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
部
門

グ
ラ
ン
プ
リ

意
思
伝
達
装
置
「
ee

ye
s」
の
始
ま
り

6

「
東
京
足
立
区
の

IC
T企

業
が
、
な
ぜ
福
祉
機
器
を
作
る
の
？
」
と
よ

く
聞
か
れ
ま
す
が
、
普
段
よ
り
私
た
ち
社
員
や
家
族
が
病
気
や
重
い
障

害
で
、
医
療
や
介
護
の
力
で
助
け
ら
れ
て
い
る
た
め
、
何
か
私
た
ち
で

お
役
に
立
て
る
事
は
な
い
か
と
の
考
え
か
ら
、
開
発
を
開
始
し
ま
し
た
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
力

医
療
介
護
・
病
気
の
方

オ
レ
ン
ジ
ア
ー
チ

医
療
や
介
護
の
力

病
院
や
施
設
の
方

私
た
ち
社
員
と
家
族

２
０
１
４

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
へ
の
理
解

8

シ
リ
ー
ズ
１
の
経
験
を
も
と
に
、
ご
病
気
の
方
や
介
護
に
か
か
わ
る

方
と
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
り
、
患
者
団
体
の
勉
強
会
に
で
て
み
た

り
し
て
、
必
要
な
要
素
の
理
解
を
深
め
て
い
き
ま
し
た
。

介
護
用
品
の
展
示
場
所

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
イ
ベ
ン
ト

患
者
団
体
の
勉
強
会

ユ
ー
ザ
の
お
宅

介
護
施
設

介
護
用
品
の
販
売
店

２
０
１
７

ベ
ッ
ド
で
の
実
験
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「
ee

ye
s」
シ
リ
ー
ズ
２
の
開
発

9

介
護
者
様
に
対
し
「
覚
え
る
事
が
少
な
く
、
手
間
が
か
か
ら
な
い
」

・
多
少
ず
れ
て
も
入
力
で
き
る
視
線
入
力
の
補
正
機
能

・
運
用
の
手
間
を
軽
減
す
る
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト

・
操
作
し
や
す
い
設
定
画
面

約
半
年
ほ
ど
の
期
間
、
皆
様
か
ら
多
く
の
ご
意
見
を
伺
っ
た
結
果
、

シ
リ
ー
ズ
２
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
以
下
の
通
り
と
な
り
ま
し
た
。

利
用
者
様
に
対
し
「
直
感
的
に
扱
え
、
疲
れ
に
く
い
」

・
パ
ネ
ル
と
ア
イ
コ
ン
に
よ
る
統
一
性
の
あ
る
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス

・
疲
れ
に
く
く
手
間
が
少
な
い
濁
点
入
力

・
大
き
く
見
や
す
い
文
字
と
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
伝
わ
る
絵
文
字

２
０
１
７

「
ee

ye
s」
シ
リ
ー
ズ
２
の
提
供

11

２
０
１
８

視
線
で
の
操
作
を
前
提
と

し
た
新
技
術
の
開
発
や
社
員

を
使
っ
て
の
負
荷
テ
ス
ト
、

介
護
施
設
で
の
プ
ロ
ト
タ
イ

プ
に
対
す
る
評
価
の
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
を
経
て
、

20
18
年

の
10
月
に
無
事
発
売
を
迎
え

ま
し
た
。

「
ee

ye
s」
が
目
指
す
性
能

10

ユ
ー
ザ

介
護
者

販
売
店

ユ
ー
ザ

販
売
店

・
簡
単
で
わ
か
り
や
す
い

・
ト
ラ
ブ
ル
が
少
な
い

・
意
思
疎
通
が
し
や
す
い

・
サ
ポ
ー
ト
が
容
易

・
出
来
る
事
が
増
や
せ
る

・
説
明
し
易
い

・
長
く
使
え
る

12

イ
イ
ア
イ
ズ
の

現
在
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入
力
方
法
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

13

視
線
入
力

バ
リ
ー
シ
ョ
ン

１
：
拡
大

入力速度

病
状
の
進
行
と
疲
労
度

ス
イ
ッ
チ
に
よ
る
走
査
入
力

視
線
入
力

視
線
入
力

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

２
：
ス
ク
ロ
ー
ル

視
線
併
用
入
力

バ
リ
ー
シ
ョ
ン

１
：
拡
大

視
線
併
用
入
力 視
線
併
用
入
力

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

２
：
ス
ク
ロ
ー
ル

タ
ッ
チ
入
力

バ
リ
ー
シ
ョ
ン

１
：
拡
大

タ
ッ
チ
入
力

タ
ッ
チ
入
力

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

２
：
ス
ク
ロ
ー
ル

ア
イ
ト
ラ
ッ
カ
ー
に
よ
る
「
う
」
の
視
線
入
力

15

①
オ
レ
ン
ジ
色
の
カ
ー
ソ
ル
が
見
た
文
字
に

動
く
の
で
、
「
う
」
に
カ
ー
ソ
ル
が
来
た

ら
決
定

見
続
け
て
決
定

ス
イ
ッ
チ
で
決
定

眼
だ
け
で
操
作
が
可
能
。

見
て
い
る
時
間
が
カ
ウ
ン
ト

さ
れ
、
一
定
時
間
経
過
後
、

文
字
が
入
力
さ
れ
ま
す
。

見
て
い
る
時
間
の
カ
ウ
ン
ト

が
省
略
で
き
る
の
で
入
力
速

度
が
向
上
し
ま
す
。

ス
イ
ッ
チ
に
よ
る
「
う
」
の
走
査
入
力

14

①
あ
行
に
オ
レ
ン
ジ
色
の
カ
ー
ソ
ル
が
来
た
ら
ス
イ
ッ
チ
で
決
定

②
続
い
て
「
う
」
に
カ
ー
ソ
ル
が
来
た
ら
ス
イ
ッ
チ
で
決
定

視
線
入
力
の
課
題

16

視
線
で
の
入
力
を
行
う
場
合
、
視
線
の
揺
れ
や
視
線
の
検
出
精
度
が

悪
い
画
面
周
辺
部
を
ど
の
よ
う
に
カ
バ
ー
す
る
か
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

「
ee

ye
s」

で
は
、
特
許
取
得
の
補
正
機
能
や
、
特
許
出
願
中
の
処
理

方
式
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
で
視
線
の
精
度
を
向
上
さ
せ
つ
つ
、
よ
り
、
入

力
が
簡
単
に
な
る
よ
う
、
次
の
入
力
方
法
を
提
供
し
て
お
り
ま
す
。

２
段
階
で
画
面
を
拡
大
す
る
事
に
よ
り
、
視
線
の
検
出

精
度
が
悪
い
状
況
で
も
利
用
で
き
る
入
力
方
法

画
面
を
ス
ク
ロ
ー
ル
さ
せ
る
事
に
よ
り
、
視
線
の
検
出

精
度
が
悪
い
状
況
で
も
利
用
で
き
る
入
力
方
法
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視
線
入
力
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
１
：
拡
大

17

①
カ
ー
ソ
ル
が
「
う
」
を
含
む
領
域
に
来
た
ら
決
定

②
続
い
て
カ
ー
ソ
ル
が
「
う
」
に
来
た
ら
決
定

使
い
心
地
を
向
上
さ
せ
る
工
夫

19

ee
ye

sの
機
能
は
画
面
下
部
に
集
中
し
て
配
置
し
て
あ
り
ま
す
。
様
々
な
機
能
を
選
ぶ
際
に
、

面
倒
な
画
面
の
移
動
を
少
な
く
す
る
こ
と
で
、
操
作
時
の
疲
労
軽
減
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

視
線
入
力
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
２
：
ス
ク
ロ
ー
ル

18

①
画
面
が
見
た
方
向
に
一
定
速
度
え
ス
ク
ロ
ー
ル
す
る
の
で
、

黒
い
カ
ー
ソ
ル
と
「
う
」
が
重
な
っ
た
ら
決
定

使
い
心
地
を
向
上
さ
せ
る
工
夫

20

ee
ye

sの
は
様
々
な
絵
文
字
を
搭
載
す
る
こ
と
で
、
ち
い
さ
な
言
葉
の
末
違
い
が
重
大
な
問

題
と
捉
え
、
言
葉
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
ま
で
伝
わ
る
よ
う
設
計
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
絵
文
字
を
組

み
合
わ
せ
る
事
に
よ
り
、
よ
り
少
な
い
入
力
で
意
志
が
伝
達
で
き
る
よ
う
工
夫
し
て
い
ま
す
。
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使
い
心
地
を
向
上
さ
せ
る
工
夫

21

「
ee
ye
s」

で
の
入
力

濁
音
・
半
濁
音
・
小
書
き
文
字
の
入
力
は
、
入
力
し
た
い
文
字
に
加
え
記
号
を
入
力
す
る
方

法
が
一
般
的
で
す
が
、

ee
ye

sで
は
視
線
入
力
時
の
疲
労
を
抑
え
る
た
め
、
見
続
け
る
事
に
よ

る
入
力
が
可
能
で
す
。

介
護
の
方
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
工
夫

23

介
護
の
方
が
ベ
ッ
ド
横
か

ら
で
も
簡
単
に
利
用
者
様
の

支
援
が
で
き
る
よ
う
、
介
護

者
様
用
の
設
定
画
面
を
用
意

し
て
い
ま
す
。
各
設
定
は
マ

ウ
ス
カ
ー
ソ
ル
を
充
て
だ
け

で
、
設
定
値
の
意
味
な
ど
の

コ
メ
ン
ト
が
表
示
さ
れ
る
た

め
、
介
護
の
方
が
設
定
を
細

か
く
覚
え
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

使
い
心
地
を
向
上
さ
せ
る
工
夫

22

緑
色
の
環
境
制
御
パ
ネ
ル
は
赤
外
線
信
号
を
学
習
さ
せ
た
り
、
定
型
文
の
登
録
、
音
声
の
録

音
が
可
能
で
す
。
こ
れ
ら
パ
ネ
ル
は
ど
の
画
面
に
も
自
由
に
配
置
で
き
る
た
め
、
文
章
の
作
成

中
で
も
容
易
に
家
電
や
ス
マ
ー
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
へ
の
指
示
が
可
能
で
す
。

録
音
音
声

定
型
文

入
力

赤
外
線
信
号

介
護
の
方
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
工
夫

24

キ
ー
ボ
ー
ド
の
「

H」
（

He
lp
）
を
押
す
と
介
護

者
用
の
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト

キ
ー
の
一
覧
が
表
示
さ
れ

ま
す
。
日
々
忙
し
い
介
護

の
方
の
負
担
を
軽
減
す
べ

く
、
な
る
べ
く
覚
え
る
事

を
少
な
く
、
利
用
者
様
の

状
態
に
簡
単
に
合
わ
せ
ら

れ
る
よ
う
工
夫
を
し
て
お

り
ま
す
。
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導
入
事
例

25

In
te

rn
et

ee
ye

s
意
思
伝
達
、
メ
モ
作
成
、

W
in

do
ws

操
作
に
よ

る
LI

NE
ア
プ
リ
の
利
用
、
ス
マ
ー
ト
ス
ピ
ー
カ
ー

分
岐
装
置

呼
び
出
し

ス
マ
ー
ト
ス
ピ
ー
カ
ー

赤
外
線
リ
モ
コ
ン

テ
レ
ビ

エ
ア
コ
ン

ラ
ジ
カ
セ

視
線
入
力
ス
イ
ッ
チ

空
圧
ス
イ
ッ
チ

照
明

ス
イ
ッ
チ
ボ
ッ
ト

物
理
的
に

PU
SH

入
力
装
置

状
況

：
筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症
（

AL
S）

要
求
１
：
病
状
が
進
行
し
、
こ
れ
ま
で
利
用
し
て
い
た
意
思
伝
達
装
置
が
利
用
で
き
な
く
な
っ
た
た
め
、
代
替
が
必
要
。

要
求
２
：
高
速
な
入
力
、

LI
NE

ア
プ
リ
の
利
用
、
環
境
制
御
、
ナ
ー
ス
コ
ー
ル
呼
び
出
し
経
路
の
多
重
化
を
求
め
る
。

ス
イ
ッ
チ
ボ
ッ
ト
ハ
ブ

導
入
事
例

27

In
te

rn
et

ee
ye

s
意
思
伝
達
、
メ
モ
作
成
、
電
子
メ
ー
ル

環
境
制
御
装
置

ベ
ッ
ド
昇
降

ス
マ
ー
ト
ス
ピ
ー
カ
ー

赤
外
線
リ
モ
コ
ン

ビ
デ
オ

テ
レ
ビ

ナ
ー
ス
コ
ー
ル

静
電
式
ス
イ
ッ
チ

状
況

：
脳
幹
出
血

要
求
１
：
こ
れ
ま
で
利
用
し
て
い
た
環
境
制
御
装
置
が
修
理
不
能
に
な
っ
た
た
め
、
意
思
伝
達
機
能
を
加
え
て
新
調
し
た
い
。

要
求
２
：
新
し
い
環
境
制
御
装
置
か
ら
操
作
可
能
な
意
思
伝
達
装
置
で
あ
る
こ
と
、
電
子
メ
ー
ル
と
ビ
デ
オ
操
作
が
行
え
る
こ
と
。

27

導
入
事
例

26

In
te

rn
et

ee
ye
s

意
思
伝
達
、
メ
モ
作
成
、

W
in

do
ws

操
作
に
よ

る
LI

NE
ア
プ
リ
の
利
用

視
線
入
力
ス
イ
ッ
チ

オ
ー
バ
ー
テ
ー
ブ
ル
だ
け
で
な
く
、
通

常
の
固
定
台
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
向
け
の
汎

用
ア
ー
ム
で
の
導
入
事
例
も
あ
り
。

状
況

：
筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症
（

AL
S）

、
多
系
統
萎
縮
症
（

M
SA

）
、
脳
性
麻
痺

要
求
１
：
病
状
が
進
行
し
て
口
頭
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
困
難
と
な
っ
た
為
、
補
装
を
要
す
る
。

要
求
２
：
こ
れ
ま
で
利
用
し
て
い
た

LI
NE

ア
プ
リ
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
継
続
し
た
い
。

受
賞

第
３
２
回
「
中
小
企
業
優
秀
新
技
術
・
新
製

品
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

「
中
小
企
業
優
秀
新
技
術
・
新
製
品
賞
」
は
、

公
益
財
団
法
人
り
そ
な
中
小
企
業
振
興
財
団
と

日
刊
工
業
新
聞
社
が
、
中
小
企
業
の
技
術
振
興

と
、
国
内
産
業
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
昭
和
６
３
年
か
ら
毎
年
、
中
小
企
業
が

開
発
し
た
優
れ
た
「
新
技
術
・
新
製
品
」
と

「
新
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
」
を
対
象
と
し
て
表
彰
し

て
い
る
賞
と
な
り
ま
す
。

28
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29

イ
イ
ア
イ
ズ
の

こ
れ
か
ら

改
善
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

31

社
会
を
変
革
す
る

Ａ
Ｉ
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

ユ
ー
ザ

ユ
ー
ザ

介
護
者

介
護
者

販
売
店

販
売
店

改
善

会
話

改
善

会
話

ee
ye

s
会
話

改
良

計
画

改
善

主
業
か
ら
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

反
映

組
込
み

改
善
と
成
長

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
生
活
品
質
の
向
上

赤
外
線
リ
モ
コ
ン
に
よ
る
家
電
の
制
御

プ
リ
ン
タ
で
の
文
書
の
印
刷
と
保
存

伝
達

ス
マ
ー
ト
ス
ピ
ー
カ

テ
レ
ビ

エ
ア
コ
ン

照
明

入
力

視
線
入
力

バ
リ
ー
シ
ョ
ン

１
：
拡
大

ス
イ
ッ
チ
に
よ
る
走
査
入
力

視
線
入
力

視
線
入
力

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

２
：
ス
ク
ロ
ー
ル

視
線
併
用
入
力

バ
リ
ー
シ
ョ
ン

１
：
拡
大

視
線
併
用
入
力

視
線
併
用
入
力

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

２
：
ス
ク
ロ
ー
ル

タ
ッ
チ
入
力

バ
リ
ー
シ
ョ
ン

１
：
拡
大

タ
ッ
チ
入
力

タ
ッ
チ
入
力

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

２
：
ス
ク
ロ
ー
ル

30

赤
丸
は
ユ
ー
ザ
様
の
声
を
反
映
し
て
追
加
し
た
機
能
で
す
。

Ee
ye

sは
日
々
成
長
し
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
や
ご
意
見

32
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IC
Tで

お
客
様
を
成
功
に
導
く
「
架
け
橋
」
と
な
り
ま
す
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z 「
失
語
症
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

に
役
立
つ
支
援
機
器
」

シ
ー
ズ
・
ニ
ー
ズ
マ
ッ
チ
ン
グ
交
流
会
20
21

東
京

令
和
３
年
１
２
月
８
日
（
水
）
１
１
：
１
０
～
１
１
：
４
０

日
本
言
語
聴
覚
士
協
会

常
任
理
事

白
波
瀬
元
道

z

失
語
症
と
は

失
語
症
に
な
る
と
程
度
の
差
は
あ
る
が
、

「
話
す
」
・
「
聴
く
」
・
「
読
む
」
・
「
書
く
」

と
い
っ
た
言
語
の
す
べ
て
の
側
面
が
困
難
と
な
る
。

「
計
算
」
を
す
る
こ
と
に
も
障
害
が
現
れ
る
。

損
傷
を
受
け
た
脳
の
場
所
や
損
傷
の
大
き
さ
に
よ
っ
て
、
障
害
の
現
れ
方
が

一
人
一
人
異
な
る
。

z

失
語
症
と
は

失
語
症
と
は
、
脳
血
管
疾
患
等
に
よ
り
言
語
野
が
損
傷
さ
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
一
度
獲
得
し
た
言
語
（
日
本
語
・
英
語
な
ど
）
を
使
用
す
る
こ
と

が
困
難
に
な
っ
た
状
態
の
こ
と
。

失
語
症
に
な
る
と
、
考
え
て
い
る
こ
と
を
言
葉
に
し
た
り
、
言
葉
を
理
解

し
た
り
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
る
。

z

失
語
症
の
症
状

（
代
表
的
な
症
状
）

話
す

聴
く

読
む

書
く

・
喚
語
困
難
：
身
近
な
物
の
名
前
が
出
て
こ
な
い

・
錯
語
：
違
っ
た
言
葉
を
言
っ
て
し
ま
う

・
読
解
障
害
：
文
字
や
文
章
を
見
て
も
意
味
が

理
解
で
き
な
い

・
語
音
認
知
障
害
：
耳
は
聞
こ
え
る
が
言
葉
が

聞
き
取
れ
な
い

・
語
義
理
解
障
害
：
言
葉
を
聞
き
取
れ
て
も
意
味

が
理
解
で
き
な
い

・
文
字
想
起
困
難
：
書
き
た
い
文
字
を
思
い

出
せ
な
い

・
錯
書
：
間
違
っ
た
文
字
を
書
い
て
し
ま
う
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z

失
語
症
と
は
（
疫
学
）

《
失
語
症
者
の
脳
卒
中
患
者
に
占
め
る
割
合
》

・
3．
4％

日
本
失
語
症
研
究
会
失
語
症
全
国
実
態
調
査
委
員
会
.“
失
語
症
全
国
実
態
調
査
報
告
”.
音
声
言
語
医
学
(2
0)
19
79

，
16
0-
17
2

・
4．
2％

日
本
失
語
症
研
究
会
失
語
症
全
国
実
態
調
査
委
員
会
.“
失
語
症
全
国
実
態
調
査
報
告
”.
失
語
症
研
究
(1
5)
19
95

，
83
-9
6

⇒
概
ね
４
％
と
す
る
と

脳
血
管
疾
患
総
患
者
数
：
約
11
1万

人
*×

４
％
≒
45
,0
00

人
＊
平
成
29

年
（
20
17

）
患
者
調
査
の
概
況

ht
tp
s:
//
w
w
w
.m
hl
w
.g
o.
jp
/t
ou
ke
i/
sa
ik
in
/h
w
/k
an
ja
/1
7/
in
de
x.
ht
m
l

脳
血
管
疾
患
以
外
の
要
因
（
頭
部
外
傷
や
変
性
疾
患
等
）
で
失
語
症
を

呈
す
る
場
合
も
多
い
。

＊
正
確
な
実
態
は
分
か
っ
て
い
な
い
が
、
20
～
50

万
人
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

H2
6.
3.
31

時
点
「
失
語
症
協
議
会
調
査
」

z

6ヶ
月

中
川
ら
：
慢
性
期
の
失
語
症
訓
練
失
語
症
の
病
巣
別
回
復
経
過
－
自
験
例
27
0例

に
お
け
る
長
期
経
過
の
検
討
－
,高

次
脳
機
能
研
究
32
(2
)：
25
8～
26
8，
20
12

経
過
日
数
(月

)

軽 度 失 語 症 の 程 度 重 度

失
語
症
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

z

失
語
症
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

発
症
～
1ヶ

月
程
度
の
時
期
。

症
状
が
変
動
す
る
た
め
、
大
ま
か
な
言
語
症
状
を
把
握
す
る
。

急
性
期

発
症
～
6ヶ

月
程
度
ま
で
の
時
期
。

集
中
的
な
リ
ハ
ビ
リ
が
可
能
。
言
語
機
能
を
精
査
、
言
語
機
能
回
復
訓

練
や
代
償
手
段
の
検
討
を
行
う
。

回
復
期

発
症
後
6ヶ

月
以
降
の
時
期
。

身
体
機
能
と
比
較
し
て
、
年
単
位
で
言
語
機
能
は
回
復
。

た
だ
し
、
完
全
に
回
復
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ
と
も
多
く
、
代
償

手
段
の
獲
得
や
環
境
調
整
を
行
う
こ
と
も
重
要
。

維
持
期

z

紙
・
鉛
筆

役
立
つ
道
具

カ
レ
ン
ダ
ー
・
時
計

地
図
・
路
線
図

写
真
・
ア
ル
バ
ム

新
聞
・
チ
ラ
シ

紙
・
鉛
筆

カ
レ
ン
ダ
ー
・
時
計

カ
レ
ン
ダ
ー
・
時
計

失
語
症
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
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z

失
語
症
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に

役
立
つ
支
援
機
器

（
一
例
）

髙
野
倉

雅
人
ら
：
失
語
症
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
支
援
す
る
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
開
発
，
20
19

ht
tp
s:
//y
ub
id
en
w
a.
jp
/s
hi
ts
ug
o/

ht
tp
s:
//u
dt
al
k.
jp
/

ht
tp
s:
//e
as
tp
on
s.
co
m
/

z

失
語
症
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に

役
立
つ
支
援
機
器

（
活
用
事
例
）

・
外
来
リ
ハ
ビ
リ
通
院
時
の
タ
ク
シ
ー
利
用
場
面
に
お
い
て

「
め
じ
ろ
台
南
ま
で

お
願
い
し
ま
す
。
」

「
八
王
子
駅
北
口
ま
で

お
願
い
し
ま
す
。
」

z

失
語
症
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に

役
立
つ
支
援
機
器

（
活
用
事
例
）

・
言
語
訓
練
に
活
用

（
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
）

呼
称
訓
練
（
宿
題
に
も
活
用
）

仮
名
文
字
の
訓
練
（
宿
題
に
も
活
用
）

z

失
語
症
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に

役
立
つ
支
援
機
器

（
活
用
事
例
）

・
生
活
場
面
で

読
み
上
げ
機
能
を
活
用
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z

失
語
症
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に

役
立
つ
支
援
機
器

（
活
用
事
例
）

・
生
活
場
面
で

趣
味
の
話
題
に
も

z

ま
と
め

・
失
語
症
は
程
度
の
差
は
あ
る
が
、
｢話

す
｣･
｢聴

く
｣･
｢読

む
｣･
｢書

く
｣と

い
っ
た

言
語
の
す
べ
て
の
側
面
が
困
難
と
な
る
。
ま
た
、
一
人
一
人
症
状
の
現
れ
方
が

異
な
る
。

・
失
語
症
は
長
期
間
に
わ
た
っ
て
回
復
す
る
。

・
様
々
な
IC
T機

器
が
失
語
症
の
訓
練
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
代
償
手
段
の

選
択
肢
を
増
や
し
て
い
る
。
そ
の
効
果
と
限
界
を
知
る
必
要
が
あ
る
。

・
一
人
で
も
多
く
の
失
語
症
者
の
社
会
参
加
を
実
現
す
る
た
め
に
、
支
援
機
器

や
人
の
支
援
を
活
用
で
き
る
環
境
を
整
え
て
い
く
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

z

失
語
症
者
向
け
意
思
疎
通
支
援
事
業

平
成
25

年
4月

の
「
障
害
者
総
合
支
援
法
」
の
施
行
に
伴
い
、
意
思
疎
通

支
援
事
業
は
地
域
生
活
支
援
事
業
の
必
須
事
業
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
。

手
話
通
訳
者
や
要
約
筆
記
者
な
ど
に
加
え
、
失
語
症
者
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
援
助
も
。

支
援
者
の
役
割
は
失
語
症
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

支
援
し
、
日
常
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

84－ －



2021/10/6

1

国立大学法人 名古屋工業大学
教授 佐野 明人

障害者自立支援機器
シーズ・ニーズマッチング交流会2021（山口会場）
基調講演
2021年10月9日（土）

歩行ロボット技術を応用した
福祉機器の開発

シーズ・ニーズマッチング

共創

ステークホルダーの求める価値

歩く文化

赤ん坊がはじめて歩けた時，皆が喜ぶ．渡り
初めなど歩くことに意味がある．美しい歩きに
魅了される．再び歩けたときの喜びは感動を
呼ぶ．歩くことは文化なり．

今仙技術研究所 今仙電機製作所

国連の持続可能な開発目標（SDGs）に貢献し得る

車輪式

脚式

本質的な違い

連続

離散
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1984 20142001 2008
2足歩行ロボット

受動歩行

受動走行

歩行支援

ロボットを思い通りに動かしたいですか？

でも，ロボットは好きに動きたいのかもし
れない．

ロボットは好きに動きたいはずであり，ならば動き易
く設計すべきである．

ロボットを無理にでも思い通りに動かしたいと，思い
通りに動かせる設計をする（制御し難いものは排除さ
れやすい）．

その先には，倒れなければ歩けないはずなのに，ど
んなことがあっても倒れないようにしたいとの強いこだ
わりが，ロボットの不自然さを生み出す結果となる．

重力で歩き，重力で倒れる．
1990 McGeer

「不安定さを活かした運動性」

「不安定さを消し去る安定性」

重力は無力化できない

環境との相互作用が身体を持ち動くものすべ
てに共通する宿命ならば，それを強みにすべき
である．

受動歩行とは

モータ，センサおよび制御を一切用いずに，歩行
機と環境（スロープ）との相互作用のみによって，
緩やかな下りスロープを自然な歩容で歩く．

重力効果のみを用いており，エネルギー効率が
高いことで知られ，ヒトの歩行に近いとも言われる．

歩行現象の力学的原理（歩行力学）を探究する
上で重要である．
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歩行に関わる
物理法則・力学原理

人の歩行

ロボットの歩行

物理
現象

暗黙知 獲得

ZMP

受動歩行

姿勢
安定 解明

工学的
応用

工学的
応用

より良く
歩けるようにする

歩かせる技術の開発
（歩行時の姿勢安定化制御）

歩ける原理の解明
（歩行固有の安定化原理）

転倒しな いように
歩かせる

１００年後にも残る
歩行技術の開発

自然現象

Rain

Tornado

Earthquake

Aurora

Walk

ヒト ロボット

歩行は，生命系特有の現象ではなく，
生命・非生命を問わない単なる物理現象

受動歩行ロボット 動いているけれども，必ずしも動かしているわけではない．

200913時間45分
（10万歩，15.2km）

2004.11.25
17秒連続歩行

（33歩）

27時間連続歩行（13万歩，72km） 2012
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グランドチャレンジ 2018.12 2008

2018.2 2021.1

左膝の不調が見られ，後半は左膝が過伸展した状態での歩
容に変化した．腰が引ける感じで，右脚は上体を使った大振り
になっている．この歩行は一種の「異常歩行」と捉えることがで
き，またレバー操作の調整で代償運動を行ったと見ることがで
きる．

工学的には直ちに修理する事案であるが，異常歩行もまたヒ
トの歩行だとすると，極めて貴重な実験結果であると考えてい
る．

一般的な歩行ロボットの場合，異常歩行のデータから脚軌道
を生成し，目標軌道どおりに制御することになり，事の本質を
見誤る可能性がある．

歩行障害を引き起こす原因は，形態異常，筋力弱化，感覚鈍
麻，疼痛，運動調節の障害の五つの機能的カテゴリーに分類で
きると言われている．

ヒトの場合は，これらが複合していることが容易に想像され，
その相互関係が複雑化する．一方，本ロボットの場合，力学的
な観点で議論することが可能であり，問題の顕在化が期待でき
る．

同等の異常歩行がヒトでも見られるかは今後検証する必要が
あるが，改良のヒントが得られれば，それ自身がヒトの歩行支援
につながると考えている．
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無動力歩行アシストaLQを
装着した2足歩行ロボット

我々は，生れながらにして持っている内臓や皮膚な
どの柔軟組織による体幹部の動特性が，身体運動
にどのように作用しているか自覚できない．

ヒトの床反力は，剛体・非剛体からなる身体の床面
との相互作用から複合的に生成されたものだと考え
られる．

支える支援

揺れる支援
（揺れるままに歩く）

2009.10.21

2013年モデル2012年モデル
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受動歩行は Passive Walking
と呼ばれており，この受動歩
行由来の技術が人々の生
活を下支え，人々を明るく元
気に，前向きに活発にする
Active との意味が込められ
ている．

無動力歩行支援機

・ 無動力・無電装
・ 超軽量 [500gクラス]
・ 安全
・ 低コスト
・ 簡単装着・低装着感
・ 体のひねりがし易い
・ 座位，正座，胡坐など
・ 静粛
・ デザイン性・簡単構造
・ オールシーズン
・ 持ち運びも簡単

チャージ
（アシスト）

アシスト
（チャージ）

股関節カム・バネ機構 アシスト方向切替可

歩行開始：弱めのアシスト

歩幅が狭いと小さなアシスト，広いと大きなアシスト

股関節伸展角度の増大

支持脚期後半：
弾性エネルギーがチャージ
（負担を感じない，過度に減速しない）
※股関節伸展角度の増大

遊脚期前半：
アシストに利用
（足が軽くなる感じ）

エネルギー再配分

股関節カム・ばね機構

適応的アシスト（自動的）

歩行開始：弱めのアシスト

歩幅が狭いと小さなアシスト，広いと大きなアシスト

ACSIVE
装着後

装着前
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軽やかな歩行支援

□ 普段通りに歩くだけで，振り子の動きとバネ
の力で脚の動きを整える．

□ 足が軽くなる感じで歩き易く，歩行スピードも
上がる．

□ エネルギーを外部から投入せずともエネルギ
を上手く再配分することで，自らの力で自ら

を支援できる（無動力）．

人の歩行におけるレバレッジポイントを最小限
の介入で支援するシステム構築の思想は，人
のシステムへの過度な依存を回避し，人の尊厳
を維持する．

※ レバレッジポイント：小さな力でも大きな変化を起こす．

□ ユーザーからの声
こんな機器を待っていた．

私のために開発されたと思えるほど．

□ 医療現場からの声
リハビリ学習・補助具の用途．症例が広くて稀

に見るヒット．

片麻痺の方の歩行練習補助機器の理想形．
積極的に活用していきたい．

１４種類の症例の方々が利用され，医療現場からも
適用症例の広さを高く評価されている．

上位５件：
１．脳血管障害
２．股・膝関節症
３．脊柱管狭窄症
４．脊椎・頚椎損傷
５．小脳変性症

また，左右バランスが改善し，歩幅の拡大，歩行速度
の増大，筋電位低減などの即時効果が認められ，脱
着後のアフターエフェクト（数時間から翌日）も確認さ
れている．

ACSIVE関連の学会発表実績

[1] 青木隆明，鈴木光久，佐野明人，林典雄，服部良，日石智紀，尾藤貴宣，平尾純子，渡辺翼，四
井康喬，清水紀仁，加藤忠幸：片脚式歩行支援機構の評価研究，第29回日本義肢装具学会学術大
会講演集，2-4-24, 2013.10.
[2] 渡辺聖之，渡辺浩司，川村優貴，中澤信，塩野弘季： 受動歩行をモデルとした歩行支援機の臨
床応用に関する試み，第2回慢性期リハビリテーション学会抄録集，E-7-2, 2015.3.
[3] 木原寿紀，園田康博，末吉祐一郎，平和憲，永田清人：片麻痺患者の無動力歩行支援機による
歩行アシスト効果持続に関する研究，リハビリテーション・ケア合同研究大会抄録集，茨城2016,
O38-1, 2016.10.28
[4] 本多雄一，河井広大，溝口なお，高木祐希奈，松山太士：呼吸器疾患患者における無動力歩行
支援機ACSIVEの有用性に関する研究, 日本呼吸ケア・リハビリテーション学会抄録集, 2016
[5] 樋口貴之，渡邊亜紀，川井康平：回復期リハ病棟における下肢整形疾患患者に対するACSIVEを
使用した歩行練習の効果，第34回大分県病院学会抄録集，2016.11.13.
[6] 近藤玲子，兼岩淳平，井上花奈，福田大輔，工藤慎太郎：脊柱管狭窄症術後患者に対して無動
力歩行支援機ACSIVEを用いた治療効果の検討，第3回日本運動器理学療法学会学術集会抄録集，
O-44，2016.12.4.
[7] 齋藤恒一：歩行支援機ACSIVEを活用した歩行練習における運動学習効果の運動力学解析，第
33回日本義肢装具学会学術大会講演集，2-2-2, 2017.10.9.
[8] 川口大輔，伊藤忠，則竹耕治，神谷庸成，鈴木光久，佐野明人：歩行アシスト装具を使用した自
宅での歩行訓練を実施し，歩行機能の改善が認められた年長児の一例，第62回全国肢体不自由児
療育研究大会抄録集，2017.10.19～20.
[9] 柳本有二，五島満，伊藤智昭，鈴木光久：歩行支援機およびポール活用時の歩行形態変化と快
適性について－ウェアラブル脳波計による脳機能変化から－，第7回日本ロボットリハビリテーション
・ケア研究大会抄録集，25，2017.11.18-19, 博多 ※ノルディックポール （一部抜粋）

2013年：1件，2015年：9件，2016年：10件，2017年：7件

歩行をアシストしてくれる機器から，
人生そのものをアシストしてくれた機器へ
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TBS「夢の扉＋」（平成26年8月17日）

テレビ東京「ワールド・ビジネス・サテライト」
（平成26年9月10日・12月16日）

NHK名古屋「東海モノ語り」（平成26年10月8日）

BS日テレ「木曜スペシャル（医療の今昔物語）」
（平成27年2月12日）

Channel JAPAN （平成27年2月・3月複数回、海外向け）

BSフジ「革新のイズム」（平成28年4月1日）

テレビ朝日「スーパーJチャンネル」（平成29年6月17日）
朝日放送「キャスト」（平成29年6月28日）

BSジャパン「未来EYES」（平成29年9月24日）

NHK総合「チコちゃんに叱られる！」（令和元年6月7・8日、
8月23日）

第29回中日産業技術賞
特別奨励賞
（2015年）

2019年4月

上海高精医療機器有限公司

中国国立リハビリテーション病院

2020年2月12日
ACSIVE 中国で医療器械登録（第20200068号）
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CMEF(China international Medical Equipment Far)2020 出展

中国国際医療機器見本市
（China International Medical Equipment Fair）

業界の学術専門家，企業の代表者，
調達機関関係者，病院のバイヤー，流
通エージェントなど，150人の専門家と
交流し調達と試着体験の対応をした．

現在，中国3級病院にアプローチ

分 野 福祉分野 健康分野 産業分野

商 標 ACSIVE aLQ (Super ACSIVE）

概 要

アシスト力 小～中 中 大（2倍）

ターゲット
ユーザー

障害者
・ 片麻痺患者他
・ 歩行困難者

健常者
・ フレイル（活力低下）
・ アクティブシニア

作業者
・ 重荷物運搬者
・ 極限作業者

販売方法
取扱コーディネーター
が対面販売（試着）

店頭・ネット（Amazon）
販売

販売未定

製品の概要と狙い

September 2020
Conference: ESMAC： European Society for Movement 
Analysis in Adults and Children 2020

Unilateral non-electric assistive walking
device helps neurological patients to
improve gait patterns

Dr.Boris Feodoroff & Vera Blümer
German Sport University Cologne, Germany
Institute of Movement Therapy and Movement-oriented Prevention and 
Rehabilitation
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aLQロボット研究所
隊員になってロボットを完成させよう！

□ ロボットやaLQの調整はこちらが行っていたが，それらを体験し
てもらうことで，より一層身近に感じてもらう．
□ 孫が受動歩行ロボットについて学び，その学びを通じて祖父母
のaLQをより良く調整する．
□ 子供たちが描き形づくったロボットは，感性があふれアート作品
になる．

歩けることが実感できる歩行支援の極意

現象
（解明）

本質的な原理
（発見）

必然的な開発
（発明）

※ あるものはいかにも単純で美しく，あるものはその原理を聞けば聞くほど
その絶妙さに驚かされる．

※ 最低限機能する製品．一つ余計なものを加えるごとに，コストとリスクが上
がる．

※ 引き算の技術

□ 歩行・走行と力学の高い親和性
□ 普遍的な原理の存在と工学的応用価値

歩行の支援から人生の支援

シンプルな歩行支援機に出会うことで，リハビリ
室から病棟へ，病棟から自宅へとシームレスにつ
ながる．

歩行支援が身近になり，歩行が弱った方の日常
生活・旅行や，アクティブシニアの方の歩くレジャ
ーなどのシーンでも利用できる．

生活の中で使えるからこそ，歩行を支援してくれ
る機器から，人生そのものを支援してくれる機器
へと変わり得る．
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ボ
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返
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0
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茜
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テ
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築
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テ
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、
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策
定

を
担

当
。

2
0
1
9
年

か
ら
現

職
。
介

護
施

設
に
時

間
を
う
み
だ
す
仕
組

み
の
構
築

を
担
当

。
2
0
2
0
年

に
は
、
市

保
健

所
に
て
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
検

査
・陽

性
者

情
報
の
部

門
間

共
有
業

務
を
あ
わ
せ
て
行

う
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
を
活
用
し
よ
う
！
」

北
九

州
市

保
健

福
祉

局
先

進
的

介
護

シ
ス
テ
ム
推

進
室

次
長

市
民
公
開
講
演

「
再
生
医
療
と
ロ
ボ
ッ
ト
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」

略
歴

1
9
8
5
年

金
沢

大
学

医
学

部
付

属
病

院
に
勤

務
1
9
8
9
年

シ
ア
ト
ル
大

学
、
ア
ル
バ
ー
タ
大
学

へ
留

学
。
留
学

中
、
N
A
S
A
の
宇

宙
医

科
学
開

発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参

加
1
9
9
3
年

広
島

大
学

医
学

部
・
助

手
2
0
0
0
年

博
士

（
医

学
）
の
学

位
取

得
2
0
0
1
年

広
島

大
学

医
学

部
・
講

師
2
0
0
3
年

広
島

大
学

大
学

院
保

健
学

研
究
科

・助
教

授
を
経

て
現
在

に
至

る
2
0
1
4
年

再
生

医
療

と
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
研

究
会

設
立

2
0
1
5
年

N
A
S
A
ケ
ネ
デ
ィ
ー
宇

宙
セ
ン
タ
ー
の
A
d
v
is
o
ry

C
o
m
m
it
te
e
(諮

問
委

員
会

委
員

)
に
就

任
（
7
月

）
2
0
1
5
年

宇
宙

再
生

医
療

セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長

に
就

任
（
9
月

）

広
島

大
学

大
学

院
医

系
科

学
研

究
科

教
授

宇
宙

再
生

医
療

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

研
究

セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長

「
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
を
よ
り
よ
い
ケ
ア
実
現
の
パ
ー
ト
ナ
ー
に
！
」

略
歴

愛
媛

十
全

医
療

学
院

理
学

療
法

学
科

卒
業

後
、
5
年

間
一

般
脳

神
経

外
科

病
院

に
勤

務
。
そ
の
う
ち
1
年

間
は
特

別
養

護
老

人
ホ
ー
ム
に
週

1
回

、
非

常
勤

と
し
て
勤

務
。
そ
の
後

、
特

別
養

護
老

人
ホ
ー
ム
や
在

宅
、
保

健
・
医

療
サ
ー
ビ
ス
等

の
地

域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
従

事
。

平
成

5
年

よ
り
社

会
福

祉
法

人
三

篠
会

老
人

保
健

施
設

ひ
う
な
荘

リ
ハ
ビ
リ
部

長
、
介

護
支

援
専

門
員

、
認

定
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
し
て
勤

務
。
“
出

来
る
こ
と
は
奪

わ
ず
、
出

来
な
い
こ
と
は
要

求
せ
ず
、
埋

も
れ

た
力

を
引

き
出

す
”
こ
と
を
リ
ハ
ビ
リ
・
ケ
ア
の
目

標
と
し
て
掲

げ
、
多

職
種

協
働

で
取

り
組

む
。
特

に
開

設
当

時
よ
り
福

祉
機

器
を
活

用
し
た
環

境
整

備
に
力

を
入

れ
、
平

成
2
6
年

よ
り
、
介

護
ロ
ボ
ッ
ト
技

術
を
用
い
た
見

守
り
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支

援
機

器
、
移

乗
介

助
機

器
、
移

動
支

援
機

器
を
導

入
し
、
現

在
5
0
台

の
介

護
ロ

ボ
ッ
ト
を
活

用
し
て
い
る
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
を
活
用
し
よ
う
！
」

介
護

老
人

保
護

施
設

ひ
う
な
荘

リ
ハ
ビ
リ
部

長

オ
ン

ラ
イ

ン
機

器
展

示
2

3
社

見
守
り
機
器
・
介
護
支
援
機
器
・
遠
隔
指
導
機
器

医
療
機
器
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
機
器

な
ど

AI
・

IC
T・

VR
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マ
ッ

チ
ン

グ
に

つ
い

て

シ
ー

ズ
ニ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ

実
用

的
な

支
援

機
器

開
発

さ
れ

る
よ

う
ユ

ー
ザ

ー
と

開
発

側
が

意
見

交
換

す
べ

て
オ

ー
ダ

ー
メ

イ
ド

は
難

し
い

レ
デ

ィ
メ

イ
ド

＋
カ

ス
タ

マ
イ

ズ
調

整
・
工

夫
・
・
・
支

援

真
に

必
要

と
さ

れ
る

支
援

機
器

を
開

発
す

る

着
想

段
階

か
ら

シ
ー

ズ
・
ニ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

人
の

手
✋

今
後

の
活

動
内

容
（
予

定
）

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
ロ

ボ
ッ

ト
・
介

護
ロ

ボ
ッ

ト

マ
ッ

チ
ン

グ
を

推
進

す
る

メ
ー

カ
ー

機
器

・
ロ

ボ
ッ

ト
等

販
売

店

ユ
ー

ザ
ー

医
療

ス
タ

ッ
フ

患
者

・
利

用
者

製
品

化
さ

れ
て

い
る

機
器

の
マ

ッ
チ

ン
グ

販
売

前
の

製
品

の
モ

ニ
タ

ー
・
治

験
な

ど
世

話
人

・
関

連
施

設
で

デ
ー

タ
収

集
デ

ー
タ

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク

よ
り

実
用

的
な

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
ロ

ボ
ッ

ト
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
の

普
及

・
開

発

製
品

化
前

の
シ

ー
ズ

・
ニ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ

マ
ッ

チ
ン

グ
に

つ
い

て

日
本

ロ
ボ

ッ
ト

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
・
ケ

ア
研

究
会

製
品

化
さ

れ
た

も
の

ユ
ー

ザ
ー

患
者

・
利

用
者

マ
ッ

チ
ン

グ

先
進

機
器

（
ロ

ボ
ッ

ト
等

）
を

有
効

に
活

用
製

品
と

ユ
ー

ザ
ー

の
つ

な
ぎ

役
が

重
要

製
品

の
特

性
を

理
解

＋
ユ

ー
ザ

ー
の

状
態

を
理

解
こ

れ
ら

の
情

報
を

統
合

し
て

機
器

を
調

整
す

る
能

力

介
入

者
人

の
手

✋

レ
ベ

ル
ア

ッ
プ

今
後

の
活

動
内

容
（
予

定
）

最
終

目
標 先
進

技
術

と
従

来
型

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
技

術
の

融
合

よ
り

効
果

的
な

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
技

術
・
ケ

ア
技

術
の

追
求

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
ロ

ボ
ッ

ト
・
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
普

及
啓

発
活

動
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

構
築

（
世

話
人

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

構
築

）

定
期

的
に

オ
ン

ラ
イ

ン
イ

ベ
ン

ト
を

開
催

す
る

ロ
ボ

ッ
ト

等
実

践
セ

ミ
ナ

ー
企

業
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

＊
新

規
ロ

ボ
ッ

ト
等

導
入

施
設

へ
の

世
話

人
派

遣
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日
本

ロ
ボ

ッ
ト

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
・ケ

ア
研

究
会

の
活

動

そ
の

た
め

に
以

下
の

行
事

を
行

う
。

1
）
日

本
ロ

ボ
ッ

ト
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

・
ケ

ア
研

究
大

会
の

開
催

（
講

演
・
研

究
報

告
・

機
器

展
示

な
ど

）
。

2
）
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
、
ソ

ー
シ

ャ
ル

・
ネ

ッ
ト

ワ
ー

キ
ン

グ
・
サ

ー
ビ

ス
（
S

N
S

）
に

よ
る

情
報

発
信

。

1
）
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

ロ
ボ

ッ
ト

お
よ

び
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
の

普
及

と
こ

れ
に

関
す

る
知

識
・
技

術
の

向
上

を
目

指
す

こ
と

。

2
）
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

ロ
ボ

ッ
ト

を
利

用
し

た
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
質

的
向

上
、

高
度

で
先

進
的

な
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

医
療

の
発

展
を

実
現

す
る

こ
と

。

3
）
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
を

利
用

し
た

自
立

支
援

の
推

進
お

よ
び

介
護

負
担

の
軽

減
を

実
現

す
る

こ
と

。

特
定
非
営
利
活
動
法
人

日
本
ロ
ボ
ッ
ト
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
ケ
ア
研
究
会

事
務
局

山
口
県
下
関
市
汐
入
町
３
５
番
１
号

昭
和
病
院
内

０
８
３

-２
３
１
－
３
８
８
８

✉
np

o.
jrr
cm

@
gm

ai
l.c
om

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：

ht
tp
s:
//
ro
bo

t-
re
ha

-c
ar
e.
co
m
/

（
N
PO
法
人
日
本
ロ
ボ
ッ
ト
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
研
究
会
）

代
表

田
中

恩
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特
別
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

『
好
事
例
表
彰
の
受
賞
と
そ
の
後
』

N
P
O
法
人
iC
a
re
ほ
っ
か
い
ど
う

理
事
相
談
員

佐
藤
美
由
紀

［
平
成
３
０
年

導
入
利
活
用
部
門

］

“
声
を
失
っ
た
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
”
が

ラ
ジ
オ
番
組
を
継
続

iC
a
re
ほ
っ
か
い
ど
う
の
活
動
原
点

出
会
う
方
で
、
声
を
残
し
た
い
と
考
え
て
い
る
人
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ぞ
れ
の
方
の
思
い
に
寄
り
添

う
た
め
に
、
声
を
残
す
取
り
組
み
を
２
０
１
４
年
か
ら
始
め
ま
し
た
。

自
分
の
声
で
話
し
た
い
人
の
思
い
は
、
人
そ
れ
ぞ
れ
に
深
い
理
由
が
あ
り
ま
す
。

Ａ
Ｌ
Ｓ
に
な
っ
た
お
母
さ
ん
が
、
い
つ
ま
で
も
自
分
の
声
で
子
供
に
話
し
か
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
と
か
、
喉
頭

が
ん
で
喉
頭
摘
出
を
し
た
医
師
が
職
場
に
立
ち
続
け
る
た
め
に
、
と
か
。

自
分
た
ち
は
音
声
技
術
者
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
方
の
思
い
に
寄
り
添
え
る
、
近
い
位
置
に
い
ま
す
。

２
０
１
６
年
に
ボ
イ
ス
タ
ー
に
出
会
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
ヒ
ュ
ー
マ
ン
テ
ク
ノ
シ
ス
テ
ム
さ
ん
と
の
ト
ラ

イ
ア
ル
収
録
を
始
め
ま
し
た
。

活
動
の
原
点
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
な
く
な
っ
た
方
の
機
器
に
よ
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
で
す
。
上
肢
下
肢
の
自
由
が
奪
わ
れ
、
声
を
出
せ

ず
、
意
思
疎
通
が
出
来
な
く
な
っ
た
、
な
り
つ
つ
あ
る
方
の
意
思
疎
通
を
支
え
る
こ

と
が
大
き
な
目
的
で
す
。

２
０
１
２
年
に
設
立

A
L
S
な
ど
の
神
経
難
病
や
重
度
障
害
に
よ
り

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
困
難
を
抱
え
る
方
の

意
思
伝
達
支
援
を
目
的
に
活
動
し
て
い
ま
す

２
０
１
６
年
に
は
医
療
的
ケ
ア
の
必
要
な

重
度
心
身
障
害
児
の
た
め
の

放
課
後
デ
イ
ば
お
ば
ぶ
を
開
設

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
iC
a
re
ほ
っ
か
い
ど
う

と
は

活
動
範
囲
は
北
海
道
全
域

自
分
の
声
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

『
ボ
イ
ス
タ
ー
』
と
は

◆
自
由
な
文
字
列
を

自
分
の
声
で
読
み
上
げ
て
く
れ
る

キ
ー
ボ
ー
ド
か
ら
自
由
な
文
章
入
力
が
で
き
る

◆
そ
の
人
ら
し
さ
を
声
を
介
し
て
伝
え
る

自
分
の
声
を
想
起
さ
せ
る
合
成
音
生
成
に
こ
だ
わ
り
が
あ
る

◆
日
本
語
を
話
せ
る
方
で
あ
れ
ば

誰
の
声
で
も
作
成
で
き
る

静
か
な
環
境
で
半
日
程
度
の
時
間
で
録
音
す
る

そ
の
人
ら
し
さ

の
再
現
と
は
…

声
質
だ
け
で
な
く
口
調
や
雰
囲
気
ま
で
再
現

・
・
・

「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
の
維
持

声
を
失
わ
れ
る
喉
頭
摘
出
や
AL
Sの

方
へ
提
供

・
・
・

「
第
二
の
自
分
の
声
」
と
し
て
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◆
札
幌
市
西
区

三
角
山
放
送
局

•
理
念
「
い
っ
し
ょ
に
、
ね
」
。

広
く
市
民
が
参
加
。

◆
ラ
ジ
オ
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ

米
沢
和
也
氏

・
A

L
S
患
者
『

A
L
S
の
た
わ
ご
と
』
担
当

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.s
a
n

k
a
k
u

ya
m

a
.c

o
.jp

/
c
o
n

te
n

ts
/
2

0
1

7
/
0

3
/
2

2
/
0

0
5

3
4

2
.p

h
p

・
病
気
の
進
行
に
伴
う
人
工
呼
吸
器
装
着

⇒
気
管
切
開
に
よ
り
声
を
失
う

・
手
術
前
に
音
声
収
録

⇒
ボ
イ
ス
タ
ー
を
作
成

・
手
術
後
、
視
線
入
力
ソ
フ
ト
と
組
合
せ
て
日
常
生
活
で
の
会
話
に
利
用

・
自
ら
の
ラ
ジ
オ
番
組
を
継
続
（

2
0

1
5

.6
～

2
0

2
0

.1
0
）

◆
ア
シ
ス
タ
ン
ト

佐
藤
美
由
紀

・
番
組
内
、
あ
・
う
ん
の
呼
吸
で
、
米
沢
氏
を
サ
ポ
ー
ト

気
管
切
開
し
た

A
L
S
患
者
に
よ
る
ラ
ジ
オ
番
組

A
L
S
の
た
わ
ご
と

の
ご
紹
介

番
組
制
作
の
流
れ

・
次
回
の
構
想

・
原
稿
を
作
成

原
稿
を
使
っ
て
、

自
分
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
発
声

実
時
間
で
文
字
入
力
発
声

対
話

ア
シ
ス
タ
ン
ト

編
集
（
ほ
ぼ
何
も
し
な
い
）

収
録
時

収
録
後

準
備

ス
タ
ジ
オ

病
院
や
施
設
の
自
室

自
分
の
声
を
再
現
す
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

「
ボ
イ
ス
タ
ー
」

と
の
出
会
い

が
人
生
を
１
８
０
度
変
え
た

ヒ
ュ
ー
マ
ン
テ
ク
ノ
シ
ス
テ
ム

渡
辺
聡

氏

動
画
抜
き
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そ
の
後
、
番
組
は
順
調
に
進
ん
で
い
っ
た
が
、

ラ
ジ
オ
へ
の
思
い
を
残
し
つ
つ

２
０
２
０
年
７
月
２
７
日
急
逝

2
0
2
1
年
1
月
か
ら

ラ
ジ
オ
「
A
L
S
の
た
わ
ご
と
」
は
カ
タ
チ
を
変
え
て
、
第
2
幕
へ

◆
三
角
山
放
送
局
「

A
L
S
の
た
わ
ご
と
」

F
M

7
6

.2
M

H
z

＜
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
も
聴
取
可
能
＞

◆
土
曜
リ
レ
ー
エ
ッ
セ
イ

毎
月
第

4
土
曜
日

1
3
時
～

1
4
時

◆
第

1
回
目
の
放
送
は
、
米
沢
さ
ん
の
奥
様
の
米
沢
晴
美
さ
ん
と
、
生
前

か
ら
親
交
の
あ
っ
た
岐
阜
の
恩
田
さ
ん
が
ゲ
ス
ト
出
演
。

◆
毎
回
、
患
者
さ
ん
や
支
援
者
な
ど
を
ゲ
ス
ト
に
招
い
て
い
る
。

◆
米
沢
さ
ん
が
遺
し
て
く
れ
た
番
組
を
、
み
ん
な
で
タ
ス
キ
を
繋
い
で
い

る
。

米
沢
さ
ん
が
遺
し
た
足
跡
は
世
界
の
A
L
S
患
者
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た

大
平
ま
ゆ
み
さ
ん
の
事
例

◆
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

•
バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
。
２
１
年
以
上
に
渡
り
札
幌
交
響
楽
団
コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
を

務
め
る

•
２
０
１
９
年
に
Ａ
Ｌ
Ｓ
で
あ
る
こ
と
を
公
表
。
過
去
の
ラ
ジ
オ
出
演
時
の
音
声
か

ら
ボ
イ
ス
タ
ー
を
作
成
し
、
各
種
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
発
信
に
利
用
し
て
い
る

◆
ラ
ジ
オ
番
組
「
F
ro

m
 M

y
 H

ea
rt
」
・
・
・
・
・
・
・
※
P
o
dc
a
st
に
よ
る
番
組

•
A

IR
-
G
「
朝
ク
ラ
」
の
ス
ピ
ン
オ
フ
番
組

•
毎
回
テ
ー
マ
の
異
な
る
数
分
間
の
音
声
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
「
自
分
の
声
」で
放
送

•
２
０
２
１
年
２
月
か
ら
放
送
開
始
。
こ
れ
ま
で
１
３
回
放
送
さ
れ
て
い
る
。
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既
存
音
声
を
利
用
し
た
ボ
イ
ス
タ
ー
製
作

発
話

読
み
上
げ

自
発
的

ﾃ
ｷ
ｽ
ﾄ

設
計
さ
れ
た
原
稿

自
由
度
は
高
い

表
情

概
ね
一
様

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
多
い

ボ
イ
ス
タ
ー

製
作
工
程

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

♪
ム
カ
シ

ム
カ
シ
、

ア
ル
ト
コ

ロ
ニ

「
昔
々
あ
る
所
に
…
」

専
用
の
原
稿
を
読
み
上
げ
て

音
声
収
録
を
行
う

ラ
ジ
オ
番
組
出
演
時
の
高
品
質
な
収
録
音
声
を
、

局
が
保
存
し
て
く
れ
て
い
た

通
常

今
回

今
回

通
常

（
の
ボ
イ
ス
タ
ー
製
作
の
流
れ
）

•
受
賞
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

元
札
幌
交
響
楽
団
コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ

大
平
ま
ゆ
み
さ
ん

道
新
文
化
賞
受
賞

20
20
年
〇
月
〇
日

大
平
さ
ん
の
『
第
二
幕
』

A
ir
G

朝
ク
ラ

『
F
ro
m
M
y
H
ea
rt
（
フ
ロ
ム
マ
イ
ハ
ー
ト
）
』

放
送
原
稿
は
、
大
平
さ
ん
が
意
思
伝
達
装

置
T
C
ス
キ
ャ
ン
を
使
い
視
線
で
操
作
し

て
執
筆
し
て
い
ま
す

Ａ
Ｌ
Ｓ
の
ラ
ジ
オ
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
「よ
ね
ざ
わ
か
ず
や
」氏

と
は
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S
p
ec

ia
l

S
p
ec

ia
l
T
h
a
n
k
s

T
h
a
n
k
s

米
沢
和
也
さ
ん

(A
L
S
患
者
・故

人
)

米
沢
晴
美
さ
ん

(米
沢
さ
ん
の
奥
様

)
大
平
ま
ゆ
み
さ
ん

(A
L
S
患
者
・バ

イ
オ
リ
ニ
ス
ト
)

資
料
提
供
高
山
秀
毅
さ
ん

(F
M

 A
ir
G
)

音
声
編
集
渡
辺
聡
さ
ん

(ヒ
ュ
ー
マ
ン
テ
ク
ノ
シ
ス
テ
ム
）

渡
辺
道
子
さ
ん

(ボ
ン
ボ
ズ

)
写
真
提
供
日
本

A
L
S
協
会

青
木
さ
ん

動
画
編
集
鴨
崎
有
里

(i
C
a
re
ほ
っ
か
い
ど
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

)
助
言

蛸
島
八
重
子

(i
C
a
re
ほ
っ
か
い
ど
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

)
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シ
ー
ズ
・ニ
ー
ズ
マ
ッ
チ
ン
グ
交
流
会

2
0

2
1

2
0

2
１
年

1
0
月
９
日

か
え
る
キ
ッ
ズ
の
お
助
け
隊

人
工
呼
吸
器
を
使
う
子
ど
も
と

家
族
の
た
め
の

「か
え
る
の
オ
フ
ロ
」が
で
き
る
ま
で

E
ri
.O
h
iz
u
m
i@
g
m
a
il
.c
o
m

大
泉
え
り

F
a
c
e
b
o
o
k
：
大
泉
江
里

～
好
事
例
賞
受
賞
と
そ
の
後
～

・脊
髄
性
筋
萎
縮
症
（Ｓ
Ｍ
Ａ
）Ⅰ

型

・
超
重
症
児
ス
コ
ア
34
点

気
管
切
開

人
工
呼
吸
器
24
時
間
管
理

経
管
栄
養
（胃

瘻
）

吸
引
回
数

6回
以
上
/日

体
位
交
換

6回
以
上
/日

・Ａ
Ｄ
Ｌ
全
介
助

・意
思
疎
通
は
良
好

・発
話
可
能
だ
が
不
明
瞭

・側
弯
あ
り

・手
の
ス
イ
ッ
チ
で
パ
ソ
コ
ン
操
作

M
y
 d

a
u

g
h

te
r

奈
倉
道
明
：
小
児
在
宅
医
療
の
実
態

医
療
的
ケ
ア
児
の
全
国
の
動
向
、
在
宅
医
療

0-
10

0
4(
4)
、

31
5-
32

0、
20

19

背
景

4,
17

8人
20

18
年

推
計
値

Ｓ
Ｍ
Ａ
（脊
髄
性
筋
萎
縮
症
）
Ⅰ
型
と
は

脊
髄
性
筋
萎
縮
症
（s

pi
n
al

 m
u
sc

u
la

r 
at

ro
ph

y,
Ｓ
Ｍ
Ａ
）

（S
M
A診

療
マ
ニ
ュ
ア
ル
編
集
委
員
会
、
20
12
）

・１
歳
未
満
で
人
工
呼
吸
器
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
が
必
要

・進
行
性
の
神
経
難
病

・脊
髄
か
ら
先
（体

幹
・手

足
）の

筋
力
低
下
と
筋
萎
縮

・座
位
保
持
（定

頸
）が

生
涯
不
可
能

・生
後
６
か
月
ま
で
の
発
症
は
重
症
型
（
Ⅰ
型
）
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入
浴
方
法
の
変
遷

二
代
目 三
代
目

四
代
目

第
一
フ
ェ
ー
ズ
考
察
入
浴
習
慣
の
成
り
立
ち

多
様
な

多
様
な

多
様
な

入
浴
習
慣

入
浴
習
慣

介
助
者

住
環
境

生
活

リ
ズ
ム

本
人
の

状
態

実
態
把
握

面
接
調
査

量
的
な
実
状
調
査

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

【第
一
フ
ェ
ー
ズ
】

【第
二
フ
ェ
ー
ズ
】

Ｓ
Ｍ
Ａ
Ⅰ
型
児
の
在
宅
入
浴
習
慣
の
調
査

・
SM

AⅠ
型
児
（2
-1
7歳

，
33
歳
）

を
育
て
る

1
1
家
族
を
訪
問

・2
0
1
6
年

8
月
～

1
1
月

・2
0
1
5
年

4
月
～

2
0
1
6
年

2
月

・入
浴
習
慣
の
多
様
性
要
因
の
抽
出

・S
M
A
Ⅰ
型
児
を
介
護
す
る
保
護
者
に

・全
国
22
都
道
府
県
か
ら
44
人

回
答
率
80
％
→

・
母
親
39
・父

親
５
（2
6-
49
歳
、
38
.4
±
5.
9歳

）

・男
子
21
・女

子
22
・不

明
1

（1
-2
0歳

、
7.
1±

4.
8歳

）

関
心
の
高
さ

第
一
フ
ェ
ー
ズ
調
査
の
結
果
報
告

助
成
い
た
だ
き
ま
し
た

公
益
財
団
法
人

在
宅
医
療
助
成

勇
美
記
念
財
団

H
P

「
報
告
書
一
覧
」
か
ら

閲
覧
・ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

も
可
能
！

（N
o
.1

0
8
2
）
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第
二
フ
ェ
ー
ズ
調
査
結
果

1
2
名

2
7
％

1
1
名

2
5
％

3
名

7
％ 5
名

1
1
％

7
0
％

成
長
に
伴
う
課
題

ひ
ょ
ろ
長
い
身
体

第
二
フ
ェ
ー
ズ
調
査
結
果

入
浴
中
も
呼
吸
確
保
の
緊
迫

入
浴
中
の
呼
吸
の
安
定
方
法
　
（n
=4
4　
複
数
回
答
）

ｎ
（%
）

蘇
生
バ
ッ
グ
（
ア
ン
ビ
ュ
ー
バ
ッ
グ
等
）

26
59

%

人
工
呼
吸
器

19
43

%

酸
素
吸
入

7
16

%

そ
の
他
（
人
工
鼻
の
み
、
持
続
吸
引
）

3
7%

吸
引
　
　

35
8
0
%

第
二
フ
ェ
ー
ズ
調
査
結
果

何
が
困
難
か
？

入
浴
ケ
ア
リ
ス
ク

と
て
も
高
い
…

困
難

呼
吸
の
確
保

身
長
が
す
ご
く
伸
び
る
！

入
浴
方
法
の
変
更
必
要

気
管
切
開
孔
に
水
を
入
れ
な
い
！

救
急
対
応

脱
臼
や
骨
折

体
温
調
節

頭
・首

の
安
定
固
定
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第
二
フ
ェ
ー
ズ
調
査
結
果

•
超
重
症
児
の
在
宅
お
ふ
ろ
研
究

•
介
護
当
事
者
に
よ
る
看
護
学
会
発
表

本
邦
初
？
！

15

毎
日
新
聞

20
17
年
8月

23
日
朝
刊

動
画
ニ
ュ
ー
ス
（2
01

7年
8月

22
日
）

反
響
の
メ
ー
ル

切
実
・・
・！

在
宅
お
ふ
ろ
研
究

お
子
さ
ん
本
人
は

入
浴
す
る
の
が
好
き
で
あ
る

介
助
者
（
あ
な
た
自
身
）
は

お
子
さ
ん
の
入
浴
介
助
が

好
き
で
あ
る

お
子
さ
ん
の
入
浴
介
助
は

大
変
だ
が
頑
張
り
た
い

や
や
そ
う
思
う
・そ
う
思
う

ど
ち
ら
で
も
な
い

あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い

そ
う
思
わ
な
い

第
二
フ
ェ
ー
ズ
調
査
結
果

人
工
呼
吸
器

を
使
う

子
ど
も
と
家
族
の
た
め
の

F
a
c
e
b

o
o
k
や

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ

か
え
る
キ
ッ
ズ
の
お
助
け
隊

簡
易
浴
槽
「か
え
る
の
オ
フ
ロ
」開
発
・販
売
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開
発
の
ポ
イ
ン
ト

◎
頭
を
へ
り
に
、
介
助
者
が
手
を
離
せ
る

◎
１
回
の
移
乗

洗
髪
、
体
洗
い
、
湯
に
浸
か
り
、

排
水
ま
で
可
能

◎
お
湯
に
浸
か
っ
て

ゆ
っ
た
り
♪
ゆ
ら
ゆ
ら
♪

◎
ビ
ニ
ー
ル
素
材
で

準
備
、
片
づ
け
、
持
ち
運
び
も
楽
チ
ン

★
気
管
切
開
部
：高

い
位
キ
ー
プ
！

使
い
方
例
（1
坪
タ
イ
プ
浴
室
）

*Ｓ
サ
イ
ズ

*Ｍ
サ
イ
ズ

バ
ス
チ
ェ
ア
で
高
さ
を
出
し
て
い
ま
す
。

※
付
属
品
に
は
入
っ
て
い
ま
せ
ん
。

安
心
し
て
使
っ
て
い
た
だ
き
た
い
の
で

医
療
者
と
の
デ
モ
使
用
は
必
須
！

開
発
の
難
題 ▲
肩
に
お
湯
が
た
ま
る

▲
早
く
、
ス
ッ
キ
リ
、
排
水

▲
お
尻
の
位
置
が
下
が
る

⇒
シ
ャ
ワ
ー
ヘ
ッ
ド
の
向
き
に
注
意

⇒
ス
リ
ン
グ
の
工
夫

⇒
下
敷
き
マ
ッ
ト
、
排
水
口
の
工
夫

個
別
性
と
多
様
性
へ
の
余
地
を
残
し

最
終
調
整
は
現
場
へ
託
す
！

シ
ャ
ワ
ー
浴
で
い
つ
も
泣
い
て
い
た
お
子
さ
ん
が

ス
ヤ
ス
ヤ
寝
て
し
ま
っ
て

体
も
ほ
っ
ぺ
も
ほ
ん
の
り
赤
く
な
っ
て

温
ま
っ
て
よ
か
っ
た
で
す

そ
の
子
の
お
母
さ
ん
も
嬉
し
そ
う
で
し
た
。

お
客
様
の
声

「
お
湯
に
浸
か
る
こ
と
の
大
切
さ
」

改
め
て
・
・
・

デ
モ
の
ご
感
想
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ニ
ー
ズ
へ
の
対
応

当
事
者
が
も
つ
リ
ア
ル
な
力
を
活
用
す
る
に
は
？

身
長
１
２
０
ｃ
ｍ
以
上
の
ニ
ー
ズ
が
多
い
！

対
応
で
き
て
い
な
い

社
会
資
源
の
活
用

・医
療
的
ケ
ア
児
対
応
の
放
課
後
デ
イ

・日
中
一
時
預
か
り

・
訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス

不
足

地
域
格
差

当
事
者
と
専
門
家

対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を

組
ん
で
生
産
す
る
モ
デ
ル

共
同
創
造

こ
れ
か
ら
も

気
管
切
開
を
し
た
人
工
呼
吸
器
を
使
う
子
ど
も
の

入
浴
ケ
ア
は
、
高
度
な
看
護
技
術
と
知
識
が
必
要
。

介
助
者
も
複
数
必
要
。

成
長
発
達
の
段
階
に
応
じ
て
、
安
全
性
を
確
保
し

た
入
浴
を
実
施
で
き
る
よ
う
に
、
製
品
開
発
と
情

報
共
有
、
社
会
サ
ー
ビ
ス
の
促
進
を
切
望
す
る
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
ア
ド
ボ
ケ
イ
ト

（
家
族
の
代
弁
者
・
社
会
的
ア
ク
シ
ョ
ン
の
担
い
手
）
と
し
て

7 7

何
の
数
字
？

好
事
例
賞
特
別
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
よ
せ
て

➢➢
製
品
の
先
に
、
人
の
暮
ら
し
が
見
え
る

人
っ
て
、
体
が
清
潔
に
な
る
と
、
不
思
議
と
ね

前
向
き
な
気
持
ち
に
な
っ
た
り
、
お
湯
に
浸
か
る
と
幸
せ
な
気
持
ち
に
な
っ

た
り
ね
、
笑
顔
が
出
る
ん
だ
よ
。
健
康
な
人
に
は
分
か
ら
な
い
と
思
う
な
～

ア
ー
ス
サ
ポ
ー
ト
株
式
会
社

森
山
典
明
代
表
取
締
役
社
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
よ
り

心
と
体
の
安
心
・安

全
な
ベ
ー
ス

食
事

睡
眠

排
泄

入
浴

人
と
の
つ
な
が
り

自
己
有
用
性

必
要
と
さ
れ
る

機
会

か
け
が
え
の
な
い
日
常

意
思
伝
達

清
潔

着
脱
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好
事
例
賞
特
別
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
よ
せ
て

人
間
の
究
極
の
幸
せ
は

愛
さ
れ
る
こ
と

ほ
め
ら
れ
る
こ
と

人
の
役
に
立
つ
こ
と

人
に
必
要
と
さ
れ
る
こ
と

の
４
つ
で
す

引
用
：日

本
理
化
学
工
業
株
式
会
社
HP

現
場
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
・伴

走
型
支
援
へ

人
は

幸
せ
に
な
り
た
い
と

思
い
続
け
て
よ
い

そ
の
た
め
の
道
具
、
使
い
方
事
例

た
く
さ
ん
知
り
た
い
。
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
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シ
ー
ズ
・
ニ
ー
ズ
マ
ッ
チ
ン
グ

シ
ー
ズ
・
ニ
ー
ズ
マ
ッ
チ
ン
グ

交
流
会

シ
ー
ズ
・
ニ
ー
ズ
マ
ッ
チ
ン
グ

シ
ー
ズ
・
ニ
ー
ズ
マ
ッ
チ
ン
グ

交
流
会
20
21

福
祉
機
器
の
利
用
と
開
発
の
状
況
報
告

20
21

年
10

月
10

日
20
21

20
21

20
21 日

本
20
21

年年
101010 A
LS

日
月月
1010

日日
10

月月
協
会

日
本

日
本

日
本
AL
S

AL
S

AL
S

AL
S

AL
S

AL
S

AL
S協

会
協
会

協
会

協
会

岸
川
忠
彦

1

障
害
者
自
立
支
援
機
器

シ
ー
ズ
へ
の
ヒ
ン
ト

神
奈
川
県
支
部

患
者
・
家
族
の
会
員
数

：
約
10
0名

患
者
は
案
外
と
身
近
に
い
ま
す
：
神
奈
川
県
の
例

5.
0k
m

直
径
5キ

ロ
の
範
囲

■
7個

→
35
名

直
径
5キ

ロ
の
範
囲

■
1個

→
5名

加
入
率
が
約
20

％
な
の
で
点
の
数
は

5倍
に
な
る

★

◆
特
徴

：
運
動
神
経
が
変
性
し
て
命
令
が
伝
わ
ら
な
く
な
っ
て
筋
肉
が

動
か
せ
ず
廃
用
に
な
り
委
縮
す
る
進
行
性
・
原
因
不
明
の
疾
患

◆
大
ま
か
に
二
つ
の
タ
イ
プ

約
75
%

：
は
じ
め
に
、
手
足
が
動
き
に
く
く
な
る
タ
イ
プ

約
25
%

：
は
じ
め
に
、
し
ゃ
べ
っ
た
り
飲
み
込
ん
だ
り
出
来
な
く
な
る
タ
イ
プ

最
終
的
に
は
手
足
と
口
の
両
方
、
全
身
に
障
害
が
進
み
ま
す

筋
委
縮
性
側
索
硬
化
症
（
AL
S）

に
つ
い
て

Am
yo
tro
ph
ic
筋
萎
縮
性
La
te
ra
l側

面
Sc
le
ro
si
s硬

化
(症
)

◆
患
者
数

：
全
国
で
約
10
,0
00

人
の
患
者

◆
発
症
数

：
毎
年
約
2,
30
0人

が
発
症

◆
男
/女

比
：
1.
3～
1.
4対
1.
0

男
性
が
多
い

2

◆
発
症
年
齢

：
50
～
74
歳
が
多
い
→
中
途
障
害
者

◆
約
95
％
が
孤
発
性
、
約
5％

が
遺
伝
性

◆
治
療
法
・
薬

リ
ル
テ
ッ
ク
と
ラ
ジ
カ
ッ
ト

：
共
に
発
症
初
期
の
進
行
抑
制
効
果
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

★

障
害
が
進
行
す
る
が
、
、
、
進
行
の
様
相
は
一
人
一
人
違
う
（
進
行
の
個
別
性
が
大
き
い
）

筋
委
縮
性
側
索
硬
化
症
（
AL
S）

に
つ
い
て

Am
yo
tro
ph
ic
筋
萎
縮
性
La
te
ra
l側

面
Sc
le
ro
si
s硬

化
(症
)

→
生
活
の
質
の
向
上

大←重症度→小

（
1年

）
（
4年

）
（
5年

）
経
過
期
間

週
（
年
）

重
症
度
が
最
大

に
な
っ
て
も
制

度
や
自
立
支
援

機
器
を
利
用
し

て
療
養
生
活
を

送
っ
て
い
る
患

者
は
増
え
て
い

る

★

障
害
が
進
行

→
呼
吸
筋
が
動
か
せ
な
い

→
死
に
至
る
病
気

→
人
工
呼
吸
器
等
医
療
機
器
の
発
展

→
死
に
は
至
ら
な
い
病
気

→
死
な
な
け
れ
ば
良
い

→
患
者
・
家
族
は
個
別
性
に
合
わ
せ
た
自
立
支
援
機
器
の
発
展
に
期
待
を
寄
せ
て
い
る

→
自
立
支
援
機
器
の
発
展
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普
段
の
生
活

朝
起
床

朝
食

(薬
)

歯
磨
き

洗
顔

着
替
え

ト
イ
レ

昼
昼
食

(薬
)

歯
磨
き

ト
イ
レ

訪
問
入
浴

晩
夕
食

(薬
)

歯
磨
き

薬
ト
イ
レ

就
寝

(寝
返
り

)

人 工 呼 吸 器 ・ （ 喀 痰 ） 吸 引 器

電 動 歯 ブ ラ シ ・ 入 浴 機 材

電 動 ベ ッ ド ・ リ フ タ ー ・ ト イ レ

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 機 器 ・ ス イ ッ チ

ミ キ サ ー ・ テ レ ビ ・ 照 明

ガ ス ・ 水 道 ・ 空 調 ・ レ ン ジ ・ ポ ッ ト

電
気
/電
子
機
器
（ハ
ー
ド
）

操 作 ・ 運 用 は 人 間

だ け ど ・ ・ ・ 自 動 で

出 来 た ら い い な

操
作
・運
用
（ソ
フ
ト
）

普
段
の
生
活
、
そ
れ
を
支
え
て
い
る
も
の

日 中 活 動 （ 仕 事 ）

★

普
段
の
生
活
：

文
字
盤
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

日
常
会
話
は
文
字
盤
で

初
め
は
指
差
し
方
式
で
、
慣
れ
た
ら

ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト
で
言
葉
を
紡
ぐ

7

込
入
っ
た
内
容
は
伝
の
心
（
パ
ソ
コ
ン
）
で

読 み 取 っ た 文 字 を 忘 れ て し

ま う の で 自 動 記 録 し て 後 で

音 声 に 変 換 で き な い か な ぁ

★

普
段
の
生
活
：

ア
ラ
ー
ム
ス
イ
ッ
チ
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

体
が
動
か
ず
、
声
も
出
な
い
：
ア
ラ
ー
ム
で
呼
び
出
す

車
椅
子

ベ
ッ
ド

ほ
っ
ぺ
た
で
触
る

耳
で
触
る

手
は
全
く
動
か
せ
ま
せ
ん

首
を
少
し
回
せ
ま

す

6

ス
イ
ッ
チ

ス
イ
ッ
チ

普
段
の
生
活
：

胃
ろ
う
か
ら
の
食
事
（
経
管
栄
養
）

・
口
か
ら
の
飲
込
み
が
出
来
な
い
の
で
胃
ろ
う
か
ら
注
入
し
て
食
事

・
好
物
は
口
か
ら
で
も
大
丈
夫
な
ど
、
不
思
議
な
例
外
は
あ
り
ま
す
ケ
ド
、
、
）

シ
リ
ン
ジ

チ
ュ
ー
ブ

8
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普
段
の
生
活
：
ミ
キ
サ
ー
食

家
族
と
同
じ
メ
ニ
ュ
ー
を
ミ
キ
サ
ー
食
に
す
る

た
こ
焼
き

梨

ト
マ
ト

ご
飯
と
ス
ー
プ

ミ
キ
サ
ー

9
ミ
キ
サ
ー
は
空
気
を
噛
み
こ
ん
で
食
材
が
酸
化
し
や
す

い
の
で
味
が
変
わ
る
け
ど
栄
養
成
分
は
ど
う
な
の
か
な

★

移
乗
（
最
近
は
リ
フ
ト
が
主
）

支
え
て
い
れ
ば
立
っ
て
い
ら
れ
る
時
期
が
あ
り
ま
し
た
が
、

最
近
は
足
の
力
が
弱
く
て
立
つ
こ
と
が
難
し
い
で
す

11

今
は
、
ほ
と
ん
ど
リ
フ
ト
と
吊
り
具
で

移
乗
し
て
い
ま
す

体
幹
保
持
機
能
が
な
く
な

る
と
吊
り
具
か
ら
ず
り
落

ち
そ
う
に
な
る
ん
だ
よ
ね

★

普
段
の
生
活
：

歯
磨
き
（
口
腔
ケ
ア
）

・
歯
磨
き
（
口
腔
ケ
ア
）
は
、
誤
嚥
性
肺
炎
の
リ
ス
ク
回
避
で
も
あ
り
ま
す

・
胃
ろ
う
か
ら
の
食
事
の
場
合
で
も
、
口
腔
ケ
ア
は
大
事
で
す

10
・
口
が
動
か
な
く
な
っ
た
ら
顎
の
関
節
が
拘
縮
し
な
い
よ
う
な
ケ
ア
も
必
要

12

ト
イ
レ

ベ
ッ
ド

リ
フ
ト

ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ

狭
い
家
だ
け
ど

ポ
ー
タ
ブ
ル
で
な

く
て
家
の
ト
イ
レ

で
用
を
足
し
た

い
な

★
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パ
ソ
コ
ン
（
伝
の
心
）

メ
ー
ル
・
執
筆
・
ネ
ッ
ト
・

SN
S

13

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン

ス
イ
ッ
チ

枕

車
い
す

PC
ス
タ
ン
ド

ニ
ャ
ン
コ
先
生

視 線 入 力 も 魅 力 だ け ど ス イ ッ

チ で 入 力 も 捨 て が た い

こ の 先 、 視 線 入 力 や ス イ ッ チ 操

作 が 出 来 な く な っ た ら ど う し

よ う か な ？

★

普
段
の
生
活
：

ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
と
買
い
物

15

も
っ
と
快
適
な
車

い
す
は
無
い
か
な

★

普
段
の
生
活
：
訪
問
入
浴

体
が
全
く
動
か
な
い
の
で
家
の
お
風
呂
は
入
れ
な
い
。

2-
3人

体
制
で
入
浴

気
管
切
開
部
か
ら
水

が
入
ら
な
い
よ
う
に

用
心
し
な
け
れ
ば

14
★

普
段
の
生
活
：
電
車
で
外
出

事
前
に
連
絡
す
れ
ば
駅
員
さ
ん
が
目
的
地
ま
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
ま
す

16

う っ か り 手 が 離 れ た 時

に 自 動 で ス ト ッ パ ー が

か か る と 安 心 だ け ど

★
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そ
の
他

•
鼻
を
か
む

•
テ
レ
ビ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
・
音
量

•
手
を
揉
ん
で
欲
し
い

•
お
茶
を
飲
み
た
い

•
か
ゆ
い
所
を
か
い
て
欲
し
い

•
本
を
読
み
た
い

•
吸
引

17

何
と
か
機
械
で
簡
単
に

出
来
な
い
か
な
、
、
、

★

普
段
の
生
活
：
気
管
切
開
部
か
ら
の
吸
引

い
つ
、
痰
が
た
ま
る
か
わ
か
ら
な
い

常
時
、
見
守
り
が
必
要

19

常
時
吸
引
で
き
る

機
器
が
あ
る
け
ど
、

も
っ
と
ラ
イ
ン

ナ
ッ
プ
が
あ
る
と

助
か
る

★

就
寝

•
寝
返
り
→
就
寝
中
は
２
時
間
に
１
回
,と

き
ど
き
吸
引
。

１
１
時
３
０
分
～
７
時
の
間
に
３
，
４
回 18

体
幹
の
機
能
が
落
ち
た
と
き
の
寝
返

り
は
人
手
で
や
る
の
が
一
番
だ
け

ど
、
、
、

で
も
、
自
動
で
で
き
る
と
助
か
る

★

普
段
の
生
活
：
吸
引
機

吸
引
器
は
必
需
品

メ
イ
ン
の
吸
引
器
（
A
C
電
源
）

非
常
用
吸
引
器
（
足
踏
み
式
）

20
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災
害
が
起
っ
た
ら

質
問
：

体
が
動
か
な
い
、
発
声
が
で
き
な
い
、

気
管
切
開
を
し
て
い
る
。

人
に
よ
っ
て
は

人
工
呼
吸
器
を
装
着
し
て
る
・
・
・

災
害
が
起
っ
た
ら
？

21

日
本
AL
S協

会
福
祉
機
器
・
看
護
/介

護
分
野
の
研
究
・
開
発
へ
の
助
成

19
96

～
20
21

年
度
（
H8

～
令
和
3年

度
）
の
26

年
間

奨
励
金
交
付
総
額
：
2,
73
7万

円
交
付
総
件
数

：
60

件
20
00
年
度

山
本

真
大
分
県
勤
労
者
医
療
生
協
大
分
協
和
病
院
診
療
部
長
（
当
時
）

在
宅
人
工
呼
吸
管
理
下
の
AL
S患

者
に
対
す
る
、
自
己
制
御
機
能
を
有
す
る
自

動
吸
引
装
置
の
開
発

20
19
年
度

小
澤

邦
昭

東
洋
大
学

工
業
技
術
研
究
所
・
客
員
研
究
員
（
当
時
）

試
験
デ
ー
タ
利
用
に
よ
る
Ye
s/
No

意
思
伝
達
装
置
の
正
答
率
向
上

20
15
年
度

伊
藤

史
人

島
根
大
学
総
合
理
工
学
研
究
科

助
教
（
当
時
）

ロ
ー
コ
ス
ト
視
線
入
力
装
置
に
よ
る
意
思
伝
達
環
境
の
構
築
お

よ
び
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成

手
動
の
機
器

非
常
電
源

（
非
常
発
電
機
・
バ
ッ
テ
リ
ー
）

動
け
る
ヘ
ル
パ
ー
・
支
援
者
さ
ん

災
害
時
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

地
域
の
人
々
・
消
防
団

事
前
の
避
難

自
立
支
援
機
器
は

非
常
時
に
誰
も
が
、
簡
単
に

操
作
で
き
る
よ
う
な
も
の
が

良
い
ね

★

日
本
AL
S協

会
福
祉
機
器
・
看
護
/介

護
分
野
の
研
究
・
開
発
へ
の
助
成
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シ
ー
ズ
・
ニ
ー
ズ
マ
ッ
チ
ン
グ

シ
ー
ズ
・
ニ
ー
ズ
マ
ッ
チ
ン
グ

交
流
会

シ
ー
ズ
・
ニ
ー
ズ
マ
ッ
チ
ン
グ

シ
ー
ズ
・
ニ
ー
ズ
マ
ッ
チ
ン
グ

交
流
会
20
21

20
21

福
祉
機
器
の
利
用
と
開
発
の
状
況
報
告

福
祉
機
器
の
利
用
と
開
発
の
状
況
報
告

福
祉
機
器
の
利
用
と
開
発
の
状
況
報
告

福
祉
機
器
の
利
用
と
開
発
の
状
況
報
告

20
21

20
21

20
21

20
21 日

本
20
21

年年
101010 A
LS

日
月月
1010

日日
10

月月
協
会

日
本

日
本

日
本
AL
S

AL
S

AL
S

AL
S

AL
S

AL
S

AL
S協

会
協
会

協
会

協
会

岸
川
忠
彦

25

障
害
者
自
立
支
援
機
器

シ
ー
ズ
へ
の
ヒ
ン
ト

シ
ー
ズ
へ
の
ヒ
ン
ト

20
21

20
21

20
21

20
21

20
21

年年
101010

日
月月
1010

日日
10

月月

シ
ー
ズ
へ
の
ヒ
ン
ト

年年
月月月月

ご
静
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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令
和
２
年
度
障
害
者
総
合
福
祉
推
進
事
業

「
ロ
ボ
ッ
ト
等
を
活
用
し
た
障
害
者
支
援
手
法
の
開
発
に
向
け
た
調
査
研
究
事
業
」

実
施
報
告

障
害

分
野

に
お

け
る

ロ
ボ

ッ
ト

技
術

の
活

用
に

関
す

る
研

究
報

告

令
和
3
年
1
0
月
1
0
日

地
域
戦
略
研
究
部

副
主
任
研
究
員
加
藤
善
崇

１
．
本

事
業

の
背

景
と

目
的

2

国
に
お
い
て
は
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
生
産
性
向
上
や
職
員
の
負
担
軽
減
に
向
け
た
サ
ー
ビ

ス
提
供
現
場
へ
の
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
促
進
を
政
策
の
柱
の
1つ
と
し
て
定
め
て
い
る
。

厚
生
労
働
省
に
お
い
て
も
、
「
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
の
介
護
利
用
に
お
け
る
重
点
分
野
（
6
分
野
1
3

項
目
）
」
を
定
め
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
開
発
・
導
入
に
向
け
た
様
々
な
施
策
が
先
行
し
て
展
開
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
有
料
老
人
ホ
ー
ム
等
を
中
心
に
、

少
し
ず
つ
で
は
あ
る
が
ロ
ボ
ッ
ト
介
護
機
器
の
導
入
が
進
ん
で
い
る
。

出
所
：
厚
生
労
働
省
資
料

は
じ

め
に

1

【
会

社
概

要
】

名
称

株
式
会
社
浜
銀
総
合
研
究
所

h
tt
ps
：
w
w
w
.y
o
ko
h
am
a-
ri
.c
o
.jp

本
社
所
在
地

〒
2
2
0
－
8
6
1
6

横
浜
市
西
区
み
な
と
み
ら
い
3
-
1
-
1
横
浜
銀
行
本
店
ビ
ル
4
F

電
話
0
4
5
（
2
2
5
）
2
3
7
1(
代
表
)

設
立
年
月
日

1
9
8
8
年
7
月
2
1
日

資
本
金

1
億
円

取
引
銀
行

横
浜
銀
行

社
員
数

1
2
5
名
（
役
職
員
数
）
（
2
0
2
1
年
4
月
1
日
現
在
）

経
営
理
念

先
見
性
と
創
造
性
と
専
門
性
を
発
揮
し
、
幅
広
い
情
報
の
提
供
を
通
じ
て
地
域
の
将
来

の
発
展
に
貢
献
す
る

１
．
本

事
業

の
背

景
と

目
的

3

障
害
福
祉
分
野
に
お
い
て
も
、
職
員
の
負
担
軽
減
や
業
務
の
効
率
化
、
支
援
の
質
の
向

上
な
ど
の
観
点
か
ら
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
実
際
に
一
部
の
施
設
等
に
お
い

て
は
積
極
的
に
ロ
ボ
ッ
ト
介
護
機
器
を
活
用
す
る
事
例
が
み
ら
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
多
く
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
介
護
機
器
に
関
す
る

情
報
を
有
し
て
い
な
い
と
み
ら
れ
る
。

ま
た
、
ど
の
よ
う
な
支
援
行
為
に
ロ
ボ
ッ
ト
介
護
機
器
を
活
用
す
る
こ
と
が
負
担
軽
減
や
生

産
性
向
上
を
通
じ
た
職
場
環
境
の
改
善
に
効
果
的
か
と
い
っ
た
点
や
、
ロ
ボ
ッ
ト
介
護
機
器

の
活
用
を
前
提
と
し
た
支
援
手
法
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
が
整
理
さ
れ
て
い
な
い
現
状
が
あ
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
て
、
弊
社
で
は
厚
生
労
働
省
の
障
害
者
総
合
福
祉
推
進
事
業
を

活
用
し
て
、
障
害
分
野
に
お
け
る
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
の
活
用
に
関
す
る
研
究
（
以
下
、
本
事
業
）

を
実
施
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１
．
本

事
業

の
背

景
と

目
的

4

本
事
業
の
目
的
は
以
下
の
通
り
。

障
害
児
者
向
け
の
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
C
O
V
ID
-
19

状
況
下
に
お
け
る
事
業
所
の
業
務
量
や
業
務
負
担
等
に
関
す
る
実
態
を
把
握
す
る
と
と
も

に
、
ロ
ボ
ッ
ト
介
護
機
器
の
導
入
状
況
や
導
入
に
あ
た
っ
て
の
課
題
、
期
待
さ
れ
る
ロ
ボ
ッ

ト
介
護
機
器
の
機
能
等
に
つ
い
て
把
握
。

調
査
結
果
の
分
析
を
通
じ
、
ロ
ボ
ッ
ト
介
護
機
器
の
活
用
に
よ
り
効
率
化
や
支
援
の
質
の

向
上
が
期
待
さ
れ
る
も
の
を
抽
出
し
、
支
援
行
為
ご
と
の
具
体
的
な
機
器
活
用
の
ポ
イ
ン
ト

を
検
討
。

既
に
ロ
ボ
ッ
ト
介
護
機
器
等
を
導
入
し
て
い
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
に
対
し
て
、
ヒ

ア
リ
ン
グ
調
査
を
実
施
し
、
ロ
ボ
ッ
ト
介
護
機
器
等
を
導
入
す
る
際
の
ポ
イ
ン
ト
や
プ
ロ
セ
ス

の
実
態
等
に
つ
い
て
、
把
握
。

調
査
結
果
お
よ
び
機
器
活
用
の
ポ
イ
ン
ト
を
整
理
し
、
報
告
書
・概
要
版
を
作
成
。

→
関
係
機
関
へ
配
布
。
ロ
ボ
ッ
ト
介
護
機
器
導
入
を
検
討
す
る
契
機
。

【
調

査
目

的
】

１
．
本

事
業

の
背

景
と

目
的

6
出
所
：
浜
銀
総
合
研
究
所
「
ロ
ボ
ッ
ト
等
を
活
用
し
た
障
害
者
支
援
手
法
の
開
発
に
向
け
た
調
査
研
究
事
業
結
果
報
告
書
」
（
令
和
2年
度
障
害
者
総
合
福
祉
推
進
事
業
）
（
以
下
同
様
）

１
．
本

事
業

の
背

景
と

目
的

5

【
本
事
業
に
お
け
る
ロ
ボ
ッ
ト
介
護
機
器
の
範
囲
】

「
情
報
を
感
知
し
（
セ
ン
サ
ー
系
）
、
判
断
し
（
知
能
・
制
御
系
）
、
動
作
す
る
（
駆
動
系
）
」
と
い

う
3
つ
の
要
素
技
術
の
全
て
あ
る
い
は
い
ず
れ
か
を
有
す
る
知
能
化
し
た
機
械
シ
ス
テ
ム
の

う
ち
、
主
と
し
て
ケ
ア
の
質
の
向
上
や
介
護
者
の
負
担
軽
減
に
資
す
る
機
器
。

「
障
害
者
本
人
が
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
（
結
果
と
し
て
）
職
員
の
負
担
軽
減
に
も
な
る
」
機

器
。

利
用
者
の
体
調
管
理
（
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
端
末
）
や
就
労
の
た
め
の
面
接
訓
練
等
が
可
能
な

V
R
機
器
、
書
類
作
成
補
助
の
た
め
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
な
ど
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
「
セ
ン
サ

ー
系
、
知
能
・
制
御
系
、
駆
動
系
」
と
い
う
3
要
素
の
全
て
を
満
た
し
た
も
の
で
は
な
い
が
、
障

害
福
祉
領
域
に
お
け
る
ロ
ボ
ッ
ト
介
護
機
器
の
活
用
促
進
の
観
点
か
ら
、
本
調
査
に
お
い

て
は
範
囲
の
対
象
。

7

２
．
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

結
果

（
１
）
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施
概
要

（
２
）
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
（
施
設
票
）

（
３
）
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
（
職
員
票
）

130－ －



２
．
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

結
果

8

（
１
）
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施
概
要

「
施
設
票
」
と
「
職
員
票
」の
2種
類
の
調
査
票
を
用
い
て
、
郵
送
配
布
、
郵
送
回
収
。

配
布
件
数
は
独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構
W
A
M
N
E
T
の
全
国
の
事
業
所
デ
ー
タ
か
ら

2
,0
0
0
事
業
所
を
抽
出
。

実
施
時
期
は
2
0
20
年
1
1月
12
日
～
20
2
0年
12
月
11
日
。
（約
１
か
月
間
）

調
査
票

回
答
対
象
者

調
査
項
目

回
収
数

施
設
票

①
施
設
入
所
支

援
、
共
同
生
活
援
助
、
障
害
児
入
所
支
援
の

②
い
ず
れ
か
の

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
施
設
・
事
業
所
の
施
設
長

施
設
の
状
況
に
つ
い
て

施
設
の
職
員
の
業
務
や
業
務
の
負
担
感
に
つ
い
て

（
日
勤
・
夜
勤
別
）

ロ
ボ
ッ
ト
介
護
機
器
等
の
導
入
の
可
能
性
に
つ
い
て

ロ
ボ
ッ
ト
介
護
機
器
等
の
現
状
に
つ
い
て

ロ
ボ
ッ
ト
介
護
機
器
等
の
導
入
の
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て

ロ
ボ
ッ
ト
介
護
機
器
等
の
導
入
促
進
に
向
け
た
ご
意
見
つ
い
て

施
設
の
人
員
体
制
等
に
つ
い
て

8
65

件

（
回
収

率
4
3.
3％

）

職
員
票

③
施

設
票

を
配

布
し

た
施

設
の

中
で

、
下

記
の

条
件

を
満

た
す

常
勤

職

員
1
名

①
入

所
者
・
利
用
者
に
対
す
る
直
接
ケ
ア
業
務
に
従
事
し
て
い
る

方
。
（
生
活
支
援
員
等
）

②
2
0
20

年
10

月
に
お
い
て
日
勤
お
よ
び
夜
勤
・
宿
直
の
い
ず
れ

の
時
間
帯
で
も
勤
務
を
し
て
い
る
方
。
（
夜
勤
や
宿
直
が
な
い

施
設
・
事
業
所
の
場
合
、
②
の
条
件
は
除
外
）

③
貴

施
設
で
の
勤
務
年
数
が

3
年
程
度

で
あ
り
、
施
設
内
の

一
通
り
の
業
務
に
対
応
可
能
な
方

回
答
者
自
身
に
つ
い
て

現
在
の
業
務
に
つ
い
て

ロ
ボ
ッ
ト
介
護
機
器
等
に
つ
い
て

8
26

件

（
回
収

率
4
1.
3％

）
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（
２
）
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
（
施
設
票
）・
・・
①
施
設
の
状
況
に
つ
い
て

施
設
の
全
入
所
者
・
利
用
者
に
占
め
る
強
度
行
動
障
害
の
あ
る
方
の
割
合
に
つ
い
て
、
全
体
で
は
、
「
3
割
未
満
」

が
3
4
.0
％
、
「
3
割
以
上
5
割
未
満
」
が
1
1
.8
％
、
「
5
割
以
上
8
割
未
満
」
が
1
1
.3
％
と
、
多
く
の
施
設
に
お
い
て
強
度

行
動
障
害
の
あ
る
入
所
者
・
利
用
者
が
一
定
程
度
所
在
。

障
害
種
別
で
は
、
知
的
障
害
で
は
「
い
な
い
」
が
9
.8
％
と
、
多
く
の
知
的
障
害
の
施
設
で
は
入
所
者
・
利
用
者
の
中

に
強
度
行
動
障
害
の
方
が
所
在
。

【
施
設
の
全
入
所
者
・
利
用
者
に
占
め
る
強
度
行
動
障
害
の
あ
る
方
の
割
合
(S
A
)】

身
体

障
害

知
的

障
害

精
神

障
害

障
害
児

全
体

n=
1
3
3

n=
4
1
0

n
=
1
6
2

n
=
1
3
6

n
=
8
6
5

8
割

以
上

0
.
0%

5
.4
%

1
.2
%

1
.5
%

3.
1
%

5
割

以
上
8
割

未
満

1
.
5%

2
1
.0
%

0
.0
%

2
.9
%

1
1.
3
%

3
割

以
上
5
割

未
満

3
.
0%

2
1
.7
%

0
.0
%

5
.9
%

1
1.
8
%

3
割

未
満

3
4
.
6%

3
9
.8
%

3
.1
%

5
3.
7
%

3
4.
0
%

い
な

い
5
7
.
9%

9
.8
%

8
7
.7
%

3
0.
1
%

3
5.
6
%

無
回

答
3
.
0%

2
.4
%

8
.0
%

5
.9
%

4.
2
%

合
計

1
0
0
.
0%

1
0
0
.0
%

1
0
0
.0
%

1
0
0
.0
%

1
0
0.
0
%
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（
２
）
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
（
施
設
票
）・
・・
①
施
設
の
状
況
に
つ
い
て

身
体
障
害

知
的
障
害

精
神
障
害

障
害
児

全
体

n=
13
3

n=
41
0

n=
16
2

n=
13
6

n=
86
5

施
設
入
所
支
援

97
.0
%

92
.4
%

1.
2%

0.
0%

60
.8
%

障
害
児
入
所
支
援
（
福
祉
型
）

0.
0%

0.
0%

0.
0%

68
.4
%

10
.8
%

障
害
児
入
所
支
援
（
医
療
型
）

0.
0%

0.
0%

0.
0%

31
.6
%

5.
0%

共
同
生
活
援
助

0.
0%

2.
2%

98
.8
%

0.
0%

20
.0
%

無
回
答

3.
0%

5.
4%

0.
0%

0.
0%

3.
5%

合
計

10
0.
0%

10
0.
0%

10
0.
0%

10
0.
0%

10
0.
0%

施
設
が
提
供
し
て
い
る
主
な
入
所
系
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
全
体
で
は
、
「
施
設
入
所
支
援
」
が
6
0
.8
％
、
「
障
害
児

入
所
支
援
（
福
祉
型
）
」
が
1
0
.8
％
、
「
障
害
児
入
所
支
援
（
医
療
型
）
」
が
5
.0
％
、
「
共
同
生
活
援
助
」
が
2
0
.0
％
。

障
害
種
別
に
み
る
と
、
身
体
障
害
や
知
的
障
害
で
は
「
施
設
入
所
支
援
」
、
精
神
障
害
で
は
「
共
同
生
活
援
助
」
が

そ
れ
ぞ
れ
最
多
。

【
施
設
が
提
供
し
て
い
る
主
な
入
所
系
サ
ー
ビ
ス
】
（
単
一
回
答
「
以
下
、
Ｓ
Ａ
」
）

【
障
害
種
別
に
つ
い
て
は
以
下
の
と
お
り
に
分
類
し
て
い
ま
す
】
（
以
下
同
様
）

・
身
体
障
害
：
施
設
が
提
供
す
る
入
所
系
サ
ー
ビ
ス
の
対
象
者
の
う
ち
、
最
も
多
い
入
居
者
数
・
利
用
者
数
が
「
身
体
障
害
」
で
あ
る
施
設
。

・
知
的
障
害
：
施
設
が
提
供
す
る
入
所
系
サ
ー
ビ
ス
の
対
象
者
の
う
ち
、
最
も
多
い
入
居
者
数
・
利
用
者
数
が
「
知
的
障
害
」
で
あ
る
施
設
。

・
精
神
障
害
：
施
設
が
提
供
す
る
入
所
系
サ
ー
ビ
ス
の
対
象
者
の
う
ち
、
最
も
多
い
入
居
者
数
・
利
用
者
数
が
「
精
神
障
害
」
で
あ
る
施
設
。

・
障
害
児
：
入
所
系
サ
ー
ビ
ス
の
対
象
者
の
障
害
の
多
少
に
か
か
わ
ら
ず
、
施
設
が
提
供
し
て
い
る
主
な
入
所
系
サ
ー
ビ
ス
で

「
障
害
児
入
所
支
援
（
福
祉
型
）
」
、
あ
る
い
は
「
障
害
児
入
所
支
援
（
医
療
型
）
」
と
回
答
し
た
施
設
。
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（
２
）
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
（
施
設
票
）・
・・
②
施
設
の
職
員
の
業
務

職
員
が
日
勤
時
に
従
事
し
て
い
る
業
務
は
「
間
接
業
務
（
利
用
者
に
関
係
す
る
こ
と
）
」
、
「
健
康
管
理
」
等
で
9
割
以

上
。
他
の
業
務
に
つ
い
て
も
、
5
割
以
上
が
従
事
し
て
い
る
と
の
回
答
。

「
食
事
」
や
「
入
浴
」
、
「
排
泄
」
等
に
お
い
て
、
精
神
障
害
は
5
割
未
満
で
あ
り
、
他
の
障
害
と
傾
向
が
異
な
る
。

【
職
員
が
日
勤
時
に
従
事
し
て
い
る
業
務
（
複
数
回
答
、
以
下
「
M
A
」
）
】

身
体

障
害

知
的

障
害

精
神

障
害

障
害

児
全

体

n
=1

33
n
=4

10
n=
1
62

n=
13

6
n=

86
5

間
接

業
務

（
利

用
者

に
関

係
す

る
こ

と
）

9
8.

5%
9
9.

0%
93

.2
%

97
.1

%
97

.5
%

健
康

管
理

9
9.

2%
9
8.

8%
88

.9
%

97
.8

%
96

.5
%

日
常

生
活

支
援

9
7.

0%
9
8.

3%
87

.7
%

91
.9

%
94

.8
%

安
心

・
安

全
対

策
9
9.

2%
9
6.

8%
85

.2
%

94
.1

%
94

.3
%

面
談

、
苦

情
対

応
9
7.

0%
9
4.

1%
90

.1
%

96
.3

%
94

.0
%

間
接

業
務

（
職

員
や

法
人

に
関

係
す

る
こ

と
）

9
4.

7%
9
4.

9%
90

.7
%

94
.9

%
93

.9
%

食
事

9
7.

7%
9
8.

8%
44

.4
%

97
.1

%
87

.7
%

社
会

生
活

支
援

9
3.

2%
9
5.

1%
49

.4
%

89
.7

%
85

.0
%

情
報

入
手

・
意

思
表

出
・

ｺﾐ
ｭﾆ

ｹｰ
ｼｮ

ﾝ支
援

9
5.

5%
9
0.

5%
56

.2
%

86
.0

%
83

.9
%

入
浴

9
7.

7%
9
8.

0%
24

.1
%

94
.9

%
83

.2
%

排
泄

9
7.

0%
9
7.

1%
15

.4
%

95
.6

%
81

.2
%

行
動

障
害

へ
の

対
応

7
5.

2%
9
6.

6%
41

.4
%

84
.6

%
80

.7
%

清
拭

・
身

体
整

容
等

9
4.

7%
9
5.

9%
13

.6
%

91
.9

%
79

.3
%

移
乗

・
移

動
9
7.

0%
8
5.

9%
5
.6

%
55

.9
%

67
.4

%

機
能

訓
練

8
8.

0%
7
9.

3%
16

.0
%

66
.9

%
66

.6
%

姿
勢

保
持

9
4.

0%
7
8.

3%
3
.1

%
47

.8
%

61
.7

%

体
位

変
換

9
2.

5%
6
9.

5%
4
.3

%
47

.8
%

57
.7

%

無
回

答
0.

8%
0.

5%
1
.9

%
2
.2

%
1
.2

%

（
注
）
上
位
３
項
目
に
つ
い
て
は
網
掛
け
。
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（
２
）
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
（
施
設
票
）・
・・
②
施
設
の
職
員
の
業
務

職
員
が
夜
勤
時
に
従
事
し
て
い
る
業
務
は
「
安
心
・
安
全
対
策
」
が
最
も
多
く
、
以
下
、
「
排
泄
」
「
健
康
管
理
」
「
間

接
業
務
（
利
用
者
に
関
係
す
る
こ
と
）
」
「
行
動
障
害
へ
の
対
応
」
が
上
位
。

障
害
種
別
で
は
、
全
て
の
障
害
で
「
安
心
・
安
全
対
策
」
が
最
多
。

【
職
員
が
夜
勤
時
に
従
事
し
て
い
る
業
務
（
M
A
）
】

身
体

障
害

知
的

障
害

精
神

障
害

障
害

児
全

体

n=
13
0

n=
39

9
n=

55
n=

13
2

n=
73

5

安
心

・
安

全
対

策
99

.2
%

98
.7

%
87

.3
%

98
.5

%
98

.0
%

排
泄

95
.4

%
97

.0
%

21
.8

%
90

.9
%

90
.1

%

健
康

管
理

90
.8

%
92

.2
%

54
.5

%
89

.4
%

88
.7

%

間
接

業
務

（
利

用
者

に
関

係
す

る
こ
と

）
86

.2
%

90
.7

%
52

.7
%

90
.2

%
87

.2
%

行
動

障
害

へ
の

対
応

69
.2

%
91

.5
%

41
.8

%
80

.3
%

81
.9

%

体
位

変
換

93
.1

%
76

.4
%

9.
1%

40
.9

%
68

.2
%

移
乗

・
移

動
86

.2
%

74
.2

%
7.

3%
30

.3
%

63
.5

%

間
接

業
務

（
職

員
や

法
人

に
関

係
す
る

こ
と

）
55

.4
%

64
.7

%
38

.2
%

64
.4

%
61

.1
%

情
報

入
手

・
意

思
表

出
・

ｺﾐ
ｭﾆ

ｹｰ
ｼｮ
ﾝ支

援
57

.7
%

64
.2

%
36

.4
%

48
.5

%
58

.1
%

清
拭

・
身

体
整

容
等

62
.3

%
65

.7
%

9.
1%

43
.2

%
57

.1
%

姿
勢

保
持

70
.8

%
59

.9
%

1.
8%

2
2.

0%
51

.0
%

食
事

38
.5

%
43

.1
%

23
.6

%
35

.6
%

39
.5

%

日
常

生
活

支
援

32
.3

%
44

.6
%

23
.6

%
33

.3
%

38
.9

%

面
談

、
苦

情
対

応
30

.8
%

30
.1

%
32

.7
%

25
.0

%
29

.5
%

入
浴

15
.4

%
28

.6
%

9.
1%

22
.0

%
23

.8
%

社
会

生
活

支
援

10
.8

%
17

.5
%

7.
3%

15
.2

%
15

.2
%

機
能

訓
練

5.
4%

11
.8

%
1.

8%
7.

6%
9.
3%

無
回

答
0.

8%
0.

3%
10

.9
%

0.
8%

1.
2%

（
注
）
各
項
目
上
位
３
項
目
に
つ
い
て
は
網
掛
け
。
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（
２
）
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
（
施
設
票
）・
・・
②
施
設
の
職
員
の
業
務

夜
勤
時
に
職
員
の
身
体
に
過
度
な
負
担
が
か
か
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
業
務
は
「
排
泄
」
が
最
多
。
以
下
、
「
移

乗
・
移
動
」
「
行
動
障
害
へ
の
対
応
」
が
上
位
。

障
害
種
別
で
は
、
身
体
障
害
や
知
的
障
害
、
障
害
児
で
は
「
排
泄
」
が
5
割
以
上
。
ま
た
、
身
体
障
害
で
は
「
移
乗
・

移
動
」
や
「
体
位
変
換
」
も
5
割
以
上
と
、
他
の
障
害
に
比
べ
て
高
い
。

【
夜
勤
時
に
職
員
の
身
体
に
過
度
な
負
担
が
か
か
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
業
務
（
M
A
)】

身
体
障

害
知
的
障

害
精
神

障
害

障
害

児
全
体

n=
13
0

n=
39
9

n=
55

n=
13
2

n=
73
5

排
泄

83
.1
%

78
.4
%

10
.9
%

58
.3

%
70

.7
%

移
乗
・

移
動

63
.1
%

48
.6
%

0.
0%

20
.5

%
42

.7
%

行
動
障

害
へ
の

対
応

16
.2
%

48
.9
%

12
.7
%

47
.7

%
40

.1
%

体
位
変

換
58

.5
%

33
.6
%

0.
0%

25
.0

%
34

.0
%

安
心
・

安
全
対

策
36

.2
%

31
.3
%

21
.8
%

31
.8

%
32

.1
%

清
拭
・

身
体
整

容
等

16
.2
%

22
.3
%

3.
6%

12
.9

%
18

.1
%

間
接
業

務
（
利

用
者
に
関

係
す
る
こ

と
）

9.
2%

15
.3
%

3.
6%

15
.9

%
13

.2
%

健
康
管

理
10

.8
%

14
.0
%

5.
5%

15
.2

%
12

.9
%

姿
勢
保

持
12

.3
%

14
.5
%

0.
0%

7.
6%

11
.7
%

入
浴

6.
2%

15
.0
%

1.
8%

9.
8%

11
.7
%

食
事

9.
2%

11
.3
%

1.
8%

5.
3%

9.
4%

情
報
入

手
・
意

思
表
出
・

ｺﾐ
ｭﾆ
ｹｰ
ｼｮ

ﾝ支
援

2.
3%

6.
3%

3.
6%

5.
3%

5.
2%

間
接
業

務
（
職

員
や
法
人

に
関
係
す

る
こ
と
）

3.
8%

5.
0%

0.
0%

8.
3%

4.
9%

日
常
生

活
支
援

0.
8%

5.
3%

1.
8%

4.
5%

3.
9%

面
談
、

苦
情
対

応
2.
3%

2.
3%

5.
5%

5.
3%

3.
0%

社
会
生

活
支
援

0.
8%

1.
5%

1.
8%

2.
3%

1.
5%

機
能
訓

練
0.
8%

1.
8%

0.
0%

0.
8%

1.
4%

無
回
答

3.
8%

6.
0%

60
.0
%

7.
6%

9.
8%

（
注
）
上
位
３
項
目
に
つ
い
て
は
網
掛
け
。
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（
２
）
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
（
施
設
票
）・
・・
②
施
設
の
職
員
の
業
務

日
勤
時
に
職
員
の
身
体
に
過
度
な
負
担
が
か
か
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
業
務
は
「
入
浴
」
や
「
排
泄
」
「
移
乗
移

動
」
「
行
動
障
害
へ
の
対
応
」
が
上
位
。

精
神
障
害
に
つ
い
て
は
、
「
日
常
生
活
支
援
」
や
「
安
心
・
安
全
対
策
」
が
上
位
。

【
日
勤
時
に
職
員
の
身
体
に
過
度
な
負
担
が
か
か
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
業
務
（
M
A
）
】

身
体

障
害

知
的

障
害

精
神
障

害
障

害
児

全
体

n
=
1
33

n
=
4
1
0

n
=1
6
2

n
=
13
6

n
=
8
6
5

入
浴

9
1
.
0
%

8
8.
8
%

9
.9
%

7
0
.
6
%

7
1.
0
%

排
泄

8
6
.
5
%

7
5.
4
%

6
.2
%

5
5
.
9
%

6
0.
7
%

移
乗

・
移

動
8
3
.
5
%

5
8.
0
%

1
.9
%

3
6
.
0
%

4
7.
7
%

行
動

障
害

へ
の
対

応
1
6
.
5
%

5
1.
7
%

6
.8
%

5
5
.
1
%

3
7.
7
%

体
位

変
換

4
5
.
1
%

2
3.
4
%

1
.2
%

2
2
.
8
%

2
2.
5
%

清
拭

・
身

体
整
容

等
1
8
.
0
%

2
7.
3
%

2
.5
%

1
6
.
2
%

2
0.
0
%

間
接

業
務

（
利
用

者
に

関
係

す
る
こ

と
）

9
.
8
%

1
8.
0
%

1
0
.5
%

1
6
.
2
%

1
5.
3
%

姿
勢

保
持

2
1
.
1
%

1
8.
0
%

0
.0
%

1
4
.
0
%

1
4.
6
%

食
事

1
5
.
0
%

1
8.
3
%

5
.6
%

1
1
.
8
%

1
4.
6
%

安
心

・
安

全
対
策

9
.
8
%

1
2.
7
%

1
3
.0
%

1
6
.
9
%

1
3.
2
%

日
常

生
活

支
援

6
.
8
%

1
1.
5
%

2
1
.6
%

7
.
4
%

1
1.
9
%

健
康

管
理

9
.
0
%

1
1.
5
%

8
.0
%

5
.
9
%

9
.
6
%

社
会

生
活

支
援

6
.
0
%

1
0.
7
%

4
.3
%

9
.
6
%

8
.
6
%

間
接

業
務

（
職
員

や
法

人
に

関
係
す

る
こ

と
）

9
.
0
%

7.
3
%

6
.8
%

7
.
4
%

7
.
7
%

機
能

訓
練

8
.
3
%

9.
0
%

0
.6
%

5
.
9
%

6
.
7
%

情
報

入
手

・
意
思

表
出

・
ｺ
ﾐ
ｭ
ﾆ
ｹｰ
ｼ
ｮ
ﾝ支

援
4
.
5
%

6.
3
%

3
.7
%

8
.
8
%

5
.
9
%

面
談

、
苦

情
対
応

3
.
0
%

3.
9
%

5
.6
%

6
.
6
%

4
.
5
%

無
回

答
1
.
5
%

2.
9
%

5
4
.3
%

4
.
4
%

1
3.
1
%

（
注
）
上
位
３
項
目
に
つ
い
て
は
網
掛
け
。
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（
２
）
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
（
施
設
票
）・
・・
②
施
設
の
職
員
の
業
務

日
勤
時
に
職
員
が
精
神
的
に
強
い
ス
ト
レ
ス
感
じ
な
が
ら
実
施
し
て
い
る
業
務
は
、
「
行
動
障
害
へ
の
対
応
」
が
最

多
。
以
下
、
「
面
談
、
苦
情
対
応
」
「
間
接
業
務
（
利
用
者
に
関
係
す
る
こ
と
）
」
等
が
上
位
。

障
害
種
別
に
み
る
と
、
身
体
障
害
で
は
6
割
以
上
、
知
的
障
害
で
は
8
割
以
上
、
障
害
児
で
は
7
割
以
上
が
「
行
動

障
害
へ
の
対
応
」
と
回
答
。
他
方
、
精
神
障
害
は
「
面
談
、
苦
情
対
応
」
が
最
多
。

【
日
勤
時
に
職
員
が
精
神
的
に
強
い
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
な
が
ら
実
施
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
業
務
（
M
A
)】

身
体

障
害

知
的
障

害
精
神
障

害
障
害

児
全
体

n=
13
3

n=
41
0

n
=1
62

n
=1
36

n
=8
65

行
動
障

害
へ
の

対
応

61
.7
%

8
3.
7%

2
5.
9%

7
0.
6%

66
.8
%

面
談
、

苦
情
対

応
65
.4
%

4
7.
6%

4
5.
1%

6
5.
4%

52
.6
%

間
接
業

務
（
利

用
者

に
関
係

す
る
こ

と
）

45
.1
%

4
7.
1%

2
8.
4%

3
8.
2%

41
.3
%

安
心
・

安
全
対

策
45
.9
%

4
4.
4%

2
5.
9%

4
0.
4%

40
.6
%

健
康
管

理
32
.3
%

4
0.
5%

1
5.
4%

3
3.
1%

33
.1
%

入
浴

48
.9
%

4
2.
0%

1.
2%

2
3.
5%

32
.1
%

排
泄

48
.1
%

4
2.
2%

3.
7%

2
2.
1%

32
.1
%

情
報
入

手
・
意

思
表

出
・
ｺﾐ

ｭﾆ
ｹｰ
ｼｮ

ﾝ支
援

30
.1
%

3
0.
0%

2
0.
4%

2
9.
4%

28
.2
%

間
接
業

務
（
職

員
や

法
人
に

関
係
す

る
こ
と

）
30
.1
%

3
1.
0%

1
5.
4%

2
5.
7%

27
.1
%

食
事

37
.6
%

3
1.
5%

4.
9%

2
3.
5%

26
.1
%

日
常
生

活
支
援

23
.3
%

1
9.
0%

2
1.
0%

1
0.
3%

18
.2
%

移
乗
・

移
動

27
.1
%

1
7.
3%

0.
6%

8.
8%

14
.0
%

清
拭
・

身
体
整

容
等

13
.5
%

1
6.
6%

0.
6%

7.
4%

11
.7
%

社
会
生

活
支
援

8.
3%

9.
5%

4.
3%

2.
9%

7
.2
%

体
位
変

換
9.
8%

5.
4%

0.
0%

2.
2%

4
.7
%

機
能
訓

練
3.
0%

6.
3%

0.
0%

5.
1%

4
.6
%

姿
勢
保

持
3.
8%

5.
9%

0.
0%

3.
7%

4
.0
%

無
回
答

2.
3%

2.
2%

2
3.
5%

3.
7%

6
.9
%

（
注
）
上
位
３
項
目
に
つ
い
て
は
網
掛
け
。
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（
２
）
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
（
施
設
票
）・
・・
②
施
設
の
職
員
の
業
務

夜
勤
時
に
職
員
が
精
神
的
に
強
い
ス
ト
レ
ス
感
じ
な
が
ら
実
施
し
て
い
る
業
務
は
「
行
動
障
害
へ
の
対
応
」
が
最

多
。
以
下
、
「
安
心
・
安
全
対
策
」
「
排
泄
」
「
健
康
管
理
」
の
順
番
。

【
夜
勤
時
に
職
員
が
精
神
的
に
強
い
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
な
が
ら
実
施
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
業
務
（
M
A
）
】

身
体

障
害

知
的
障

害
精

神
障
害

障
害
児

全
体

n
=
1
3
0

n
=
3
9
9

n
=
5
5

n
=
1
3
2

n
=
7
3
5

行
動
障

害
へ
の
対

応
4
7
.
7
%

7
6
.
2
%

2
3
.
6
%

6
3
.
6
%

6
5
.
2
%

安
心
・

安
全
対
策

6
5
.
4
%

6
3
.
7
%

2
9
.
1
%

5
8
.
3
%

6
0
.
3
%

排
泄

5
3
.
1
%

4
8
.
9
%

7
.
3
%

2
2
.
7
%

4
1
.
5
%

健
康
管

理
3
6
.
2
%

3
7
.
6
%

1
6
.
4
%

3
9
.
4
%

3
5
.
9
%

間
接
業

務
（
利
用

者
に
関

係
す
る
こ

と
）

2
8
.
5
%

3
6
.
6
%

9
.
1
%

2
7
.
3
%

3
1
.
7
%

情
報
入

手
・
意
思

表
出
・

ｺ
ﾐ
ｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ
支
援

1
3
.
8
%

2
1
.
6
%

1
0
.
9
%

1
5
.
9
%

1
8
.
5
%

間
接
業

務
（
職
員

や
法
人

に
関
係
す

る
こ
と

）
1
5
.
4
%

1
6
.
3
%

3
.
6
%

1
6
.
7
%

1
5
.
5
%

面
談
、

苦
情
対
応

1
6
.
9
%

1
2
.
0
%

2
0
.
0
%

1
9
.
7
%

1
5
.
0
%

移
乗
・

移
動

2
2
.
3
%

1
5
.
3
%

0
.
0
%

3
.
8
%

1
3
.
1
%

体
位
変

換
1
8
.
5
%

7
.
3
%

0
.
0
%

3
.
8
%

8
.
0
%

食
事

6
.
2
%

9
.
8
%

0
.
0
%

6
.
8
%

7
.
9
%

清
拭
・

身
体
整
容

等
7
.
7
%

9
.
5
%

0
.
0
%

1
.
5
%

7
.
2
%

日
常
生

活
支
援

1
.
5
%

5
.
5
%

7
.
3
%

3
.
0
%

4
.
6
%

入
浴

2
.
3
%

6
.
3
%

0
.
0
%

1
.
5
%

4
.
5
%

姿
勢
保

持
3
.
1
%

4
.
8
%

0
.
0
%

0
.
8
%

3
.
4
%

社
会
生

活
支
援

0
.
8
%

2
.
0
%

1
.
8
%

0
.
8
%

1
.
9
%

機
能
訓

練
0
.
0
%

0
.
5
%

0
.
0
%

1
.
5
%

0
.
8
%

無
回
答

4
.
6
%

4
.
5
%

4
5
.
5
%

9
.
8
%

8
.
4
%

（
注
）
上
位
３
項
目
に
つ
い
て
は
網
掛
け
。
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（
２
）
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
（
施
設
票
）・
・・
②
施
設
の
職
員
の
業
務

夜
勤
時
の
業
務
の
う
ち
、
効
率
化
や
負
担
軽
減
を
図
る
余
地
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
業
務
は
、
「
間
接
業
務
（
利

用
者
に
関
係
す
る
こ
と
）
」
や
「
安
心
・
安
全
対
策
」
「
排
泄
」
が
上
位
。

【
夜
勤
時
の
業
務
の
う
ち
、
効
率
化
や
負
担
軽
減
を
図
る
余
地
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
業
務
（
M
A
）
】

（
注
）
上
位
３
項
目
に
つ
い
て
は
網
掛
け
。

身
体
障
害

知
的
障

害
精

神
障

害
障
害

児
全

体

n
=1
30

n=
39

9
n=
5
5

n=
13
2

n
=7
35

間
接
業

務
（

利
用
者

に
関

係
す

る
こ

と
）

49
.2

%
57

.9
%

20
.0
%

3
3.
3%

52
.8

%

安
心
・

安
全

対
策

36
.9

%
37

.8
%

16
.4
%

6
6.
7%

34
.1

%

排
泄

46
.9

%
34

.8
%

3
.6
%

6
6.
7%

30
.7

%

間
接
業

務
（

職
員
や

法
人

に
関

係
す

る
こ

と
）

22
.3

%
32

.8
%

9
.1
%

0.
0%

30
.2

%

移
乗
・

移
動

49
.2

%
27

.8
%

1
.8
%

0.
0%

26
.9

%

健
康
管

理
25
.4

%
25

.1
%

9
.1
%

0.
0%

24
.1

%

体
位
変

換
40
.0

%
17

.8
%

1
.8
%

3
3.
3%

19
.9

%

行
動
障

害
へ

の
対
応

8.
5%

19
.0
%

10
.9
%

0.
0%

16
.5

%

姿
勢
保

持
11
.5

%
8
.3
%

1
.8
%

0.
0%

7.
8
%

入
浴

4.
6%

11
.0
%

1
.8
%

0.
0%

7.
8
%

清
拭
・

身
体

整
容
等

6.
2%

9
.8
%

1
.8
%

0.
0%

7.
3
%

情
報
入

手
・

意
思
表

出
・

ｺﾐ
ｭ
ﾆｹ
ｰｼ

ｮﾝ
支

援
6.

2%
7
.8
%

9
.1
%

0.
0%

7.
3
%

日
常
生

活
支

援
0.

8%
8
.5
%

5
.5
%

0.
0%

6.
0
%

食
事

5.
4%

6
.3
%

5
.5
%

0.
0%

5.
7
%

面
談
、

苦
情

対
応

5.
4%

2
.3
%

5
.5
%

0.
0%

3.
7
%

社
会
生

活
支

援
0.

8%
2
.0
%

0
.0
%

0.
0%

2.
0
%

機
能
訓

練
1.

5%
0
.8
%

0
.0
%

0.
0%

1.
0
%

無
回
答

10
.8

%
11

.5
%

67
.3
%

3
3.
3%

17
.6

%
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（
２
）
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
（
施
設
票
）・
・・
②
施
設
の
職
員
の
業
務

日
勤
時
の
業
務
の
う
ち
、
効
率
化
や
負
担
軽
減
を
図
る
余
地
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
業
務
は
、
「
間
接
業
務
（
利

用
者
に
関
係
す
る
こ
と
）
」
が
最
多
。
以
下
、
「
間
接
業
務
（
職
員
や
法
人
に
関
係
す
る
こ
と
）
」
、
「
入
浴
」
「
移
乗
・
移

動
」
が
上
位
。

【
日
勤
時
の
業
務
の
う
ち
、
効
率
化
や
負
担
軽
減
を
図
る
余
地
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
業
務
（
M
A
）
】

身
体

障
害

知
的
障

害
精

神
障

害
障

害
児

全
体

n=
13
3

n=
4
10

n=
1
62

n
=1
3
6

n
=8
65

間
接

業
務

（
利
用

者
に

関
係
す

る
こ

と
）

6
6.
2
%

6
9.
3%

38
.9
%

63
.2
%

61
.
6%

間
接

業
務

（
職
員

や
法

人
に
関

係
す

る
こ
と

）
4
7.
4
%

5
3.
9%

34
.0
%

52
.2
%

48
.
7%

入
浴

6
3.
9
%

5
4.
6%

3
.7
%

28
.7
%

42
.
0%

移
乗

・
移

動
6
9.
2
%

3
6.
1%

0
.0
%

28
.7
%

33
.
3%

排
泄

5
1.
9
%

3
0.
5%

0
.6
%

18
.4
%

26
.
4%

安
心

・
安

全
対
策

2
9.
3
%

2
6.
6%

13
.6
%

22
.1
%

23
.
9%

健
康

管
理

2
6.
3
%

2
7.
3%

13
.0
%

22
.8
%

23
.
8%

日
常

生
活

支
援

2
0.
3
%

2
2.
4%

19
.1
%

19
.1
%

20
.
5%

行
動

障
害

へ
の
対

応
1
7.
3
%

2
1.
2%

4
.9
%

19
.1
%

17
.
2%

体
位

変
換

3
3.
8
%

1
6.
6%

0
.6
%

15
.4
%

16
.
2%

情
報

入
手

・
意
思

表
出

・
ｺﾐ
ｭﾆ

ｹｰ
ｼ
ｮﾝ
支

援
1
2.
8
%

1
1.
7%

4
.9
%

14
.7
%

11
.
1%

食
事

1
5.
8
%

1
1.
5%

7
.4
%

9
.6
%

11
.
0%

姿
勢

保
持

1
8.
8
%

1
2.
4%

0
.6
%

9
.6
%

10
.
5%

清
拭

・
身

体
整
容

等
1
2.
0
%

9.
5
%

0
.6
%

3
.7
%

7.
5%

社
会

生
活

支
援

9.
0
%

8.
8
%

1
.9
%

8
.1
%

7.
3%

機
能

訓
練

1
1.
3
%

9.
5
%

0
.0
%

3
.7
%

6.
8%

面
談

、
苦

情
対
応

8.
3
%

5.
6
%

5
.6
%

4
.4
%

5.
7%

無
回

答
2.
3
%

4.
1
%

45
.1
%

12
.5
%

13
.
5%

（
注
）
上
位
３
項
目
に
つ
い
て
は
網
掛
け
。

２
．
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

結
果
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（
２
）
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
（
施
設
票
）・
・・
③
ロ
ボ
ッ
ト
介
護
機
器
導
入
の
可
能
性
の
有
無

障
害
者
支
援
現
場
に
お
い
て
活
用
可
能
性
の
あ
る
支
援
機
器
に
つ
い
て
、
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
全
2
6
種
類
の
う
ち
7

種
類
に
つ
い
て
は
、
「
活
用
の
可
能
性
が
あ
る
」
（
「
活
用
の
可
能
性
が
大
い
に
あ
る
」
と
「
活
用
可
能
性
が
多
少
あ

る
」
の
合
計
）
と
の
回
答
が
5
割
以
上
。

業
務
に
対
応
す
る
と
考
え
ら
れ
る
ロ
ボ
ッ
ト
介
護
機
器
等

「
活
用
の
可
能
性
が
あ
る
」
と
回
答
し
た

割
合

議
事
録
自
動
作
成
ツ
ー
ル
、
音
声
入
力
支
援
ソ
フ
ト

6
2
.8
%

バ
イ
タ
ル
や
睡
眠
状
態
、
行
動
な
ど
を
把
握
し
、
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
動
き
が
生

じ
た
場
合
に
は
ア
ラ
ー
ム
を
鳴
ら
す
見
守
り
セ
ン
サ
ー

6
0
.9
%

職
員
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
や
情
報
共
有
の
た
め
の
専
用
ソ
フ
ト

5
7
.6
%

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
な
ど
の
ビ
デ
オ
・
W
E
B
会
議

ア
プ
リ

5
6
.4
%

施
設
内
で
の
イ
ン
カ
ム

5
4
.7
%

障
害
者
の
た
め
に
職
員
が
行
う
出
納
記
録
の
作
成
や
現
金
の
入
出
金
を
自

動
で
実
施
し
て
く
れ
る
機
器
・
ア
プ
リ

5
3
.1
%

疲
労
度
や
心
拍
、
睡
眠
状
態
な
ど
を
測
定
す
る
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
端
末

5
2
.0
%

（
注
）
「
活
用
の
可
能
性
が
あ
る
」
の
回
答
割
合
が
５
割
以
上
の
項
目
の
み
掲
載
。
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（
２
）
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
（
施
設
票
）・
・・
④
ロ
ボ
ッ
ト
介
護
機
器
等
の
導
入
の
現
状

ロ
ボ
ッ
ト
介
護
機
器
等
で
は
「
既
に
導
入
し
て
い
る
」
が
2
割
弱
。
（
※
た
だ
し
、
パ
ソ
コ
ン
等
の
ビ
デ
オ
・
W
E
B
会
議

ア
プ
リ
や
グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ッ
ト
ア
プ
リ
等
の
IC
T
関
連
の
機
器
も
含
ま
れ
て
い
る
点
に
留
意
）

今
後
の
ロ
ボ
ッ
ト
介
護
機
器
等
の
導
入
意
向
に
つ
い
て
は
「
導
入
予
定
な
し
」
が
約
半
数
。
障
害
種
別
で
は
知
的

障
害
で
は
4
割
以
上
、
精
神
障
害
で
は
7
割
以
上
が
「
導
入
予
定
な
し
」
と
回
答
。

【
ロ
ボ
ッ
ト
介
護
機
器
等
の
導
入
状
況
（
S
A
)】

身
体
障
害

知
的
障
害

精
神
障

害
障
害
児

全
体

n=
13
3

n=
41
0

n=
16
2

n=
13
6

n=
86

5

既
に

導
入
し

て
い
る

43
.6
%

17
.6
%

1.
2%

11
.0

%
17
.6

%

導
入

し
て
い

な
い

56
.4
%

81
.2
%

94
.4
%

86
.8

%
80
.6

%

無
回

答
0.
0%

1.
2%

4.
3%

2.
2%

1.
8%

合
計

10
0.
0%

10
0.

0%
10
0.

0%
10

0.
0%

10
0.
0%

【
今
後
の
ロ
ボ
ッ
ト
介
護
機
器
等
の
導
入
意
向
（
S
A
)】

身
体

障
害

知
的

障
害

精
神
障
害

障
害
児

全
体

n
=
75

n
=3
3
3

n
=
15
3

n=
1
18

n
=6
9
7

導
入

予
定
あ

り
6.
7
%

3
.0
%

0
.
0%

0
.
8%

2.
6
%

導
入

す
る
か

ど
う
か

検
討
中

3
0.
7
%

1
8
.3
%

2
.
6%

6
.
8%

1
4.
2
%

導
入

予
定
な

し
2
8.
0
%

4
2
.0
%

78
.
4%

56
.
8%

5
1.
2
%

導
入

す
る
か

ど
う
か

未
定

3
2.
0
%

3
5
.1
%

17
.
6%

33
.
9%

3
0.
3
%

無
回

答
2.
7
%

1
.5
%

1
.
3%

1
.
7%

1.
7
%

合
計

1
0
0.
0
%

10
0
.0
%

1
00
.
0%

1
00
.
0%

1
0
0.
0
%
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．
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ン
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（
２
）
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
（
施
設
票
）・
・・
④
ロ
ボ
ッ
ト
介
護
機
器
等
の
導
入
の
現
状

ロ
ボ
ッ
ト
介
護
機
器
等
の
導
入
の
有
無
別
で
は
、
「
ロ
ボ
ッ
ト
介
護
機
器
等
で
何
が
で
き
る
の
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
」

や
「
ロ
ボ
ッ
ト
介
護
機
器
等
の
安
全
性
に
対
す
る
懸
念
が
払
し
ょ
く
で
き
な
い
」
等
は
、
両
者
で
2
0
ポ
イ
ン
ト
以
上
の

差
。 【
（
ロ
ボ
ッ
ト
介
護
機
器
等
の
導
入
・
活
用
に
関
す
る
）
具
体
的
な
懸
念
点
や
課
題
点
等
（
M
A
）
】

(ロ
ボ
ッ
ト
介
護
機
器
等
の
導
入
の
有
無
別
）

①
－

②

n
=
1
2
4

n
=
5
1
4

ロ
ボ

ッ
ト
介

護
機

器
等

の
情

報
ロ

ボ
ッ

ト
介

護
機

器
等

で
何

が
で

き
る

の
か

よ
く

わ
か

ら
な

い
2
9
.
0
%

6
1
.
5
%

▲
3
2
.
4

ロ
ボ

ッ
ト
介

護
機

器
等

の
情

報
ど

の
よ

う
な

ロ
ボ

ッ
ト
介

護
機

器
等

が
あ

る
の

か
知

ら
な

い
5
1
.
6
%

6
5
.
2
%

▲
1
3
.
6

ロ
ボ

ッ
ト
介

護
機

器
等

の
情

報
求

め
る

機
能

・
性

能
を

満
た

し
た

ロ
ボ

ッ
ト
介

護
機

器
が

存
在

し
な

い
2
3
.
4
%

2
2
.
8
%

0
.
6

入
所

者
へ

の
ケ

ア
は

人
の

手
で

行
う

べ
き

と
考

え
る

1
0
.
5
%

3
0
.
4
%

▲
1
9
.
9

ロ
ボ

ッ
ト
介

護
機

器
等

に
よ

る
ケ

ア
を

入
所

者
や

そ
の

家
族

が
嫌

が
る

2
1
.
0
%

2
3
.
7
%

▲
2
.
8

現
場

職
員

の
ロ

ボ
ッ

ト
介

護
機

器
等

へ
の

抵
抗

感
・
拒

否
感

が
大

き
い

2
5
.
0
%

1
7
.
5
%

7
.
5

業
務

プ
ロ

セ
ス

の
変

更
等

入
所

者
の

状
態

の
個

別
性

が
高

く
、

汎
用

性
を

前
提

と
し

た
機

器
は

活
用

が
難

し
い

6
1
.
3
%

6
6
.
3
%

▲
5
.
1

業
務

プ
ロ

セ
ス

の
変

更
等

既
存

の
ケ

ア
行

為
や

業
務

プ
ロ

セ
ス

へ
の

導
入

方
法

が
イ

メ
ー

ジ
で

き
な

い
2
5
.
0
%

4
2
.
6
%

▲
1
7
.
6

業
務

プ
ロ

セ
ス

の
変

更
等

ロ
ボ

ッ
ト
介

護
機

器
等

に
合

わ
せ

て
こ

れ
ま

で
の

業
務

や
ケ

ア
の

や
り

方
を

変
え

る
負

担
が

大
き

い
1
8
.
5
%

1
3
.
8
%

4
.
7

操
作

や
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
操

作
や

取
り

回
し

が
煩

雑
で

あ
る

4
2
.
7
%

4
0
.
3
%

2
.
5

操
作

や
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
施

設
内

で
定

期
的

な
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
等

を
行

う
技

術
が

な
い

5
3
.
2
%

6
3
.
4
%

▲
1
0
.
2

耐
久

性
や

安
全

性
3
5
.
5
%

4
4
.
0
%

▲
8
.
5

耐
久

性
や

安
全

性
ロ

ボ
ッ

ト
介

護
機

器
等

の
安

全
性

に
対

す
る

懸
念

が
払

し
ょ

く
で

き
な

い
3
1
.
5
%

5
4
.
9
%

▲
2
3
.
4

導
入

・
管

理
費

用
ロ

ボ
ッ

ト
介

護
機

器
等

の
導

入
等

に
係

る
イ

ニ
シ

ャ
ル

コ
ス

ト
が

高
額

6
9
.
4
%

7
5
.
5
%

▲
6
.
1

導
入

・
管

理
費

用
ロ

ボ
ッ

ト
介

護
機

器
等

の
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
等

に
か

か
る

ラ
ン

ニ
ン

グ
費

用
が

高
額

5
4
.
8
%

6
8
.
9
%

▲
1
4
.
0

導
入

環
境

の
整

備
4
1
.
1
%

5
2
.
5
%

▲
1
1
.
4

導
入

環
境

の
整

備
施

設
内

に
ロ

ボ
ッ

ト
介

護
機

器
等

を
格

納
・
収

納
し

て
お

く
ス

ペ
ー

ス
が

な
い

3
8
.
7
%

5
0
.
8
%

▲
1
2
.
1

そ
の

他
ケ

ア
行

為
に

機
器

を
活

用
し

た
場

合
の

効
果

が
不

明
確

3
5
.
5
%

5
6
.
4
%

▲
2
0
.
9

そ
の

他
入

所
者

に
あ

っ
た

ロ
ボ

ッ
ト
介

護
機

器
等

の
選

定
・
適

合
を

行
う

専
門

家
が

施
設

内
に

い
な

い
4
0
.
3
%

5
6
.
4
%

▲
1
6
.
1

そ
の

他
3
4
.
7
%

4
5
.
3
%

▲
1
0
.
7

そ
の

他
そ

の
他

4
.
0
%

4
.
7
%

▲
0
.
6

無
回

答
0
.
8
%

0
.
4
%

ロ
ボ

ッ
ト
介

護
機

器
等

の
耐

久
性

に
対

す
る

懸
念

が
払

し
ょ

く
で

き
な

い
（
機

器
が

壊
れ

や
す

い
・
故

障
し

や
す

い
）

（
無

線
L
A

N
の

整
備

や
浴

室
の

間
口

な
ど

）
ロ

ボ
ッ

ト
介

護
機

器
等

の
導

入
に

必
要

な
ハ

ー
ド

面
の

整
備

が
な

さ
れ

て
い

な
い

加
算

や
人

員
配

置
基

準
の

緩
和

な
ど

、
ロ

ボ
ッ

ト
介

護
機

器
等

を
活

用
す

る
制

度
的

な
イ

ン
セ

ン
テ

ィ
ブ

が
な

い

ロ
ボ

ッ
ト

介
護

機
器

等
へ

の
イ

メ
ー

ジ

ロ
ボ

ッ
ト

介
護

機
器

等
へ

の
イ

メ
ー

ジ

ロ
ボ

ッ
ト

介
護

機
器

等
へ

の
イ

メ
ー

ジ

①
既

に
導

入

し
て

い
る

②
導
入

し
て

い
な

い
中
分

類
項
目

２
．
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ン
ケ

ー
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調
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（
２
）
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
（
施
設
票
）・
・・
④
ロ
ボ
ッ
ト
介
護
機
器
等
の
導
入
の
現
状

ロ
ボ
ッ
ト
介
護
機
器
等
の
導
入
・
活
用
に
関
す
る
懸
念
点
や
課
題
点
等
は
全
体
の
7
割
以
上
が
「
あ
る
」
と
回
答
。

「
あ
る
」
と
回
答
し
た
施
設
に
具
体
的
な
懸
念
点
や
課
題
点
等
を
尋
ね
る
と
、
「
ロ
ボ
ッ
ト
介
護
機
器
等
の
導
入
等
に

係
る
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
が
高
額
」
や
「
ど
の
よ
う
な
ロ
ボ
ッ
ト
介
護
機
器
等
が
あ
る
の
か
知
ら
な
い
」
等
、
「
導
入
・
管

理
費
用
」
や
「
ロ
ボ
ッ
ト
介
護
機
器
等
の
情
報
」
に
関
す
る
項
目
が
上
位
。

【
（
ロ
ボ
ッ
ト
介
護
機
器
等
の
導
入
・
活
用
に
関
す
る
）
具
体
的
な
懸
念
点
や
課
題
点
等
（
M
A
）
】

身
体

障
害

知
的

障
害

精
神

障
害

障
害
児

全
体

n
=
1
0
9

n
=
3
3
9

n
=
7
7

n
=
1
0
2

n
=
6
4
1

導
入

・
管

理
費

用
ロ

ボ
ッ

ト
介

護
機

器
等

の
導

入
等

に
係

る
イ

ニ
シ

ャ
ル

コ
ス

ト
が

高
額

7
5
.
2
%

7
3
.
2
%

7
0
.
1
%

7
7
.
5
%

7
4
.
3
%

導
入

・
管

理
費

用
ロ

ボ
ッ

ト
介

護
機

器
等

の
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
等

に
か

か
る

ラ
ン

ニ
ン

グ
費

用
が

高
額

6
4
.
2
%

6
5
.
5
%

6
3
.
6
%

7
3
.
5
%

6
6
.
0
%

業
務

プ
ロ

セ
ス

の
変

更
等

入
所

者
の

状
態

の
個

別
性

が
高

く
、

汎
用

性
を

前
提

と
し

た
機

器
は

活
用

が
難

し
い

6
3
.
3
%

6
5
.
8
%

5
3
.
2
%

7
2
.
5
%

6
5
.
2
%

ロ
ボ

ッ
ト
介

護
機

器
等

の
情

報
ど

の
よ

う
な

ロ
ボ

ッ
ト
介

護
機

器
等

が
あ

る
の

か
知

ら
な

い
5
1
.
4
%

6
6
.
1
%

6
2
.
3
%

6
1
.
8
%

6
2
.
4
%

操
作

や
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
施

設
内

で
定

期
的

な
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
等

を
行

う
技

術
が

な
い

5
3
.
2
%

6
2
.
2
%

6
6
.
2
%

6
6
.
7
%

6
1
.
3
%

ロ
ボ

ッ
ト
介

護
機

器
等

の
情

報
ロ

ボ
ッ

ト
介

護
機

器
等

で
何

が
で

き
る

の
か

よ
く

わ
か

ら
な

い
3
9
.
4
%

5
6
.
0
%

6
6
.
2
%

6
0
.
8
%

5
5
.
2
%

そ
の

他
入

所
者

に
あ

っ
た

ロ
ボ

ッ
ト
介

護
機

器
等

の
選

定
・
適

合
を

行
う

専
門

家
が

施
設

内
に

い
な

い
4
4
.
0
%

5
6
.
6
%

4
9
.
4
%

5
3
.
9
%

5
3
.
2
%

そ
の

他
ケ

ア
行

為
に

機
器

を
活

用
し

た
場

合
の

効
果

が
不

明
確

4
0
.
4
%

5
6
.
0
%

4
8
.
1
%

5
5
.
9
%

5
2
.
4
%

耐
久

性
や

安
全

性
ロ

ボ
ッ

ト
介

護
機

器
等

の
安

全
性

に
対

す
る

懸
念

が
払

し
ょ

く
で

き
な

い
3
6
.
7
%

5
4
.
0
%

4
6
.
8
%

5
6
.
9
%

5
0
.
2
%

導
入

環
境

の
整

備
4
2
.
2
%

5
1
.
9
%

4
8
.
1
%

5
3
.
9
%

5
0
.
2
%

導
入

環
境

の
整

備
施

設
内

に
ロ

ボ
ッ

ト
介

護
機

器
等

を
格

納
・
収

納
し

て
お

く
ス

ペ
ー

ス
が

な
い

3
5
.
8
%

4
8
.
7
%

5
1
.
9
%

5
7
.
8
%

4
8
.
4
%

そ
の

他
加

算
や

人
員

配
置

基
準

の
緩

和
な

ど
、

ロ
ボ

ッ
ト
介

護
機

器
等

を
活

用
す

る
制

度
的

な
イ

ン
セ

ン
テ

ィ
ブ

が
な

い
3
3
.
9
%

4
1
.
0
%

5
1
.
9
%

5
4
.
9
%

4
3
.
2
%

耐
久

性
や

安
全

性
ロ

ボ
ッ

ト
介

護
機

器
等

の
耐

久
性

に
対

す
る

懸
念

が
払

し
ょ

く
で

き
な

い
（
機

器
が

壊
れ

や
す

い
・
故

障
し

や
す

い
）

3
3
.
9
%

4
6
.
6
%

3
2
.
5
%

4
2
.
2
%

4
2
.
3
%

操
作

や
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
操

作
や

取
り

回
し

が
煩

雑
で

あ
る

3
8
.
5
%

4
2
.
8
%

3
7
.
7
%

3
6
.
3
%

4
0
.
7
%

業
務

プ
ロ

セ
ス

の
変

更
等

既
存

の
ケ

ア
行

為
や

業
務

プ
ロ

セ
ス

へ
の

導
入

方
法

が
イ

メ
ー

ジ
で

き
な

い
2
5
.
7
%

4
2
.
2
%

3
2
.
5
%

4
9
.
0
%

3
9
.
0
%

入
所

者
へ

の
ケ

ア
は

人
の

手
で

行
う

べ
き

と
考

え
る

1
2
.
8
%

2
8
.
9
%

2
4
.
7
%

3
1
.
4
%

2
6
.
4
%

ロ
ボ

ッ
ト
介

護
機

器
等

に
よ

る
ケ

ア
を

入
所

者
や

そ
の

家
族

が
嫌

が
る

2
7
.
5
%

2
4
.
2
%

1
4
.
3
%

2
2
.
5
%

2
3
.
2
%

ロ
ボ

ッ
ト
介

護
機

器
等

の
情

報
求

め
る

機
能

・
性

能
を

満
た

し
た

ロ
ボ

ッ
ト
介

護
機

器
が

存
在

し
な

い
1
9
.
3
%

2
1
.
2
%

2
0
.
8
%

3
2
.
4
%

2
2
.
8
%

現
場

職
員

の
ロ

ボ
ッ

ト
介

護
機

器
等

へ
の

抵
抗

感
・
拒

否
感

が
大

き
い

3
3
.
9
%

1
5
.
6
%

1
5
.
6
%

1
5
.
7
%

1
9
.
0
%

業
務

プ
ロ

セ
ス

の
変

更
等

ロ
ボ

ッ
ト
介

護
機

器
等

に
合

わ
せ

て
こ

れ
ま

で
の

業
務

や
ケ

ア
の

や
り

方
を

変
え

る
負

担
が

大
き

い
1
7
.
4
%

1
3
.
0
%

1
4
.
3
%

1
6
.
7
%

1
4
.
8
%

そ
の

他
そ

の
他

4
.
6
%

3
.
5
%

6
.
5
%

6
.
9
%

4
.
5
%

無
回

答
0
.
9
%

0
.
3
%

1
.
3
%

0
.
0
%

0
.
5
%

中
分

類
項

目

（
無

線
L
A

N
の

整
備

や
浴

室
の

間
口

な
ど

）
ロ

ボ
ッ

ト
介

護
機

器
等

の
導

入
に

必
要

な
ハ

ー
ド

面
の

整
備

が
な

さ
れ

て
い

な
い

ロ
ボ

ッ
ト
介

護
機

器
等

へ
の

イ
メ

ー
ジ

ロ
ボ

ッ
ト
介

護
機

器
等

へ
の

イ
メ

ー
ジ

ロ
ボ

ッ
ト
介

護
機

器
等

へ
の

イ
メ

ー
ジ

（
注
）
上
位
５
項
目
に
つ
い
て
は
網
掛
け
。
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．
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（
２
）
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
（
施
設
票
）・
・・
⑤
ロ
ボ
ッ
ト
介
護
機
器
等
の
導
入
の
プ
ロ
セ
ス

ロ
ボ
ッ
ト
介
護
機
器
等
を
既
に
導
入
し
て
い
る
施
設
に
対
し
て
、
ロ
ボ
ッ
ト
介
護
機
器
等
の
導
入
を
主
導
し
た
方
を

尋
ね
た
と
こ
ろ
、
「
施
設
長
・
管
理
者
」
が
最
多
。

【
ロ
ボ
ッ
ト
介
護
機
器
等
の
導
入
を
主
導
し
た
方
（
S
A
）
】

身
体

障
害

知
的

障
害

精
神

障
害

障
害

児
全
体

n=
58

n=
72

n=
2

n=
15

n=
15

2

法
人

の
経
営

者
6.

9%
19
.4

%
0.

0%
20

.0
%

13
.8

%

施
設

長
・
管

理
者

44
.8

%
44
.4

%
50
.0

%
40

.0
%

44
.1

%

現
場

の
リ
ー

ダ
ー
ク

ラ
ス

24
.1

%
15
.3

%
0.

0%
33

.3
%

19
.7

%

現
場

職
員

12
.1

%
5.

6%
0.

0%
0.

0%
7.
9%

外
部

か
ら
の

働
き
か

け
3.

4%
5.

6%
0.

0%
0.

0%
4.
6%

そ
の

他
1.

7%
2.

8%
0.

0%
0.

0%
2.
0%

無
回

答
6.

9%
6.

9%
50
.0

%
6.

7%
7.
9%

合
計

10
0.

0%
10

0.
0%

10
0.

0%
10

0.
0%

10
0.

0%

134－ －
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（
２
）
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
（
施
設
票
）・
・・
⑤
ロ
ボ
ッ
ト
介
護
機
器
等
の
導
入
の
プ
ロ
セ
ス

ロ
ボ
ッ
ト
介
護
機
器
等
を
既
に
導
入
し
て
い
る
施
設
に
対
し
て
、
ロ
ボ
ッ
ト
介
護
機
器
等
を
導
入
し
た
理
由
を
尋
ね

た
と
こ
ろ
、
「
職
員
の
身
体
的
な
負
担
の
軽
減
の
た
め
」
が
最
多
。
そ
の
他
に
つ
い
て
は
、
「
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向

上
の
た
め
」
や
「
職
員
の
精
神
的
な
負
担
の
軽
減
の
た
め
」
が
上
位
。

【
ロ
ボ
ッ
ト
介
護
機
器
等
を
導
入
し
た
理
由
（
M
A
）
】

身
体

障
害

知
的

障
害

精
神

障
害

障
害

児
全
体

n
=
5
8

n
=
7
2

n
=
2

n
=
1
5

n
=
1
5
2

職
員

の
身
体

的
な
負

担
の

軽
減

の
た
め

8
6
.
2
%

7
6
.
4
%

5
0
.
0
%

6
0
.
0
%

7
8
.
3
%

サ
ー

ビ
ス
の

質
の
向

上
の

た
め

5
0
.
0
%

4
3
.
1
%

5
0
.
0
%

4
6
.
7
%

4
6
.
7
%

職
員

の
精
神

的
な
負

担
の

軽
減

の
た
め

3
9
.
7
%

3
7
.
5
%

5
0
.
0
%

2
6
.
7
%

3
6
.
8
%

入
居

者
・
利

用
者
の

直
接

ケ
ア

の
業
務

の
効

率
化

の
た
め

3
1
.
0
%

4
1
.
7
%

0
.
0
%

2
6
.
7
%

3
4
.
9
%

間
接

業
務
の

効
率
化

の
た

め
2
2
.
4
%

2
0
.
8
%

1
0
0
.
0
%

2
6
.
7
%

2
3
.
0
%

ロ
ボ

ッ
ト
介

護
機
器

等
に

関
心

が
あ
っ

た
た

め
2
0
.
7
%

1
2
.
5
%

0
.
0
%

6
.
7
%

1
4
.
5
%

入
居

者
・
利

用
者
の

自
立

支
援

の
た
め

1
9
.
0
%

9
.
7
%

0
.
0
%

6
.
7
%

1
4
.
5
%

自
法

人
の
経

営
陣
か

ら
導

入
の

指
示
が

あ
っ

た
た

め
3
.
4
%

9
.
7
%

0
.
0
%

6
.
7
%

6
.
6
%

自
法

人
の
他

事
業
所

・
本

部
等

か
ら
勧

め
ら

れ
た

た
め

3
.
4
%

4
.
2
%

0
.
0
%

6
.
7
%

3
.
9
%

(
導

入
し

た
製
品

の
)
メ

ー
カ
ー

か
ら
勧

め
ら

れ
た

た
め

3
.
4
%

1
.
4
%

5
0
.
0
%

0
.
0
%

2
.
6
%

自
法

人
の
他

施
設
で

ロ
ボ

ッ
ト

介
護
機

器
等

の
導

入
を
進

め
て
い

た
た

め
5
.
2
%

0
.
0
%

0
.
0
%

6
.
7
%

2
.
6
%

そ
の

他
3
.
4
%

1
5
.
3
%

0
.
0
%

6
.
7
%

9
.
2
%

無
回

答
0
.
0
%

2
.
8
%

0
.
0
%

0
.
0
%

1
.
3
%

（
注
）
上
位
３
項
目
に
つ
い
て
は
網
掛
け
。
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（
３
）
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
（
職
員
票
）・
・・
①
職
員
（
回
答
者
）
自
身
に
つ
い
て

2
0
2
0
年
10
月
の
1
か
月
あ
た
り
の
平
均
勤
務
日
数
は
2
0
.8
日
、
う
ち
平
均
夜
勤
日
数
は
3
.1
日
（
夜
勤
が
発
生
し
て

い
な
い
ケ
ー
ス
を
除
く
と
4
.2
日
）
。

夜
勤
日
数
に
つ
い
て
、
障
害
種
別
に
み
る
と
、
精
神
障
害
で
は
「
0
日
」
が
7
割
以
上
と
最
多
。

【
2
0
2
0
年
1
0
月
の
１
か
月
に
勤
務
し
た
日
数
（
数
値
を
記
入
）
】

身
体

障
害

知
的
障

害
精

神
障

害
障

害
児

全
体

n
=
1
2
3

n
=
3
7
5

n
=
1
4
7

n
=
1
1
8

n
=
8
2
6

1
0
日

未
満

0
.
8
%

0
.
5
%

2
.
0
%

1
.
7
%

1
.
1
%

1
0
～

1
9
日

1
3
.
0
%

9
.
9
%

1
2
.
2
%

1
4
.
4
%

1
1
.
5
%

2
0
～

2
4
日

8
2
.
9
%

8
3
.
5
%

7
0
.
1
%

7
9
.
7
%

8
0
.
4
%

2
5
日

以
上

0
.
8
%

0
.
8
%

5
.
4
%

0
.
0
%

1
.
5
%

無
回

答
2
.
4
%

5
.
3
%

1
0
.
2
%

4
.
2
%

5
.
6
%

合
計

1
0
0
.
0
%

1
0
0
.
0
%

1
0
0
.
0
%

1
0
0
.
0
%

1
0
0
.
0
%

平
均

2
0
.
7
日

2
1
.
0
日

2
1
.
0
日

2
0
.
1
日

2
0
.
8
日

中
央

値
2
1
.
0
日

2
2
.
0
日

2
2
.
0
日

2
1
.
0
日

2
1
.
0
日

【
2
0
2
0
年
1
0
月
の
１
か
月
に
勤
務
し
た
日
数
の
う
ち
夜
勤
日
数
（
数
値
を
記
入
）
】

身
体
障
害

知
的
障
害

精
神

障
害

障
害
児

全
体

n
=
1
2
3

n
=
3
7
5

n
=
1
4
7

n
=
1
1
8

n
=
8
2
6

０
日

1
5
.
4
%

1
3
.
9
%

7
7
.
6
%

8
.
5
%

2
4
.
9
%

１
～

２
日

1
1
.
4
%

1
0
.
4
%

2
.
0
%

1
1
.
0
%

9
.
1
%

３
～

４
日

3
3
.
3
%

4
4
.
8
%

8
.
8
%

4
4
.
9
%

3
6
.
0
%

５
日

以
上

3
5
.
0
%

2
5
.
1
%

6
.
1
%

3
1
.
4
%

2
4
.
7
%

無
回

答
4
.
9
%

5
.
9
%

5
.
4
%

4
.
2
%

5
.
3
%

合
計

1
0
0
.
0
%

1
0
0
.
0
%

1
0
0
.
0
%

1
0
0
.
0
%

1
0
0
.
0
%

平
均

3
.
5
日

3
.
5
日

0
.
9
日

4
.
1
日

3
.
1
日

平
均
（

夜
勤
０
日
除

く
）

4
.
2
日

4
.
1
日

4
.
8
日

4
.
5
日

4
.
2
日

中
央

値
4
.
0
日

4
.
0
日

0
.
0
日

4
.
0
日

4
.
0
日

中
央

値
（

夜
勤
０
日
除

く
）

4
.
0
日

4
.
0
日

4
.
0
日

4
.
0
日

4
.
0
日
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（
２
）
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
（
施
設
票
）・
・・
⑤
ロ
ボ
ッ
ト
介
護
機
器
等
の
導
入
の
プ
ロ
セ
ス

今
後
、
ロ
ボ
ッ
ト
介
護
機
器
等
の
導
入
促
進
に
向
け
て
、
国
や
自
治
体
に
お
い
て
実
施
す
べ
き
と
考
え
る
取
組
み

に
つ
い
て
、
全
体
で
は
「
導
入
す
る
た
め
の
資
金
助
成
制
度
の
充
実
」
「
ロ
ボ
ッ
ト
介
護
機
器
等
自
体
に
関
す
る
情

報
の
提
供
」
「
他
施
設
に
お
け
る
介
護
機
器
等
の
好
事
例
の
情
報
提
供
」
が
上
位
。

【
今
後
、
ロ
ボ
ッ
ト
介
護
機
器
等
の
導
入
促
進
に
向
け
て
、

国
や
自
治
体
に
お
い
て
実
施
す
べ
き
と
考
え
る
取
組
み
（
M
A
)】

身
体
障

害
知
的

障
害

精
神

障
害

障
害

児
全
体

n=
1
33

n=
4
10

n=
16

2
n
=1
36

n
=8
65

導
入

す
る
た

め
の

資
金

助
成

制
度

の
充

実
73

.7
%

72
.
0%

54
.9

%
69
.9

%
6
7.
9%

ロ
ボ

ッ
ト
介

護
機

器
等

自
体

に
関

す
る

情
報
の

提
供

66
.2
%

67
.
6%

46
.9

%
67
.6

%
6
3.
0%

他
施

設
に
お

け
る

介
護

機
器

等
の

好
事

例
の
情

報
提

供
60

.2
%

67
.
6%

40
.7

%
67
.6

%
6
0.
9%

導
入

判
断
に

お
け

る
試

用
等

の
機

会
の

充
実

60
.2
%

61
.
5%

36
.4

%
55
.1

%
5
4.
8%

ロ
ボ

ッ
ト
介

護
機

器
等

の
導

入
を

後
押

し
す
る

よ
う

な
加

算
の

新
設

55
.6
%

51
.
2%

31
.5

%
57
.4

%
4
8.
8%

(貴
施
設

に
近

隣
す

る
)
身
近

な
場

所
で

の
展
示

会
等

の
開

催
48

.1
%

44
.
1%

31
.5

%
40
.4

%
4
1.
4%

ロ
ボ

ッ
ト
介

護
機

器
等

の
導

入
を

後
押

し
す
る

よ
う

な
人

員
配

置
基

準
の

見
直
し

35
.3
%

32
.
7%

24
.1

%
30
.9

%
3
1.
0%

導
入

に
関
す

る
身

近
な

相
談

機
関

の
設

置
32

.3
%

29
.
3%

25
.9

%
28
.7

%
2
8.
7%

開
発

メ
ー
カ

ー
と

の
情

報
交

換
が

で
き

る
場
の

提
供

28
.6
%

22
.
2%

14
.8

%
29
.4

%
2
2.
8%

ロ
ボ

ッ
ト
介

護
機

器
等

の
導

入
を

リ
ー

ド
す
る

よ
う

な
人

材
の

育
成

21
.8
%

22
.
4%

17
.9

%
31
.6

%
2
2.
5%

そ
の

他
0.

8%
0.

2%
3.

7%
2.
9
%

1.
4%

無
回

答
5.

3%
4.

9%
19
.8

%
4.
4
%

8.
1%

（
注
）
上
位
３
項
目
に
つ
い
て
は
網
掛
け
。
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（
３
）
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
（
職
員
票
）・
・・
②
施
設
の
職
員
の
業
務

日
勤
時
に
身
体
に
過
度
な
負
担
が
か
か
っ
て
い
る
業
務
に
つ
い
て
は
、
「
入
浴
」
が
最
多
。
以
下
、
「
排
泄
」
、
「
移

乗
・
移
動
」
が
上
位
。

障
害
種
別
で
は
、
身
体
障
害
や
知
的
障
害
、
障
害
児
で
「
入
浴
」
が
5
割
以
上
。

【
日
勤
時
に
身
体
に
過
度
な
負
担
が
か
か
っ
て
い
る
業
務
（
M
A
）
】

身
体
障
害

知
的
障
害

精
神
障

害
障
害
児

全
体

n=
12
3

n=
37
5

n=
14
7

n=
11
8

n=
82
6

入
浴

67
.5
%

60
.5
%

3.
4%

52
.5
%

50
.1
%

排
泄

60
.2
%

49
.6
%

1.
4%

39
.0
%

41
.3
%

移
乗
・
移
動

65
.9
%

40
.8
%

0.
7%

35
.6
%

37
.5
%

行
動
障
害
へ
の
対
応

13
.8
%

38
.9
%

5.
4%

36
.4
%

28
.5
%

体
位
変
換

34
.1
%

20
.0
%

1.
4%

22
.0
%

20
.0
%

清
拭
・
身
体
整
容
等

13
.0
%

15
.7
%

0.
7%

16
.9
%

13
.6
%

間
接
業
務
（
利
用
者
に
関
係
す
る
こ
と
）

15
.4
%

14
.4
%

7.
5%

11
.9
%

13
.0
%

社
会
生
活
支
援

7.
3%

13
.3
%

6.
1%

8.
5%

10
.4
%

姿
勢
保
持

14
.6
%

10
.1
%

0.
7%

11
.9
%

9.
9%

安
心
・
安
全
対
策

9.
8%

10
.4
%

4.
8%

5.
1%

8.
7%

日
常
生
活
支
援

4.
9%

11
.5
%

4.
1%

5.
9%

7.
9%

食
事

6.
5%

5.
9%

0.
0%

6.
8%

5.
4%

健
康
管
理

4.
9%

6.
7%

2
.7
%

5.
9%

5.
4%

情
報
入
手
・
意
思
表
出
・
ｺﾐ
ｭﾆ
ｹｰ
ｼｮ
ﾝ支

援
5.
7%

4.
0%

2.
0%

2.
5%

3.
9%

間
接
業
務
（
職
員
や
法
人
に
関
係
す
る
こ

と
）

4.
1%

4.
8%

2.
0%

3.
4%

3.
9%

機
能
訓
練

1.
6%

4.
8%

0.
7%

2.
5%

3.
1%

面
談
、
苦
情
対
応

4.
1%

2.
1%

1.
4%

1.
7%

2.
2%

無
回
答

14
.6
%

20
.0
%

84
.4
%

25
.4
%

31
.4
%

（
注
）
上
位
３
項
目
に
つ
い
て
は
網
掛
け
。
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（
３
）
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
（
職
員
票
）・
・・
②
施
設
の
職
員
の
業
務

夜
勤
時
に
身
体
に
過
度
な
負
担
が
か
か
っ
て
い
る
業
務
は
「
排
泄
」
が
最
多
。
以
下
、
「
間
接
業
務
（
利
用
者
に
関

係
す
る
こ
と
）
」
「
安
心
・
安
全
対
策
」
が
上
位
。

【
夜
勤
時
に
身
体
に
過
度
な
負
担
が
か
か
っ
て
い
る
業
務
（
M
A
）
】

身
体
障

害
知
的

障
害

精
神
障

害
障

害
児

全
体

n=
10
4

n=
32

3
n=
33

n=
10

8
n=

62
0

排
泄

49
.0
%

44
.3

%
6.

1%
30
.6

%
41

.6
%

間
接
業

務
（

利
用
者

に
関
係

す
る

こ
と
）

32
.7
%

35
.6

%
9.

1%
27
.8

%
32

.9
%

安
心
・

安
全

対
策

33
.7
%

31
.0

%
12

.1
%

16
.7

%
28

.2
%

清
拭
・

身
体

整
容
等

23
.1
%

26
.6

%
6.

1%
16
.7

%
24

.0
%

行
動
障

害
へ

の
対
応

21
.2
%

28
.2

%
9.

1%
17
.6

%
24

.0
%

健
康
管

理
20

.2
%

22
.0

%
3.

0%
13
.0

%
19

.4
%

食
事

18
.3
%

20
.1

%
0.

0%
15
.7

%
18

.2
%

情
報
入

手
・

意
思
表

出
・
ｺﾐ

ｭﾆ
ｹｰ

ｼｮ
ﾝ支

援
21

.2
%

16
.4

%
9.

1%
19
.4

%
17

.6
%

移
乗
・

移
動

25
.0
%

16
.4

%
3.

0%
9.

3%
15

.6
%

間
接
業

務
（

職
員
や

法
人
に

関
係

す
る
こ

と
）

11
.5
%

16
.4

%
9.

1%
8.

3%
13

.7
%

体
位
変

換
22

.1
%

11
.1

%
3.

0%
9.

3%
12

.4
%

日
常
生

活
支

援
4.

8%
14

.6
%

6.
1%

9.
3%

11
.5
%

姿
勢
保

持
6.

7%
5.
0%

3.
0%

4.
6%

4.
8%

入
浴

1.
0%

7.
1%

0.
0%

2.
8%

4.
5%

面
談
、

苦
情

対
応

1.
0%

3.
1%

3.
0%

4.
6%

2.
9%

社
会
生

活
支

援
2.

9%
2.
2%

0.
0%

4.
6%

2.
4%

機
能
訓

練
1.

0%
0.
3%

0.
0%

0.
0%

0.
3%

無
回
答

32
.7
%

28
.8

%
78

.8
%

33
.3

%
32

.4
%

（
注
）
上
位
３
項
目
に
つ
い
て
は
網
掛
け
。
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（
３
）
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
（
職
員
票
）・
・・
②
施
設
の
職
員
の
業
務

夜
勤
時
に
精
神
的
に
強
い
ス
ト
レ
ス
感
じ
な
が
ら
実
施
し
て
い
る
業
務
は
、
「
行
動
障
害
へ
の
対
応
」
が
最
多
。
以

下
、
「
安
心
・
安
全
対
策
」
「
健
康
管
理
」
等
が
上
位
。

障
害
種
別
で
は
、
身
体
障
害
で
は
「
行
動
障
害
へ
の
対
応
」
と
「
安
心
・
安
全
対
策
」
、
知
的
障
害
や
障
害
児
で
は
「

行
動
障
害
へ
の
対
応
」
、
精
神
障
害
で
は
「
安
心
・
安
全
対
策
」
が
そ
れ
ぞ
れ
最
多
。

【
夜
勤
時
に
精
神
的
に
強
い
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
な
が
ら
実
施
し
て
い
る
業
務
（
M
A
）
】

身
体

障
害

知
的
障

害
精
神

障
害

障
害

児
全

体

n=
10

4
n=

32
3

n=
33

n=
10

8
n=

62
0

行
動
障

害
へ
の

対
応

49
.0
%

63
.5
%

18
.2

%
46

.3
%

55
.8
%

安
心
・

安
全
対

策
49

.0
%

44
.3
%

30
.3

%
35

.2
%

42
.9
%

健
康
管

理
26

.9
%

31
.3
%

9.
1%

19
.4

%
27

.3
%

排
泄

29
.8
%

29
.1
%

6.
1%

11
.1

%
24

.2
%

間
接
業

務
（
利

用
者
に

関
係
す

る
こ
と

）
16

.3
%

18
.6
%

9.
1%

13
.9

%
17

.1
%

情
報
入

手
・
意

思
表
出

・
ｺﾐ
ｭﾆ

ｹｰ
ｼｮ
ﾝ支

援
14

.4
%

17
.0
%

6.
1%

16
.7

%
16

.5
%

間
接
業

務
（
職

員
や
法

人
に
関

係
す
る

こ
と
）

10
.6
%

10
.5
%

3.
0%

6.
5%

10
.0
%

面
談
、

苦
情
対

応
13

.5
%

9.
3%

9.
1%

8.
3%

9.
8%

食
事

3.
8%

9.
6%

0.
0%

9.
3%

7.
7%

体
位
変

換
12

.5
%

5.
6%

0.
0%

3.
7%

6.
6%

清
拭
・

身
体
整

容
等

5.
8%

8.
7%

3.
0%

3.
7%

6.
6%

移
乗
・

移
動

8.
7%

7.
4%

3.
0%

1.
9%

6.
3%

日
常
生

活
支
援

4.
8%

5.
3%

6.
1%

0.
9%

4.
2%

姿
勢
保

持
2.

9%
3.

4%
3.

0%
0.
0%

2.
6%

入
浴

2.
9%

1.
5%

0.
0%

0.
0%

1.
5%

社
会
生

活
支
援

2.
9%

0.
9%

0.
0%

0.
0%

1.
1%

機
能
訓

練
1.

9%
0.

6%
0.

0%
0.
9%

1.
0%

無
回
答

25
.0
%

22
.3
%

60
.6

%
33

.3
%

26
.6
%

（
注
）
上
位
３
項
目
に
つ
い
て
は
網
掛
け
。
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（
３
）
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
（
職
員
票
）・
・・
②
施
設
の
職
員
の
業
務

日
勤
時
に
精
神
的
に
強
い
ス
ト
レ
ス
感
じ
な
が
ら
実
施
し
て
い
る
業
務
は
、
「
行
動
障
害
へ
の
対
応
」
が
最
多
。
以

下
、
「
面
談
、
苦
情
対
応
」
「
安
心
・
安
全
対
策
」
等
が
上
位
。

【
日
勤
時
に
精
神
的
に
強
い
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
な
が
ら
実
施
し
て
い
る
業
務
（
M
A
）
】

身
体

障
害

知
的

障
害

精
神

障
害

障
害

児
全

体

n=
1
2
3

n
=
3
7
5

n
=
1
4
7

n
=
1
18

n
=
8
2
6

行
動

障
害

へ
の

対
応

5
9
.
3
%

7
0
.
1
%

20
.
4
%

6
1
.
9
%

5
8
.
1
%

面
談

、
苦

情
対

応
3
5
.
8
%

3
6
.
0
%

22
.
4
%

4
1
.
5
%

3
4
.
7
%

安
心

・
安

全
対

策
3
9
.
0
%

3
8
.
9
%

17
.
0
%

2
8
.
0
%

3
3
.
3
%

健
康

管
理

2
9
.
3
%

3
2
.
8
%

7
.
5
%

2
8
.
0
%

2
7
.
1
%

情
報

入
手

・
意

思
表

出
・

ｺ
ﾐ
ｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ
支
援

3
5
.
0
%

2
9
.
6
%

13
.
6
%

2
0
.
3
%

2
6
.
3
%

排
泄

3
0
.
9
%

3
0
.
7
%

2
.
7
%

1
6
.
9
%

2
3
.
8
%

間
接

業
務

（
利

用
者

に
関

係
す

る
こ

と
）

2
6
.
8
%

2
5
.
1
%

11
.
6
%

1
7
.
8
%

2
1
.
7
%

入
浴

2
2
.
8
%

2
1
.
9
%

2
.
0
%

1
6
.
1
%

1
7
.
7
%

間
接

業
務

（
職

員
や

法
人

に
関

係
す

る
こ

と
）

2
2
.
0
%

1
9
.
2
%

8
.
8
%

1
5
.
3
%

1
7
.
6
%

食
事

2
2
.
8
%

2
0
.
8
%

1
.
4
%

1
6
.
1
%

1
6
.
9
%

日
常

生
活

支
援

1
8
.
7
%

1
7
.
1
%

8
.
2
%

5
.
1
%

1
3 .
9
%

社
会

生
活

支
援

1
3
.
0
%

1
6
.
0
%

0
.
7
%

6
.
8
%

1
1
.
6
%

移
乗

・
移

動
1
2
.
2
%

1
1
.
2
%

0
.
0
%

8
.
5
%

9
.
1
%

清
拭

・
身

体
整

容
等

8
.
9
%

8
.
5
%

0
.
0
%

7
.
6
%

7
.
3
%

体
位

変
換

8
.
9
%

4
.
3
%

0
.
0
%

0
.
8
%

4
.
0
%

姿
勢

保
持

3
.
3
%

2
.
4
%

0
.
7
%

1
.
7
%

2
.
3
%

機
能

訓
練

2
.
4
%

2
.
1
%

0
.
7
%

1
.
7
%

1
.
8
%

無
回

答
1
0
.
6
%

1
5
.
5
%

55
.
8
%

1
6
.
1
%

2
2
.
4
%

（
注
）
上
位
３
項
目
に
つ
い
て
は
網
掛
け
。
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（
３
）
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
（
職
員
票
）・
・・
③
ロ
ボ
ッ
ト
介
護
機
器
等
の
導
入
の
現
状

ロ
ボ
ッ
ト
介
護
機
器
等
の
導
入
・
活
用
に
関
す
る
懸
念
点
や
課
題
点
等
は
全
体
の
約
7
割
が
「
あ
る
」
と
回
答
。

「
あ
る
」
と
回
答
し
た
職
員
に
対
し
て
、
具
体
的
な
懸
念
点
や
課
題
点
等
を
た
ず
ね
る
と
、
「
入
所
者
の
状
態
の
個
別

性
が
高
く
、
汎
用
性
を
前
提
と
し
た
機
器
は
活
用
が
難
し
い
」
が
最
多
。
以
下
、
「
ロ
ボ
ッ
ト
介
護
機
器
等
の
導
入
等

に
係
る
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
が
高
額
」
や
「
ど
の
よ
う
な
ロ
ボ
ッ
ト
介
護
機
器
等
が
あ
る
の
か
知
ら
な
い
」
等
が
上
位
。

【
（
ロ
ボ
ッ
ト
介
護
機
器
等
の
導
入
・
活
用
に
関
す
る
）
具
体
的
な
懸
念
点
や
課
題
点
等
（
M
A
）
】

身
体
障
害

知
的
障

害
精

神
障
害

障
害
児

全
体

n
=
9
8

n
=
2
7
9

n
=
5
9

n
=
8
6

n
=
5
7
2

業
務

プ
ロ

セ
ス

の
変

更
等

入
所

者
の

状
態

の
個

別
性

が
高

く
、

汎
用

性
を

前
提

と
し

た
機

器
は

活
用

が
難

し
い

6
4
.
3
%

6
8
.
5
%

6
2
.
7
%

7
3
.
3
%

6
7
.
8
%

導
入

・
管

理
費

用
ロ

ボ
ッ

ト
介

護
機

器
等

の
導

入
等

に
係

る
イ

ニ
シ

ャ
ル

コ
ス

ト
が

高
額

6
7
.
3
%

6
2
.
7
%

6
4
.
4
%

6
5
.
1
%

6
4
.
5
%

ロ
ボ

ッ
ト
介

護
機

器
等

の
情

報
ど

の
よ

う
な

ロ
ボ

ッ
ト
介

護
機

器
等

が
あ

る
の

か
知

ら
な

い
6
1
.
2
%

6
7
.
4
%

5
0
.
8
%

5
8
.
1
%

6
2
.
9
%

操
作

や
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
施

設
内

で
定

期
的

な
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
等

を
行

う
技

術
が

な
い

5
7
.
1
%

6
3
.
8
%

6
7
.
8
%

6
2
.
8
%

6
2
.
9
%

導
入

・
管

理
費

用
ロ

ボ
ッ

ト
介

護
機

器
等

の
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
等

に
か

か
る

ラ
ン

ニ
ン

グ
費

用
が

高
額

6
0
.
2
%

5
9
.
1
%

5
7
.
6
%

5
8
.
1
%

5
9
.
3
%

そ
の

他
入

所
者

に
あ

っ
た

ロ
ボ

ッ
ト
介

護
機

器
等

の
選

定
・
適

合
を

行
う

専
門

家
が

施
設

内
に

い
な

い
5
4
.
1
%

5
4
.
5
%

4
2
.
4
%

4
6
.
5
%

5
2
.
1
%

耐
久

性
や

安
全

性
ロ

ボ
ッ

ト
介

護
機

器
等

の
安

全
性

に
対

す
る

懸
念

が
払

し
ょ

く
で

き
な

い
4
1
.
8
%

5
3
.
8
%

5
7
.
6
%

4
7
.
7
%

5
1
.
2
%

導
入

環
境

の
整

備
施

設
内

に
ロ

ボ
ッ

ト
介

護
機

器
等

を
格

納
・
収

納
し

て
お

く
ス

ペ
ー

ス
が

な
い

4
4
.
9
%

4
8
.
0
%

5
0
.
8
%

5
2
.
3
%

4
8
.
8
%

ロ
ボ

ッ
ト
介

護
機

器
等

の
情

報
ロ

ボ
ッ

ト
介

護
機

器
等

で
何

が
で

き
る

の
か

よ
く

わ
か

ら
な

い
4
5
.
9
%

5
0
.
9
%

4
5
.
8
%

5
2
.
3
%

4
8
.
6
%

導
入

環
境

の
整

備
4
2
.
9
%

4
8
.
0
%

4
9
.
2
%

4
5
.
3
%

4
7
.
2
%

そ
の

他
ケ

ア
行

為
に

機
器

を
活

用
し

た
場

合
の

効
果

が
不

明
確

4
1
.
8
%

5
1
.
3
%

4
0
.
7
%

4
4
.
2
%

4
7
.
0
%

耐
久

性
や

安
全

性
ロ

ボ
ッ

ト
介

護
機

器
等

の
耐

久
性

に
対

す
る

懸
念

が
払

し
ょ

く
で

き
な

い
（
機

器
が

壊
れ

や
す

い
・
故

障
し

や
す

い
）

2
7
.
6
%

4
1
.
2
%

3
7
.
3
%

4
7
.
7
%

4
0
.
0
%

業
務

プ
ロ

セ
ス

の
変

更
等

既
存

の
ケ

ア
行

為
や

業
務

プ
ロ

セ
ス

へ
の

導
入

方
法

が
イ

メ
ー

ジ
で

き
な

い
3
8
.
8
%

3
6
.
6
%

3
3
.
9
%

4
7
.
7
%

3
7
.
8
%

操
作

や
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
操

作
や

取
り

回
し

が
煩

雑
で

あ
る

3
5
.
7
%

3
4
.
1
%

3
3
.
9
%

2
4
.
4
%

3
3
.
9
%

ロ
ボ

ッ
ト
介

護
機

器
等

へ
の

イ
メ

ー
ジ

入
所

者
へ

の
ケ

ア
は

人
の

手
で

行
う

べ
き

と
考

え
る

2
1
.
4
%

2
8
.
0
%

3
3
.
9
%

3
1
.
4
%

2
8
.
3
%

そ
の

他
加

算
や

人
員

配
置

基
準

の
緩

和
な

ど
、

ロ
ボ

ッ
ト
介

護
機

器
等

を
活

用
す

る
制

度
的

な
イ

ン
セ

ン
テ

ィ
ブ

が
な

い
1
8
.
4
%

2
6
.
9
%

4
9
.
2
%

3
0
.
2
%

2
8
.
1
%

ロ
ボ

ッ
ト
介

護
機

器
等

へ
の

イ
メ

ー
ジ

ロ
ボ

ッ
ト
介

護
機

器
等

に
よ

る
ケ

ア
を

入
所

者
や

そ
の

家
族

が
嫌

が
る

2
5
.
5
%

2
2
.
2
%

1
3
.
6
%

1
8
.
6
%

2
1
.
2
%

ロ
ボ

ッ
ト
介

護
機

器
等

へ
の

イ
メ

ー
ジ

現
場

職
員

の
ロ

ボ
ッ

ト
介

護
機

器
等

へ
の

抵
抗

感
・
拒

否
感

が
大

き
い

3
0
.
6
%

1
7
.
9
%

1
1
.
9
%

1
7
.
4
%

1
9
.
9
%

業
務

プ
ロ

セ
ス

の
変

更
等

ロ
ボ

ッ
ト
介

護
機

器
等

に
合

わ
せ

て
こ

れ
ま

で
の

業
務

や
ケ

ア
の

や
り

方
を

変
え

る
負

担
が

大
き

い
2
3
.
5
%

1
6
.
5
%

1
1
.
9
%

1
1
.
6
%

1
7
.
1
%

ロ
ボ

ッ
ト
介

護
機

器
等

の
情

報
求

め
る

機
能

・
性

能
を

満
た

し
た

ロ
ボ

ッ
ト
介

護
機

器
が

存
在

し
な

い
1
8
.
4
%

1
4
.
3
%

1
6
.
9
%

1
2
.
8
%

1
5
.
6
%

そ
の

他
そ

の
他

5
.
1
%

3
.
2
%

5
.
1
%

3
.
5
%

3
.
8
%

無
回

答
0
.
0
%

0
.
7
%

1
.
7
%

0
.
0
%

0
.
5
%

中
分
類

項
目

（
無

線
L
A

N
の

整
備

や
浴

室
の

間
口

な
ど

）
ロ

ボ
ッ

ト
介

護
機

器
等

の
導

入
に

必
要

な
ハ

ー
ド

面
の

整
備

が
な

さ
れ

て
い

な
い

（
注
）
上
位
５
項
目
に
つ
い
て
は
網
掛
け
。
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２
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ア
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（
２
）
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
か
ら
得
ら
れ
た
ポ
イ
ン
ト

項
目

ポ
イ
ン
ト

導
入
の
背
景
・
目
的

複
数
の
施
設
に
お
い
て
、
入
浴
や
移
乗
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

あ
た
っ
て
の
職
員
の
身
体
的
負
担
が
重
く
、
そ
の
負
担
を
軽
減
す

る
こ
と
が
目
的
。

一
部
で
は
事
業
所
と
し
て
の
支
援
の
理
念
（
「
普
通
の
生
活
を
提
供

す
る
（
湯
船
に
つ
か
る
）
」
）
を
達
成
す
る
こ
と
を
目
的
。

導
入
プ
ロ
セ
ス
、

そ
の
中
で
解
決
し
た
課
題

施
設
内
の
委
員
会
組
織
に
よ
る
導
入
推
進
や
職
員
間
で
試
行
し
な

が
ら
使
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策
定
す
る
事
例
。

他
方
、
施
設
長
等
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
み
に
よ
っ
て
導
入
を
進
め

た
事
例
も
複
数
。

「
最
初
は
ロ
ボ
ッ
ト
介
護
機
器
に
つ
い
て
懐
疑
的
だ
っ
た
が
、
活
用

し
て
い
く
う
ち
に
徐
々
に
慣
れ
て
き
た
」
と
い
う
意
見
も
あ
り
。

ロ
ボ
ッ
ト
介
護
機
器
導
入
の
効
果
・

成
果
・
機
器
に
対
す
る
評
価
等

職
員
の
身
体
的
負
担
が
軽
減
さ
れ
、
ま
た
利
用
者
も
機
器
の
使
用

に
よ
っ
て
安
心
し
て
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
と
の
こ
と
。

施
設
内
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
十
分
に
シ
ス
テ
ム
の
機
能
を
職

員
や
利
用
者
が
使
い
こ
な
し
き
れ
て
な
い
と
い
う
課
題
も
あ
り
。
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（
１
）
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
の
実
施
概
要

前
述
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
施
設
票
）
等
に
お
い
て
、
ロ
ボ
ッ
ト
介
護
機
器
等
の
導
入
実
績

が
あ
る
と
回
答
し
た
施
設
（
７
施
設
）に
対
し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
実
施
。

実
施
時
期
は
2
0
21
年
1
月
～
20
21
年
2月
。

ヒ
ア
リ
ン
グ
先

支
援
対
象
と
し
て
い
る

主
な
障
害
種
別

ロ
ボ
ッ
ト
介
護
機
器
の
分
野

社
会
福
祉
法
人
あ
り
の
ま
ま
舎

身
体
障
害
、
知
的
障
害

移
乗
支
援

社
会
福
祉
法
人
県
西
福
祉
会

身
体
障
害

入
浴
支
援

社
会
福
祉
法
人
横
浜
共
生
会

知
的
障
害

入
浴
支
援

社
会
福
祉
法
人
京
都
聴
覚
言
語
障
害
者
福
祉
協
会

身
体
障
害
（
聴
覚
）

入
浴
支
援

サ
イ
ネ
ー
ジ
シ
ス
テ
ム

社
会
福
祉
法
人
秋
田
県
民
生
協
会

知
的
障
害

見
守
り
支
援

社
会
福
祉
法
人
ク
ロ
ー
バ
ー
会

知
的
障
害

移
乗
支
援

社
会

福
祉

法
人

京
都

総
合

福
祉

協
会

知
的
障
害

排
泄
支
援
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（
２
）
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
か
ら
得
ら
れ
た
ポ
イ
ン
ト

項
目

ポ
イ
ン
ト

ロ
ボ
ッ
ト
介
護
機
器
の
導
入
に
向
け
て

重
要
と
考
え
る
点

展
示
会
見
学
や
業
者
と
の
定
期
的
な
コ
ン
タ
ク
ト
に
よ
っ
て
、
ロ

ボ
ッ
ト
介
護
機
器
の
実
物
に
触
れ
て
お
く
こ
と
や
、
機
会
を
み
な
が

ら
試
行
的
に
導
入
し
て
み
る
こ
と
の
重
要
性
を
指
摘
。

多
職
種
の
職
員
で
合
意
を
取
り
な
が
ら
、
自
施
設
の
課
題
を
踏
ま

え
て
導
入
し
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
。

今
後
求
め
る
政
策
や
開
発
ニ
ー
ズ

手
間
が
よ
り
簡
便
で
、
使
い
や
す
い
機
器
開
発
を
望
む
意
見
。

活
用
し
や
す
い
補
助
金
制
度
等
や
、
ロ
ボ
ッ
ト
介
護
機
器
の
利
用

を
促
す
加
算
の
整
備
を
要
望
す
る
意
見
。

現
行
の
ロ
ボ
ッ
ト
介
護
機
器
が
身
体
的
な
「
支
援
」
に
偏
っ
て
お
り
、

災
害
時
を
含
め
た
情
報
伝
達
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
支
援
す
る

機
器
の
開
発
に
つ
い
て
も
重
点
的
に
推
進
す
る
必
要
性
。
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入
浴
、
排
泄
、
移
動
・
移
乗
等
の
支
援
業
務
に
多
く
の
時
間
を
費
や
し
身
体
的
な
負
担
が

大
き
い
。
ま
た
、
間
接
業
務
に
も
多
く
の
時
間
が
費
や
さ
れ
て
い
る
。

（
１
）
障
害
者
支
援
施
設
に
お
け
る
業
務
実
態
と
業
務
負
担
感

職
員
へ
の
暴
行
・
暴
言
等
と
い
っ
た
「
行
動
障
害
へ
の
対
応
」
が
、
職
員
に
と
っ
て
精
神
的

な
負
担
感
の
大
き
い
業
務
で
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。

た
だ
し
、
「
行
動
障
害
へ
の
対
応
」
に
つ
い
て
は
効
率
化
や
負
担
軽
減
を
図
る
余
地
が
大
き

い
業
務
と
考
え
る
施
設
は
少
な
い
。

日
勤
時
の
業
務
負
担
と
夜
勤
の
業
務
負
担
を
比
較
す
る
と
、
負
担
と
な
っ
て
い
る
業
務
が

や
や
異
な
っ
て
お
り
、
特
に
夜
勤
で
は
、
安
心
・
安
全
対
策
や
排
泄
と
い
っ
た
業
務
が
職
員

に
と
っ
て
負
担
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
点
が
特
徴
的
。

４
．
調

査
結

果
か

ら
わ

か
っ

た
ポ

イ
ン

ト
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（
３
）
障
害
者
支
援
施
設
に
お
け
る
ロ
ボ
ッ
ト
介
護
機
器
等
の
導
入
阻
害
要
因
に
つ
い
て

身
体
障
害
の
施
設
で
は
ロ
ボ
ッ
ト
介
護
機
器
等
を
導
入
し
て
い
る
施
設
が
比
較
的
多
か
っ

た
の
に
対
し
、
精
神
障
害
の
施
設
で
は
ほ
と
ん
ど
導
入
し
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ

た
。

導
入
し
て
い
な
い
施
設
の
5
割
が
今
後
も
「
導
入
予
定
な
し
」
と
回
答
し
て
い
る
と
回
答
す
る

一
方
で
、
6
割
の
施
設
が
ロ
ボ
ッ
ト
介
護
機
器
等
の
「
関
心
が
あ
り
」
と
回
答
し
て
お
り
、
関
心

は
あ
る
も
の
の
、
導
入
す
る
ま
で
に
は
至
ら
な
い
と
考
え
る
施
設
が
多
い
と
推
察
さ
れ
る
。

ロ
ボ
ッ
ト
介
護
機
器
等
の
導
入
に
懸
念
点
や
課
題
点
等
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
懸
念
点
・
課

題
に
つ
い
て
機
器
を
導
入
し
て
い
る
施
設
に
お
け
る
回
答
割
合
が
小
さ
い
。

た
だ
し
、
一
部
の
課
題
（
業
務
や
ケ
ア
の
方
法
の
変
更
に
か
か
る
負
担
や
、
操
作
や
取
り

回
し
の
煩
雑
さ
に
関
す
る
課
題
）
に
つ
い
て
は
、
両
者
で
大
き
な
違
い
が
な
く
、
ロ
ボ
ッ
ト
介

護
機
器
等
を
導
入
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
こ
う
し
た
課
題
は
残
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

４
．
調

査
結

果
か

ら
わ

か
っ

た
ポ

イ
ン

ト

37

主
と
し
て
間
接
業
務
に
役
立
つ
機
器
に
つ
い
て
は
、
障
害
種
別
を
問
わ
ず
、
活
用
可
能
性

が
あ
る
と
の
回
答
割
合
が
大
き
い
。

そ
の
他
、
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
端
末
等
の
健
康
管
理
や
、
見
守
り
セ
ン
サ
ー
等
の
安
心
・
安
全
対

策
に
関
連
す
る
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
機
器
等
も
一
定
の
割
合
で
活
用
可
能
性
が
あ
る
と
の
回
答

が
み
ら
れ
る
。

と
り
わ
け
、
身
体
的
負
担
が
大
き
い
身
体
障
害
や
知
的
障
害
の
施
設
で
は
、
幅
広
い
種
類

の
ロ
ボ
ッ
ト
介
護
機
器
等
で
「
活
用
の
可
能
性
が
あ
る
」
と
の
回
答
が
多
い
。

現
在
、
高
齢
者
分
野
で
活
用
さ
れ
て
い
る
一
部
の
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
機
器
に
つ
い
て
は
、
障
害

者
支
援
分
野
に
つ
い
て
も
、
活
用
の
可
能
性
が
十
分
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
開
発
側
に
と
っ

て
も
市
場
拡
大
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
と
推
察
さ
れ
る
。

（
２
）
障
害
者
支
援
施
設
に
お
け
る
ロ
ボ
ッ
ト
介
護
機
器
等
の
導
入
可
能
性
に
つ
い
て

他
方
、
精
神
障
害
へ
の
ロ
ボ
ッ
ト
介
護
機
器
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ロ

ボ
ッ
ト
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
等
へ
の
活
用
は
一
定
程
度
み
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ

る
。

５
．
ま

と
め

（今
後

の
開

発
・普

及
に

向
け

た
提

言
）

39

（
１
）
今
後
の
開
発
に
向
け
た
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て

１
．
障
害
種
別
の
ニ
ー
ズ
や
課
題
を
踏
ま
え
た
開
発
の
推
進

障
害
種
別
の
ニ
ー
ズ
や
課
題
に
対
応
し
た
形
で
、
新
た
な
ロ
ボ
ッ
ト
介
護
機
器
を
開
発
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
。

２
．
精
神
障
害
の
施
設
に
お
け
る
業
務
負
担
等
に
対
応
し
た
開
発
の
推
進

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
安
心
・
安
全
と
い
っ
た
業
務
に
か
か
る
精
神
的
な
負
担
は
大
き
い
も

の
と
考
え
ら
れ
、
当
該
業
務
へ
の
負
担
に
対
応
し
た
機
器
等
の
開
発
を
進
め
る
こ
と
が
必

要
。

３
．
コ
ロ
ナ
禍
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
ロ
ボ
ッ
ト
介
護
機
器
等
の
開
発
の
推
進

「
w
it
h
コ
ロ
ナ
」
時
代
の
障
害
者
施
設
の
業
務
負
担
を
踏
ま
え
た
、
ロ
ボ
ッ
ト
介
護
機
器
等

の
開
発
の
推
進
。

「
A
ft
e
rコ
ロ
ナ
」
時
代
も
見
据
え
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
機
器
や
非
接
触
型
技
術
を
活
用
し

た
機
器
の
開
発
な
ど
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
。
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５
．
ま

と
め

（今
後

の
開

発
・普

及
に

向
け

た
提

言
）

40

（
２
）
今
後
の
普
及
に
向
け
た
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て

１
．
高
齢
者
分
野
で
活
用
さ
れ
る
ロ
ボ
ッ
ト
介
護
機
器
等
の
活
用
可
能
性
の
検
討

身
体
介
護
に
か
か
る
業
務
負
担
の
大
き
い
施
設
に
お
い
て
は
、
高
齢
者
分
野
で
既
に
実
用

化
さ
れ
て
い
る
ロ
ボ
ッ
ト
介
護
機
器
の
活
用
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
。

２
．
ロ
ボ
ッ
ト
介
護
機
器
等
導
入
の
成
功
事
例
を
活
か
し
た
取
組
み
の
推
進

一
部
の
業
務
（
排
泄
、
移
動
・
移
乗
等
）
は
、
既
に
高
齢
者
福
祉
分
野
に
お
い
て
、
ロ
ボ
ッ
ト

介
護
機
器
等
の
導
入
が
積
極
的
に
進
め
ら
れ
て
い
る
領
域
。
高
齢
者
福
祉
分
野
に
お
け
る

成
功
事
例
を
活
か
す
こ
と
で
、
導
入
を
促
進
す
る
こ
と
が
可
能
。

ロ
ボ
ッ
ト
介
護
機
器
等
と
入
所
者
・
利
用
者
と
の
適
合
、
利
用
者
・
家
族
へ
の
同
意
取
得
、

施
設
内
で
の
合
意
形
成
や
施
設
内
委
員
会
の
設
置
に
よ
る
活
用
方
法
の
習
熟
な
ど
、
高

齢
者
福
祉
分
野
に
お
け
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
障
害
者
支
援
施
設
へ
移
転
し
て
い
く
よ
う
な
普
及
啓

発
の
取
組
み
が
有
効
。

行
政
等
に
お
い
て
は
導
入
に
向
け
た
経
済
的
な
補
助
・
助
成
に
加
え
、
高
齢
者
分
野
で
活

用
さ
れ
て
い
る
機
器
に
関
す
る
情
報
提
供
な
ど
も
同
時
に
進
め
て
い
く
こ
と
も
必
要
。

本
調

査
に

関
す

る
報

告
書

及
び

概
要

版
に

つ
き

ま
し

て
は

、
弊

社
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

掲
載

し
て

い
ま

す
。

ご
関

心
の

あ
る

方
は

、
是

非
ク

リ
ッ

ク
し

て
頂

け
た

ら
と

存
じ

ま
す

。

弊
社

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

（
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.y
o

k
o

h
a
m

a
-r

i.
c
o

.j
p

/
）

「
ト

ッ
プ

ペ
ー

ジ
」

→
「
受

託
調

査
・
研

究
」

→
「
受

託
・
国

庫
補

助
事

業
」

厚
生

労
働

省
「
令

和
2

年
度

障
害

者
総

合
福

祉
推

進
事

業
」
(
ロ

ボ
ッ

ト
等

を
活

用
し

た
障

害
者

支
援

手
法

の
開

発
に

向
け

た
調

査
研

究
事

業
)

概
要

版
：
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.y
o

k
o

h
a
m

a
-r

i.
c
o

.j
p

/
s
h

o
g

a
i_
b

u
n

y
a
2

0
2

0
/
p

d
f
/h

o
k
o

k
u

_g
a
iy

o
.p

d
f

報
告

書
：
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.y
o

k
o

h
a
m

a
-r

i.
c
o

.j
p

/
s
h

o
g

a
i_
b

u
n

y
a
2

0
2

0
/
p

d
f
/h

o
k
o

k
u

.p
d

f

※
な

お
、
本

調
査

の
前

身
と

な
っ

て
い

る
「障

害
者

支
援

施
設

に
対

し
て

、
ヒ

ア
リ

ン
グ

調
査

を
通

じ
て

現
状

に
お

け
る

負
担

の
大

き
い

業
務

を
洗

い
出

し
、
当

該
業

務
と

具
体

的
な

ロ
ボ

ッ
ト

介
護

機
器

と
の

紐
付

け
を

試
行

し
た

」
調

査
研

究
も

掲
載

し
て

い
ま

す
。
（
下

記
参

照
）

厚
生

労
働

省
「
令

和
元

年
度

障
害

者
総

合
福

祉
推

進
事

業
」
(
障

害
分

野
に

お
け

る
ロ

ボ
ッ

ト
等

の
導

入
促

進
に

向
け

た
調

査
研

究
事

業
)

概
要

版
：

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.y
o

k
o

h
a
m

a
-r

i.
c
o

.j
p

/
s
h

o
g

a
i_
b

u
n

y
a
2

0
1
9

/
p

d
f
/
h

o
k
o

k
u

_g
a
iy

o
.p

d
f

報
告

書
：

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.y
o

k
o

h
a
m

a
-r

i.
c
o

.j
p

/
s
h

o
g

a
i_
b

u
n

y
a
2

0
1
9

/
p

d
f
/h

o
k
o

k
u

.p
d

f

本
日

の
講

演
に

関
す

る
ご

意
見

・ご
質

問
等

が
あ

り
ま

し
た

ら
、
下

記
に

ご
連

絡
く

だ
さ

い
。

【
連

絡
先

】
株

式
会

社
浜

銀
総

合
研

究
所

地
域

戦
略

研
究

部
副

主
任

研
究

員
加

藤
善

崇
電

話
番

号
：
0

4
5

-2
2

5
-2

3
7

2
メ

ー
ル

ア
ド

レ
ス

：
y
t-

k
a
to

@
y
o

k
o

h
a
m

a
-r

i.
c
o

.j
p

42

５
．
ま

と
め

（今
後

の
開

発
・普

及
に

向
け

た
提

言
）

41

（
２
）
今
後
の
普
及
に
向
け
た
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て

３
．
導
入
時
の
意
思
決
定
に
お
け
る
現
場
職
員
の
意
見
や
ニ
ー
ズ
把
握
の
必
要
性

ロ
ボ
ッ
ト
介
護
機
器
の
導
入
後
に
実
際
に
機
器
を
活
用
す
る
の
は
現
場
職
員
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
導
入
を
決
定
す
る
際
に
は
現
場
職
員
の
意
見
を
聴
取
す
る
こ
と
が
重
要
。

４
．
利
用
者
本
人
に
対
す
る
倫
理
面
で
の
配
慮
の
必
要
性

機
器
の
活
用
に
お
い
て
は
本
人
の
同
意
や
意
向
の
把
握
も
必
要
。
本
人
の
同
意
取
得
や

意
思
決
定
支
援
の
あ
り
方
、
倫
理
面
の
配
慮
を
ど
の
よ
う
に
行
う
か
と
い
っ
た
点
に
つ
い
て

検
討
す
る
こ
と
が
必
要
。

５
．
ロ
ボ
ッ
ト
介
護
機
器
等
を
踏
ま
え
た
業
務
モ
デ
ル
や
ケ
ア
モ
デ
ル
の
確
立
の
必
要
性

ロ
ボ
ッ
ト
介
護
機
器
を
導
入
し
て
い
る
施
設
等
を
対
象
と
し
た
調
査
研
究
を
行
い
、
ロ
ボ
ッ
ト

介
護
機
器
を
活
用
し
た
業
務
や
ケ
ア
の
方
法
論
に
つ
い
て
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
を
確
立
し
、
そ

の
知
見
の
横
展
開
を
図
る
こ
と
が
必
要
。

６
．
そ
の
他

コ
ス

ト
面

に
関

す
る

課
題

対
応

や
機

器
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
の

あ
り

方
に

つ
い

て
も

検
討

す
る
こ
と
が
重
要
。

ご
清

聴
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。

43
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Th
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Th

e 
A
ss

oc
ia

ti
on
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or

 T
ec
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ic

al
 A

id
s(

A
TA

)

公
益
財
団
法
人
テ
ク
ノ
エ
イ
ド
協
会

企
画
部
宇
田
川
竜
吾

Th
e 

A
ss

oc
ia

ti
on

 f
or

 T
ec

hn
ic

al
 A

id
s(

A
TA

)
1

障
害
者
自
立
支
援
機
器

シ
ー
ズ
・
ニ
ー
ズ
マ
ッ
チ
ン
グ
交
流
会

2
0

2
１

作
る
人
と
使
う
人
の
交
流
会

Ｗ
ｅ
ｂ
を
活
用
し
た
交
流
の
進
め
方

Th
e 

A
ss

oc
ia

ti
on

 f
or

 T
ec

hn
ic

al
 A

id
s(

A
TA

)

目
的

3

シ
ー
ズ
・ニ
ー
ズ
マ
ッ
チ
ン
グ
交
流
会
は
、
障
害
当
事
者
の
方
々
を
は
じ
め
と

す
る
ユ
ー
ザ
ー
側
が
持
つ
『
ニ
ー
ズ
』
と
開
発
側
が
持
つ
『
シ
ー
ズ
』
の
マ
ッ
チ
ン

グ
を
目
的
と
し
、
ユ
ー
ザ
ー
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
実
用
的
な
支
援
機
器
が
開
発

さ
れ
る
よ
う
、
試
作
機
等
を
用
い
て
想
定
す
る
ユ
ー
ザ
ー
と
開
発
側
が
意
見
交

換
で
き
る
場
を
設
け
る
も
の
で
す
。

Th
e 

A
ss

oc
ia

ti
on

 f
or

 T
ec

hn
ic

al
 A

id
s(

A
TA

)
Th

e 
A
ss

oc
ia

ti
on

 f
or

 T
ec

hn
ic

al
 A

id
s(

A
TA

)

内
容

・
交
流
会
の
目
的
、
出
展
者
情
報

・
交
流
の
流
れ

・
交
流
方
法

・
Ｗ
ｅ
ｂ
交
流
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
紹
介

・
併
催
セ
ミ
ナ
ー
の
視
聴
に
つ
い
て

・
東
京
会
場
の
ご
案
内

2
Th

e 
A
ss

oc
ia

ti
on

 f
or

 T
ec

hn
ic

al
 A

id
s(

A
TA

)

出
展
者
情
報

4

出
展
企
業
等
（７
０
社
）

◆
身
体
障
害
（
肢
体
不
自
由
）

◆
視
覚
障
害

◆
聴
覚
障
害

◆
高
次
脳
機
能
障
害
（失
語
症
等
）

◆
知
的
障
害

◆
精
神
障
害
（
発
達
障
害
を
含
む
）

◆
障
害
児
（身
体
・
知
的
・精
神
）

◆
そ
の
他

障
害
当
事
者
団
体
（９
社
）

◆
日
本
視
覚
障
害
者
団
体
連
合

◆
全
国
脊
髄
損
傷
者
連
合
会

◆
全
日
本
難
聴
者
・中
途
失
聴
者
団
体
連
合
会

◆
日
本

A
L
S
協
会

◆
ポ
リ
オ
の
会

◆
日
本
身
体
障
害
者
団
体
連
合
会

◆
日
本
失
語
症
協
議
会

◆
全
国
盲
ろ
う
者
協
会

◆
A

S
D
（自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
）生
活
環
境
研
究
会

開
発
支
援
に
係
る
団
体
（
５
団
体
）

◆
国
立
研
究
開
発
法
人

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・産
業
技
術
総
合
開
発
機
構
（Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
）

◆
国
立
研
究
開
発
法
人

情
報
通
信
研
究
機
構
（
N

IC
T
）

◆
国
立
研
究
開
発
法
人

科
学
技
術
振
興
機
構
（J

S
T
）

◆
厚
生
労
働
省

◆
テ
ク
ノ
エ
イ
ド
協
会
（
A

T
A
）
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Th
e 

A
ss

oc
ia

ti
on

 f
or

 T
ec

hn
ic

al
 A

id
s(

A
TA

)

交
流
の
流
れ

5

1
.
シ
ー
ズ
・ニ
ー
ズ
マ
ッ
チ
ン
グ
交
流
会
２
０
２
１
Ｗ
ｅ
ｂ
交
流
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
ア
ク
セ
ス
し
ま

す
。
（
事
前
登
録
不
要
）

2
.
交
流
し
た
い
出
展
企
業
や
当
事
者
団
体
・開
発
支
援
団
体
を
画
面
上
か
ら
確
認
し
ま
す
。

3
.
出
展
機
器
又
は
企
業
・
団
体
名
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
各
詳
細
ペ
ー
ジ
に
切
り
替
わ
り
ま
す
。

4
.
詳
細
ペ
ー
ジ
内
の
「出
展
者
情
報
」
よ
り
出
展
者
情
報
・
出
展
機
器
の
紹
介
動
画
を
視
聴
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
合
わ
せ
て
、
交
流
し
た
い
内
容
も
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

5
.
『問
合
せ
す
る
』
も
し
く
は
『投
稿
す
る
』
よ
り
出
展
者
と
意
見
交
換
を
行
え
ま
す
。
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交
流
方
法

7

②
掲
示
板

来
場
者
が
オ
ー
プ
ン
（来
場
者
に
公
開
）で
出
展
者
と
交
流
を
行
い
た
い
場
合
に
使
用
し
ま
す
。

匿
名
で
も
投
稿
は
可
能
で
、
投
稿
内
容
は
蓄
積
さ
れ
て
き
ま
す
。

出
展
者
は
出
展
機
器
に
関
す
る
「情
報
発
信
」、
「告
知
」に
も
使
用
し
ま
す
。

ど
う
い
っ
た
方
が
利
用
対
象
と
な
り
ま
す
か
？

利
用
規
約
に
違
反
し
て
い
る
投
稿
は
、
右
の
リ
ン
ク
か
ら
報
告
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

不
適
切
利
用
を
通
知

販
売
さ
れ
る
予
定
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

利
用
規
約
に
違
反
し
て
い
る
投
稿
は
、
右
の
リ
ン
ク
か
ら
報
告
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

不
適
切
利
用
を
通
知

Th
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交
流
方
法

6

２
つ
の
交
流
方
法

「
問
合
せ
す
る
」又
は
「
掲
示
板
」を
使
っ
て
交
流
を
行
う
。

①
問
合
せ
フ
ォ
ー
ム

来
場
者
が
１
対
１
で
個
別
に
出
展
者
と
交
流
を
行
い
た
い
場
合
に
使
用
し
ま
す
。

問
合
せ
フ
ォ
ー
ム
の
問
い
合
わ
せ
種
別
か
ら
電
話
や
オ
ン
ラ
イ
ン
で
交
流
等
、
交
流
内
容
を
選
択
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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)
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・Ｗ
ｅ
ｂ
交
流
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
紹
介

・併
催
セ
ミ
ナ
ー
の
視
聴
に
つ
い
て

8
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東
京
会
場
の
ご
案
内

9

【
日
時
】
令
和
３
年
１
２
月

７
日
（
火
）
９
：０
０
～
１
７
：０
０

令
和
３
年
１
２
月

８
日
（水
）
９
：０
０
～
１
７
：
０
０

【
会
場
】
東
京
都
立
産
業
貿
易
セ
ン
タ
ー
浜
松
町
館

２
階
展
示
室

〒
1
0

5
-7

5
0

1
 東
京
都
港
区
海
岸

1
-7

-1
最
寄
り
駅

J
R
「
浜
松
町
駅
」
、
ゆ
り
か
も
め
「竹
芝
駅
」、
都
営
地
下
鉄
「
大
門
駅
」

併
催
セ
ミ
ナ
ー
情
報

（会
場
及
び
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
配
信
予
定
）

◆
基
調
講
演
『
障
害
者
の
自
己
決
定
』

◆
特
別
イ
ベ
ン
ト

福
祉
機
器
の
利
用
事
例
と
ニ
ー
ズ
の
発
信

開
発
促
進
事
業
の
成
果
報
告

失
語
症
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
役
立
つ
支
援
機
器

出
展
企
業
に
よ
る
福
祉
機
器
開
発
の
現
状
報
告

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

開
発
改
良
中
の
機
器
展
示
、
体
験
し
な
が
ら

シ
ー
ズ
と
ニ
ー
ズ
の
交
流
を
行
い
ま
す
。

東
京
都
立
産
業
貿
易
セ
ン
タ
ー
浜
松
町
館
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ご
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

公
益
財
団
法
人
テ
ク
ノ
エ
イ
ド
協
会

企
画
部
宇
田
川
竜
吾

10
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